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四国横断自動車道は、高松～善通寺間が平成 4年 5月 に開通しました。これにより、瀬戸

大橋 と香川県の高速道路が結ばれることになり、本格的な高速交通時代の幕開けとなりまし

た。

香川県教育委員会では、四国横断自動車道高松～善通寺間の建設に伴い、昭和63年度から

財団法人香川県埋蔵文化財調査センターに委託して、用地内の埋蔵文化財の発掘調査を行な

ってまいりました。 3年 6ヶ 月の期間を要して28遺跡の発掘調査を実施 し、平成 3年 9月 に

発掘調査を終了しました。また、平成 3年度からは同センターにおきまして発掘調査の出土

品の整理を順次行なっているところであります。

今回、『四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第十六冊』 として刊行い

たしますのは、坂出市川津町に所在する川津二代取遺跡についてであります。川津二代取遺

跡の調査では、弥生時代から鎌倉時代にかけての遺構・遺物が検出されております。

本報告が、香川県の歴史研究の資料 として広 く活用されるとともに、埋蔵文化財に対する

理解 と関心が一層深められる一助 となれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査から出土品の整理・報告にいたるまでの間、日本道路公団

及び関係諸機関並びに地元関係各位には多大な御協力と御指導をいただきました。ここに深

く感謝の意を表しますとともに、今後 とも御支援賜わりますようにお願い申し上げます。

平成 7年 3月

香川県教育委員会

教育長 田 中 壮一郎



例 日

1.本報告書は、四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書の第十六冊で、香

川県坂出市川津町4955-1～4970-1番地で実施 した川津二代取遺跡 (かわつ にだいどりい

せき)の報告を収録 した。

2。 発掘調査は、香川県教育委員会が日本道路公団から委託され、香川県教育委員会が調査

主体、財団法人香川県埋蔵文化財調査センターが調査担当者 として実施 した。

3.発掘調査は、平成 2年 3月 に予備調査を実施 し、本調査を平成 2年 5月 10日 から平成 3

年 3月 8日 まで実施 した。発掘調査の担当は以下のとおりである。

(予備調査 渡邊茂智・西岡達哉・大林修三・古野徳久・ 山下平重 )

本調査 牧野啓造・木下晴一・塩田公一郎 0白 川悦代

4.調査にあたって、下記の関係諸機関の協力を得た。記して謝意を表 したい。

(順不同、敬称略 )

香川県土本部横断道対策室、同坂出土木事務所横断道対策課、坂出市瀬戸大橋 0横断道対

策室、坂出市川津公民館、四国横断自動車道建設坂出市川津連合対策協議会、同坂出市中

塚地区対策協議会、各地元自治会

5。 報告書の作成は、財団法人香川県埋蔵文化財調査センターが実施 した。

本報告書の執筆・編集は木下が担当した。

6.報告書の作成にあたっては、下記の方々の御教示を得た。記して謝意を表 したい。

(順不同、敬称略 )

立命館大学文学部 高橋学、財団法人徳島県埋蔵文化財センター 菅原康夫

香川大学教育学部 谷山穣

7。 本報告書で用いる方位の北は、方位記号のみのものは国土座標系第Ⅳ系の北であり、方

位記号にT.N.を 附すものは真北を表す。また、標高はT.P.を 基準 としている。



8.遺構は下記の略号により表示している。

SA 柵列、    SB 掘立柱建物跡、 SD 溝状遺構、  SK 土坑、

SP 柱穴、    SR 自然河川、  SX 不明遺構

9。 挿図の一部に建設省国土地理院地形図「丸亀」(1/50,000)を 使用した。また、図版の一

部に建設省国土地理院撮影の空中写真を使用した。

10.本報告書の土器実測図のうち、断面が黒 く塗 り潰されているものは須恵器 0須恵器系土

器を、断面が網目になっているものは釉薬のかかつた陶磁器を、断面が空自のものは弥生

土器・土師器 0土師器系土器・瓦器および瓦質土器を表す。また石器実測図の網目は摩滅

痕を、輪郭線の回りの実線は敲打痕を表す。

11.本報告書においては、弥生土器 と土師器 との区分が明確でない。それは、執筆者の側で

弥生土器 と土師器の境界について明確な知見をもち得ていないことと、層位的に混在する

状況で遺物が出土しているためである。

12.堆積物に関する記載に用いている略号、内容は以下の通 りである。

Fe=鉄分、Mn=マ ンガン、G=級化層理が認められる、S=堆積粒の淘汰が良い

M=マ トリックス、礫層ならば礫 と礫の間を充填する堆積物、 I=礫層に瓦重ね構造が認

められる、ズ =地山 (こ の層より下層に遺構・遺物は認められない)

また、層界の点線は、層界が不明瞭である場合、上部を調査中に削ってしまったため本

来の層界が不明になつていることを示している。
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第 1章 調査の経緯

第 1節 調査にいたる経緯

四国横断自動車道高松～善通寺間の建設は、同善通寺～豊浜間に引き続き、昭和57年 1月

8日 に整備計画決定され、昭和59年 11月 30日 に建設大臣から日本道路公団総裁に対して施工

命令が下された。

香川県教育委員会は、これを受けて路線内の埋蔵文化財包蔵地の状況を確認する目的で、

国庫補助事業 として分布調査0を実施 した。これらの成果をもとに、路線内に所在する埋蔵

文化財包蔵地の取 り扱いについて、日本道路公団と文化庁の協議が行なわれ、基本的には記

録保存で対応することが決定した。路線内での対象面積はこの時点で39万m2余 りと判断した。

また、香川県教育委員会は、同事業に対応するため香川県土木部横断道対策室並びに日本

道路公団高松建設局管理課、同高松工事事務所 と昭和62年度の早い時期から調査体制等につ

いて協議を開始した。

協議の結果、昭和63年度当初から2ヶ 年の予定で本調査を実施すること、整理報告は発掘

調査の終了後に実施すること等が決定した(a。 このため香川県教育委員会では、調査体制の

充実を図ることを目的に、昭和62年 11月 に財団法人香川県埋蔵文化財調査センターを設置

し、専門職員の増員等の措置を順次実施した。

平成元年度には、坂出市川津町に所在する埋蔵文化財包蔵地の具体的な内容について確認

するため、日本道路公団と協議の上、用地買収の進捗状況に合わせ平成 2年 2月 26日 ～ 3月

17日 の期間で予備調査を実施 した。実施にあたっては、地元関係者、四国横断自動車道・南

進自動車道対策協議会、同中塚地区対策協議会、同西又地区対策協議会、坂出市都市開発部

瀬戸大橋・ 四国横断道対策室、香川県坂出土木事務所横断道対策課等の協力を得た。

予備調査の結果、川津中塚遺跡を初めとする集落跡を中心とした 6遺跡についての内容を

把握し、同地区での本調査対象面積を111,750m2に 確定した。

今回報告する川津二代取遺跡は、大東川の右岸に接し、調査対象面積10,400m2を 計る。

本調査は、平成 2年 5月 10日 から着手し、平成 3年 3月 8日 に終了した。
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調査は、香川県教育委員会が日本道路公団高松建設局から委託を受け、財団法人香川県埋

蔵文化財調査センターが調査担当者として実施された。

(1)香川県教育委員会『国道バイパス及び四国横断自動車道建設予定地内埋蔵文化財詳細分布・試掘調査概報』

1987

(2)最終的に、用地買収・家屋退去等の関係で調査期間は 3年 6ヶ 月を要し、本調査面積は、予備調査による遺跡

内容の確定を随時実施したことから、319,201m2に なった。

ふ
一――――‐横断道路線

―一二――‐遺跡 (数字は第 1、 2表に対応する)

四国横断自動車道埋蔵文化財包蔵地 (高松～善通寺)
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2節 調査 の経過

1。  調査の体制

発掘調査は、平成2年 5月 10日 に開始され、平成3年 3月 8日 に終了した。

平成2年度の調査体制は以下の通りである。

香川県教育委員会事務局文化行政課   財団法人香川県埋蔵文化財調査センター

総  括  課  長  太田 彰一   総  括  所  長  十川  泉

課長補佐  菅原 良弘

副 主 幹  野網朝二郎   総  務

総  務  係  長  宮内 憲生

主任主事  横田 秀幸

主  事  水本久美子

(～ 5.31)

石川恵三子

(6。 1～) 調  査

埋蔵文化財 係  長  大山 真充

主任技師  岩橋  孝

技  師  北山健一郎

次  長  安藤 道雄

係長 (事務)力日藤 正司

主査 (土木)山 地  修

主  事  二宅 浩司

(～ 5。 31)

主  事  斎藤 政好

(6.1～ )

参  事  見勢  護

係  長  渡部 明夫

係  長  藤好 史郎

係  長  真鍋 昌宏

文化財専「]員 牧野 啓造

技  師  木下 晴一

調査技術員 塩田公一郎

調査技術員 白川 悦代

2。 発掘調査の経過

① 予備調査

本調査にさきがけて行なわれた予備調査は、川津地区全体の路線内で行なわれたが、川津

二代取遺跡に関連する部分は、平成 2年 3月 7～ 9日 に調査された弘光 8～ 11ト レンチであ

る (第 2図 )。 トレンチは横断道路線の両側の際に設定することを基本とするが、弘光12013

トレンチ部分は、予備調査時に未買収地であったため、本調査を開始した直後に調査を行な

った。この結果、幅 2mO総延長220mの トレンチ調査によって、川津二代取遺跡の範囲が

確定された。予備調査によって知られた遺構の概要は第 3表に示す通りである。

② 調査区割の設定

本調査は20mの グリッドを設定し、これに基づいて行なった。グリッドの設定は昭和60

～62年度にかけて調査の行なわれた下川津遺跡におけるグリッド割りを延長している。これ
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トレンチ番号 規模 (m) 遺 構 遺 物 土   層

弘光 8 2× 90 溝状遺構
土坑

弥生土器 床土下に灰～茶色系の希薄な包含層が堆

積 し、北端では深さlm以上に達する。

遺構はこの包含層の上で検出された。

弘光 9 2× 44 旧河道

溝状遺構

弥生土器

サヌカイト

包含層は存在せず、耕作土直下で遺構を

検出した。

弘光10 2× 42 溝状遺構

土坑

ピット

３

１

数多

土師質土

器・ 須恵

器

床土下に約 5cmの 包含層 (灰 白色)が
堆積し、遺構はこの上から掘 り込まれて
いる。

弘光11 2× 41 旧河道  1
溝状遺構 4
ピット 少数

な し 包含層は存在 しない

第 3表 予備調査 トレンチの概要

は下川津遺跡の南に川津中塚遺跡・川津下樋遺跡・川津二代取遺跡が隣接することから、検

出遺構の相互検討などに有効であるとの見地によるものである。

下川津遺跡は、中国地方東部を網羅する国土座標第 V系 に基づいて、真北より23度西に振

った軸を基準に20mグ リッドを設定 している。川津中塚遺跡・川津下樋遺跡・川津二代取

遺跡のグリッド設定は、下川津遺跡のグリッドを南に延長したものであるが、その際に座標

系を四国地方を網羅する国土座標第Ⅳ系に変換 した。(注 )川 津二代取遺跡のグリッドは第 3図

に示す通 りである。20× 20mグ リッド名は西北隅のグリッド杭名によって呼称している。

(注 )座 標値の変換は、国土地理院四国地方測量部の御好意で行なわれた。具体的には下川津遺跡の既知の第 V系

の点を経緯度に変換し、それを第Ⅳ系の値に変換した。変換はコンピュータで計算されたが、平面座標系という性質

上、数cmの 誤差が出ている可能性がある。なお、グリッド杭の座標 (Ⅳ系)の一部を掲げる。

グ リッド   X

N-34    142791.0742

P-40    142696.2428

Y    グ リッド  X    Y

32445.8791      N-40    142680.6135    32492.7667

32529.5870      P-44    142622.6024    32560。 8455

③ 本調査の経過

本調査は、工事請負方式で行なわれ、平成 2年 5月 の入札で村本建設株式会社が落札し、

6月 19～ 22日 に弘光12・ 13ト レンチの調査を行ない、 6月 26日 より表土除去を開始した。工

事契約締結後から調査開始までに2ヶ 月近い日数を要したのは、主として現場事務所の用地

が確保できなかったことによる。
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調査はグリッドラインを基準に、調査区を10区画に分割し順次調査を行なった。分割した

調査区の名称 0面積および発掘調査の進捗状況を第 4図・第 4表 に示す。

調査は、水田耕作土と床土を重機で除去し、包含層以下を人力で調査することを原則とし

た。しかし、後述するように調査の遅れが深刻になるにつれ、遺物の包含が希薄な包含層に

関しては重機で除去したところもある。

調査着手時からlヶ 月は作業員の就労数が少ない状態が続き、作業員数が20名程になった

9月 中旬から10月 上旬にかけては、天候の不良が続いた。とりわけ9月 19日 の台風19号 によ

る豪雨で調査区南端の大東川からの温流水が調査区を流れる被害を受けた。また、中世の遺

構を調査した後、包含層を除去し弥生時代後期～古墳時代前期の遺構を調査し、さらに下層

の弥生時代前期の自然河川を調査するという具合に複数の遺構面が存在する調査区があり、

これを調査計画の中に読み込んでいなかった関係で、次第に調査の遅れが深刻化した。これ

に対し、作業員の増員や実測作業を夜間に行なうなどの努力をしたが、0,P-41,42、 M,N

-35の 2調査区については最下層の弥生時代前期に埋没した自然河川について不充分な調査

しかできなかった。また、調査終了後に行なう予定であつた遺構面下の堆積層の堆積年代や

環境を調査する目的のトレンチ掘削も中止した。

平成 3年 3月 3日 には、川津公民館において川津中塚遺跡、川津下樋遺跡と合同で地元説

明会を開催し、多数の人々の参集を得た。また、平成 3年 1月 までの調査成果の概要を速報

した。(注 )

(注) 『四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査概報 平成 2年度』 1991.8 香川県教育委員会・

財団法人香川県埋蔵文化財調査センター・ 日本道路公団高松建設局

『財団法人香川県埋蔵文化財調査センター年報 平成 2年度』 1991 財団法人香川県埋蔵文化財調査センタ

3.整理作業の経過

整理作業は、平成 5年 4月 1日 に開始され、平成 6年 3月 31日 に終了した。

平成 5年度の整理体制および工程は、以下の通 りである。
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香川県教育委員会事務局文化行政課

総  括  課  長  中村  仁

主  幹  菅原 良弘

主  幹  小原 克己

総  務  係  長  源田 和幸

主  事  櫻木 新士

主  事  石川恵三子

(～ 5.31)

藤原 和子

(6.1～ )

埋蔵文化財 係  長  藤好 史郎

主任技師  國木 健司

主任技師  森下 英治

整理作業に携わった方々

財団法人香川県埋蔵文化財調査センター

総  括  所  長  松本 豊胤

次  長  真鍋 隆幸

総  務  係長 (事務)土 井 茂樹

主  事  斎藤 政好

(～ 5.31)

主  事  西村 厚二

(6.1～ )

調  査  係  長  渡部 明夫

係  長  廣瀬 常雄

主任技師  木下 晴一

青木民江、岩井弘恵、多田見和、東條俊子、

西紋佳寿子、藤野麻理、山地真理子

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

遺物注記 (土器 )

遺物 接合・ 復 元

遺物 実測・ 拓 本 1団

レ イ ア ウ ト

遺 物 観 察 表

遺 物 写 真 撮 影

ト レ ー ス

図 版 作 製

原 稿 執 筆

編 集

整 理 収 納

第 5表 整理作業工程
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第 2章 遺跡の立地 と環境

1.は じめに

川津二代取遺跡は、香川県中部に位置する丸亀平野の東北端、現在の行政区分で香川県坂

出市川津町に所在する。安政五年 (1858)に成立した『西讃府誌』によると、川津町は鵜足郡

の西川津村 と東川津村の二村からなり、西川津村には、西又・蓮尺・ 中原・下川津 。中塚・

北新田・ 山田・南新田・畑方・広光の免(1)が記載されている。このうち広光免には、上所な

第 5図 川津二代取遺跡の位置

-13-



ど十六の小地名が記載されており、遺跡所在地付近は、「二代取」と呼ばれている。

遺跡は東西南北を山塊に画された東西 3 km、 南北 2 km程 の平野に位置し、この平野の中央

に大束川と呼ばれる小河川が流れている。平野中には南北方向においては不明瞭であるが、

東西方向では条里型地割が認められる。集落は、集村をなすものと疎塊村状をなす部分が混

在している。調査着手前の調査地の地目はすべて水田であった。

先述した通 り、現状の地形からみると、遺跡は大東川流域の平野に位置している。しかし、

第 6図の等高線図を見れば明らかなように、遺跡付近の平野は丘陵などの明瞭な分水界をも

って水系的に完結しているのではなく、土器川の営力下にある。また、大束川上流は、河川

争奪された旧綾川が形成 した谷底平野0を 主として流れており、狭い集水面積 しかもたな

い。このように丸亀平野の河川は、時代によって変遷し、やや複雑な様相をもっている。こ

のうち、遺跡の立地や土地利用を考えるに際し、古代末頃と推定される大束川の下刻によっ

て形成された段丘が重要である。本章では、この点を中心に記述する。

2.大束川流域の段丘崖

(1)大束川の流況

大束川は、丸亀平野の東南部を画する大高見峰(504.lm)を 主峰とする山塊を水源 とする。

富熊 。上法軍寺・下法軍寺が所在する幅約1.25kmの 広い谷底平野を東大束川・ 中大束川・沖

川・大東川に分流して流れ、下法軍寺島田の集落の東南付近で相次いで合流している。四流

はいずれも条里型地割にほぼ合致しており、人為的に固定された流路 と考えられる。合流し

て後は、飯野山と東側の丘陵およびその前縁に付着する段丘の間を北流し、角山と青ノ山の

C:段丘 I面 )

間を通って宇多津町で瀬戸内海に

注いでいる。流域面積は55。 lk」m2、

流路延長は約51.4kmを測る。

国道11号線以南の大束川の両河

岸部 には比高0.5～1.Om内 外の

小崖 (段 丘崖)が、200m程 の幅

で連続している (写真 1)。 大束川

寄 りの低い面には、高い面に認め

られる条里型地割が認められな

い。また、川津二代取遺跡調査中

-14-
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の1990年 9月 の台風19号 による降雨で低い面の広範囲が冠水するなど、数年に一度ほどの頻

度で冠水する地形面であるという特徴がある。

結論を先に述べると、大東川流域に認められる 2面の地形面は、古代末頃に形成されたと

考えられ、瀬戸内海東部の臨海平野で指摘された「完新世段丘」0に相当すると考えられる。

この段丘崖の形成される以前は、遺跡周辺は網状流をなす主として土器川の (旧 )河道 と自

然堤防からなる地形環境を呈していたと考えられ、段丘崖の形成によって現状の河道に固定

されたものと考えられる。したがって段丘崖の形成前後の土地利用には変化が認められる可

能性がある。本章では、大東川流域の低い地形面を「氾濫原面」、段丘崖に画された高い地

形面を「段丘 I面」と呼称することにする。

(2)10cm等 高線図と白黒空中写真の濃度分析

はじめに段丘崖の平面的な範囲を抽出した方法について簡単に記しておく。

通常、段丘崖のような微地形を抽出する方法は、空中写真の実体判読を行なう。今回は、

1962年 に建設省国土地理院が撮影 した縮尺一万分の一の自黒空中写真 (SI-62-4)を 線比 2倍

に引き伸ばしたものを中心に使用した。大縮尺の空中写真を用いるのは、局所的な土地の高

低差をより明確に把握するためである。この場合、段丘崖の比高が50cm以上であれば実体視

によって容易に判読できるが、50cm以下になってくると (判読者の能力にもよるが)次第に

暗示的にしか捉えられなくなる。そこで、地表面の微起伏を抽出するために10cm等 高線図を

作成 した。

10cm等 高線図は、現在の水田の標高を中心に、それを割 り込んで等高線を引 くことによっ

て地表面の微起伏を抽出する図である。川津二代取遺跡周辺では、四国横断自動車道をはじ

め、瀬戸中央自動車道の建設や大東川の河川改修に際して、縮尺千分の一の工事用設計図が

作製されており、これらによって10cm等 高線図を作製し、編集したのが第 7図である。等高

線のパターンを観察すると、舌状 もしくは紡錘状の微高地や谷状の凹地を読み取ることがで

き、これが微高地や旧河道などの微地形を表すものと考えられる。

第 7図 を見ると、大束川の左岸には等高線が密になる部分が断続 して認められる。10cm等

高線図は水田の中心部の標高を割 り込んで作図するため、実際より緩傾斜の等高線 として表

現されるが、この部分は写真 1に見られるような段丘崖である。一方、右岸側には明瞭に等

高線が密になる部分が存在 していないが、後述する濃度分析の結果や発掘調査の成果から、

「中塚」集落の東側の標高 6m付近の、やや等高線が密な部分が段丘崖にあたる。それは、

下川津遺跡の調査区の西辺付近を通 り、「下川津」集落付近まで辿ることができる。「中塚」

-17-
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集落の南側は「弘光」集落が近接しており10cm等 高線を引 くことができない。集落を分断す

る形で段丘崖が存在するものと考えられる。

10cm等 高線図が、現地表面の微起伏を抽出する方法であるのに対し、白黒空中写真にあら

われる濃度の差に基づいて微地形を抽出しようとするのが、濃度分析である。

白黒空中写真の被写体は白から黒までの多数の階調によって表現される。一般的に地表面

が湿つている場合には黒っぽく、乾いている場合は白っぽく写る傾向がある。空中写真を観

写真 2 濃度分析の一例

様々な方法で出力し、分析することを試みている。

察していると、旧河道が黒っぱ

い帯 となって写っていたり、微

高地が白っぽくパッチ状に写っ

ていたりすることがある。しか

し、このような濃淡差の識別は

判読者の経験や能力に大きくノ1:

右されるといわれている。そこ

で、客観的なデータとして濃淡

差を知るために濃度源1定器で読

み取ったデータを、パソコンで

これはまだ試行錯誤の段階にあるが、こ

こでは写真 2を紹介する。

写真 2は 、右 下が ド川津遺跡付近、中央部に大束川が北流する付近の写真である。これは

実際の長さ約 3m毎に 1点 の割合で、濃度を256段階に読み取 り、濃度ヒストグラムを平‖l

化し、14段階の濃淡に出力したものである。したがって、実際の空中写真の濃度を単純に強

調した画像ということになる。

一見して注目されるのは大束川の流域が自っぱく写つていることである。結論だけ述べる

と、この部分は大束川の三角州にあたり、砂などの粗粒の堆積物で埋積されているため表層

が乾きやすく、白っぽく写真に写るのである。また、この写真では充分に指摘されないが、

左右の 下半部分に黒っぽい帯が写っている。これは段丘 I面上の旧河道である。このように

空中写真の濃淡差が微地形の違いを示すことがある。

(3)段丘崖の範囲

主として空中写真判読で抽出した段丘崖の範囲を第 8図 に示す。

段丘崖が現地表に認められるのは下川津遺跡付近より南で、200mほ どの幅で蛇曲しなが
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ら連続 している。河道の凸岸部では段丘崖が不明瞭になるところがあるが、これはポイント

・バー堆積物によって崖が不明瞭になっているものと考えられる。段丘崖は大東川支流の四

流が合流している「島田」集落付近まで認められる。その上流は西南方向の土器川にむかっ

ている明瞭な旧河道に連続する。この旧河道は土器川付近では土石流堆状の高まりを形成 し

ており、土器川の主流が激しく流れ込んだことが想定される。段丘崖の形成つまり河床が低

下 した原因は不明であるが、大東川の段丘崖は土器川の主流が流れ込んで形成されたものと

判断される。なお、現在の土器川の河岸にも段丘崖が形成されており、成因 。形成時期は大

東川と同様 と考えられる。

(4)段丘崖付近の堆積状況

次に、段丘崖で画される二面の地形面の堆積状況を概観する。この部分は昭和60～ 62年度

に調査された下川津遺跡 と平成 2年度の川津一ノ又遺跡 I・ Ⅱ区の調査によって堆積状況を

知ることができる。川津一ノ又遺跡 I・ H区 は概要報告 (め によると、氾濫原面においては、

現耕作土直下にシル ト質細砂がほぼ水平に堆積し、その下には、シル ト・細砂・粗砂が現河

道方向に緩やかに落ち込んで堆積する。一部の トレンチでは、その下 (現地表より2.3m以

深)でグライ化した暗灰～暗灰青色シル トが堆積し、この層中より古代末～中世の黒色土器

片が出土 している。一方、段丘 I面上での堆積状況は、現耕作土直下に厚さ2m程のシル

トが堆積 し、その下層に層厚0.4m程の粘土・粘質土、層厚1.2m程 の木質を含む黒色粘土

が堆積する。層は概ね水平に堆積している。堆積年代を知る手掛かりは今のところ得られて

いない。

下川津遺跡では、第 4低地帯 と呼称される部分が氾濫原にあたる。第 4低地帯 とは、第10

図におけるS R4-1～ 4-6部分である(D。 第 7図でも説明した通 り第 4低地帯の旧河道群の東

端付近に10cm等 高線の密になる部分がある。第10図の断面模式図にも見られるとおり、河床

が大 きく下方に扶 り取 られている状況か らみて

も、ここに段丘崖が存在するものと考えられる。

ただし、下川津遺跡においては、「平安洪水砂」

と呼称される大規模な洪水によると推定される堆

積層の問題やく遺跡東側の河川の下刻によって生

じた谷頭侵食によって形成されたと推定されるS

R2-20SR3-3の年代観、あるいは、第 4低地

帯の諸河道出土の遺物の年代観の問題など、筆者

-21-

第 9図 段丘崖の堆積状況模式図



の側で充分な整理ができていないため、段丘崖の形成時期については、古代末 という漠然と

した年代観を与えることしかできない。

以上のことから、段丘崖付近の堆積状況は第 9図のように模式的に示すことができる。

3。 段丘崖形成以前の微地形

第10図の「下川津遺跡の検出河道 と10cm等高線図」は、発掘調査で検出された旧河道 と10

cm等高線図を重ね合わせたものである。まず、旧河道のおおまかな埋没の年代観は、

第 203低地帯 (弥生時代前期の埋没)。 S Rl-1(古墳時代前期の埋没)OSRl-5(古

墳時代末の埋没)OSRl-2(奈良時代前半までに埋没)・ S R4-2(平安時代前半 まで

に形成、殆 ど開折されていない)O SR2-2(平安時代中頃の埋没)O SR4-6(平安時

代後期に埋没)OSR3-3(平 安時代末までに埋没)OSR4-1(平 安時代末に埋没)S

R4-7(鎌倉時代に埋没) のように整理される。

旧河道の埋没年代 と10cm等 高線図の凹地 との関係を見ると、埋没の新しい旧河道ほど明瞭

に地表面の凹地の連続 として捉えることができ、弥生時代前期埋没の河道や S R4-1は 現地

表面に凹地 として痕跡を残していない。これは、前代の微地形が現地表面に残 している微起

伏が、段丘崖の形成 という大きな微地形変化によって消去されているという、下川津遺跡周

辺のみの特異性にもよるが、概ね、10cm等 高線図にあらわれる凹地 と旧河道 との関係、ある

いは、微凸地 と実際の微高地の関係は第10図のごとくである。また、先述 した濃度分析では、

10cm等 高線図に現れる凹地 と相対的に黒っぼく写っている部分との間には相関関係が認めら

れ、10cm等 高線図では凹地 として捉えられないものの、濃度分析では黒っぼく写る帯 として

認められ、旧河道を推定できる場合 もある。反対に、10cm等 高線図で微凸地 として捉えられ

る部分と濃度分析で自っぼく写る部分との間にも相関関係がある。

以上のような確からしさではあるが、10cm等高線図と濃度分析によって、川津二代取遺跡

周辺の微地形は、第11図のように分類される。川津二代取遺跡の立地する段丘 I面は、パッ

チ状に散在する明瞭な微高地 と微高地 と、その間を網状に流れた河道からなっている。地形

発達史の観点からは、段丘 I面は氾濫原が形成される以前は、「氾濫原」の性格をもつ地形

面であつた。弥生時代後期から古代頃までの集落を検出した下川津遺跡や川津中塚遺跡の北

部0は微高地部分にあたり、微高地を選んで住居を構えていたことが推定される。

一方、古代末頃に氾濫原が形成されると、段丘 I面のパッチ状の微高地 と旧河道 (微凹地)

の関係が、段丘 I面 (微高地)と 氾濫原 (微凹地)と いう関係に変化する。下川津遺跡の中
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第 10図 下川津遺跡の検 出河道 と10cm等高線図・ 下川津遺跡断面模式図

(下川津遺跡断面模式図は、『瀬戸大橋建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告Ⅶ 下川津遺跡』

1990 香川県教育委員会・ (財 )香川県埋蔵文化財調査センター 0本州四国連絡橋公団より転載)
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世の建物や、後述する本遺跡の中世集落が段丘 I面の旧河道上に営まれるのは、このような

微地形変化による土地条件の変化が前提 となる可能性が高い。

4。  まとめ

遺跡の立地 と環境について大雑把に述べてきたが、この程度の縮尺の微地形分類を行なう

と、遺跡や遺構の立地や性格について理解を深める資料とすることができると考えられる。

しかし、この微地形分類は求める時代の地形環境を正確に知 り得るものではなく、ある粗さ

をもったものである。また、平面的な把握にとどまっており、垂直的な検討が行なわれてい

ない。垂直的というのは堆積層の検討のことであるが、これは微地形分類自体が妥当なもの

か、範囲は妥当かなどを判断するだけでなく、環境や形成時期などを知るデータの入手の機

会でもある。そして、その最も良い機会が発掘調査 ということになる。

微地形 と遺跡の立地 との間に何らかの相関関係があるかどうか、微地形によって特徴づけ

られる土地条件は地域によって個別的 (地誌的)な側面があり、単純に論じられない。しか

し、ある地域の微地形 と遺跡の立地については相関関係がある可能性がある。 このことを前

提 とすると、限定された範囲の発掘調査データが面的にどこまで拡がるのか地形から推定す

ることができる。また、検出された遺跡 (特 に集落遺跡など)の立地 と同一の土地条件 (微

地形)の ところにも同様な遺跡が立地する可能性が考えられる。また、同様の土地条件のと

ころに遺跡が存在しない場合には検出された遺跡のもつ歴史的な意味をより深 く把握できる

可能性がある。あるいは、噴砂など大地震の痕跡が検出された場合、その範囲を微地形から

推定するなど「アボイド・ マップ」としての役割も期待できるなど、多用な利用価値がある。

今後、このような視点からの検討を深める必要があろう。

(注 )(1)高松藩では租税徴収の単位も「免」と読んでいた。

(2)高 桑 糸L「堤山附近の河谷地形」『香川大学学芸学部研究報告』第 I部第 3号 1953

(3)高 橋 学「地形環境分析からみた条里遺構年代決定の問題点」『条里制研究』第 6号 1990な ど

(4)「 川津一ノ又遺跡 I・ H区」『四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査概報 平成 2年度』1991 香

川県教育委員会 0(財 )香川県埋蔵文化財調査センター 。日本道路公団高松建設局

(5)S R4-1と は、報告書で記載される第 4低地帯流路 1の 略である。 (以下も同じ)

(6)「 川津中塚遺跡 I区」「川津中塚遺跡H区」 注 4と 同一文献。および「川津中塚遺跡 I区」『四国横断自動

車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査概報 平成 3年度』1992 香川県教育委員会 。(財)香川県埋蔵文化財調査

センター 0日 本道路公団高松建設局
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第 3章 調査の成果

第 1節 層序 の概 要

調査時の上層断面観察から、川津二代取遺跡の土層の堆積状況と遺構との関係は、下図の

ように模式的に示される。また、調査時に作成した土層断面図のうちの 3ヶ 所を掲載し、報

告する。

(1)堆積状況の概要

第12図は、川津二代取遺跡の上層断面模式図である。

地表面の現代の水田耕作土(①)の下層には、明灰色系の極細砂～細砂質土が堆積している

(② )。 この層は、過去の水田耕作によって形成された層と考えられ、鉄分やマンガン粒の集

積によって3層程度に細分される。②層の下には、地山と考えられる黄色味を帯びた明灰色

系のシルト質土(⑦)が堆積する部分と暗茶褐色系の極細砂～細砂質土(④)が堆積する部分が

ある。④層は相対的な凹地部分の堆積層と考えられ、出土遺物から古墳時代後期～中世まで

の間に形成されたものと考えられる。なお④層は、市道の北側の調査区においては削平のた

め認められない。

中世の遺構は、④層・⑦層の上面から掘り込まれている。

⑤層は、弥生時代後期～古墳時代前期の遺構 (溝)である。このうち規模の大きいものは

砂からなる下層と粘土・シルトよりなる上層の2層に分層されるものが多い。これらは④層

暗灰色シル ト質土 (水 田耕土)

明灰色系の極細砂～細砂質土

明灰色/灰色系のシル ト～極細砂質土
(中世 )

暗茶褐色系の極細砂～細砂質土

上層 :暗茶褐色系の粘～シル ト質土

下層 :灰色系の砂
(弥生時代後期～古墳時代前期)

灰色系のシル ト～粗砂 (弥生時代前期 )

明灰色系の粘～シル ト質土 (地 山)

第12図 土層断面模式図

①
②
③
　
④
⑤
　
　
⑥
⑦
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の下面から掘り込まれている。

⑥層は、弥生時代前期に形成された旧河道である。灰色系の粗砂～シルトの級化層理が認

められる。⑦層上面から掘り込まれているが、⑦層との分層は、断面観察では容易なものの

上面での平面的な観察では、両者が酷似しているため困難であった。

⑥層の下面、あるいは⑥層より古いと考えられる旧河道も存在する。調査区南東端のSR

01の下層に存在する、粗砂・小礫によって埋没した旧河道と、調査区東北端の粘± 0シルト

によって埋没した旧河道である。後者の旧河道は予備調査の際に弘光 8ト レンチで確認され

たものである。これらの旧河道については充分な調査を行なっていない。

⑦層以下の堆積状況は、調査区内の数ヶ所で行なった深掘リトレンチによって、地表下 2

m程度までの状況は把握している。第15図 はN-40グ リッド杭付近での下層確認 トレンチの

柱状図である。それによると⑦層は、巨視的には同系統の色調と同一粒径の堆積層が続いて

いる。肉眼観察では、時期判定の手掛かりとなるテフラ層などは認められなかった。なお、

⑦層上面から10cmお きに採集した数 gの土壌サンプルを、地学団体研究会が示す方法(注 )に

よって、分析した結果においても火山ガラスの濃集層は認められなかった。したがって、⑦

層の堆積年代を推定する手掛かりは得ら L=8.Om

れていない。

(2)プラント・オパール分析

第13014図 は、調査区北端の東西方向

の土層断面図である。ここでは東から西

に向かって徐々に標高が下がる傾向があ

り、数層が堆積している。調査では水田

遺構は検出されなかったが、水田土壌の

可能性が考えられ、プラント・オパール

分析を行なった。結果は、積極的に水田

耕作を裏付けるものではなかったが、試

料採集の前提 となる分層に問題があった

可能性 もあり、今後に課題を残 した。

(注 )野尻湖火山灰グループ『火山灰分析の手びき

―双眼実体顕微鏡による火山灰の砂粒分析法』

地学団体研究会 1989

L=7.Om

暗灰色シル ト質土 (水田耕土)

明灰色極細砂質土
灰色シル ト質土 (Fe含 )

暗灰色粘質土 (Fe.Mn含、砂まばら合 )

暗灰色粘質土 (Fe.Mn高師小僧状含 )

暗灰色シル ト (Fe,Mn含 )

灰色粘質土 (Fe.Mn.植物根痕含 )

灰色シル ト質土
灰色粘質土 (Mn粒 .植物根痕含)

L=6.Om

第15図 下層確認 トレンチ 柱状図
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第 2節 弥生時代前期の遺構・遺物

弥生時代前期に属すると考えられる遺構は、溝跡 3条 と旧河道 1な いし2条 である。

1。 S D01 (第20図 )

0,P-43区で検出された溝跡である。幅約1。 3m・ 深さ約0.4m程の規模で、断面は浅い皿

状を呈する。検出長は12。 5m、 やや東よりに湾曲しているがほぼ南北方向の流向をもつ。小

礫を含む比較的粗粒の堆積物で埋積されている。遺物は検出されなかったが、後述する弥生

時代前期新段階に埋没したS R01に 流路を壊されていることから、弥生時代前期新段階以前

の溝跡と判断される。なお、後述のS D02と 埋積土が共通することなどから、弥生時代前期

新段階をそれほど遡るものとは考えられない:

L=8.lm

W

0              1m

第20図

2.S D02 (第 21、 22図・図版 7)

N-39～ 42・ O,P-41,42区 で検出された溝跡である。幅2.15～ 2。 7m・ 深さ約 1。 Omを測 り、

断面はV字状を呈する。北側に張 り出す弧状をなして流れている。検出長は53mに わたる。

埋積土は小礫を含む比較的に粗粒の堆積物である。溝の側面には流水によると思われる扶 り

込みが認められる。後述するS R01に よって壊されているが、 S R01か ら取水するものであ

った可能性 も考えられる。その理由は、 S D02と S R01の 出土遺物に時代差は認められない

こと、 S D02の 延長部にあたるS R01に は、 S D02の 痕跡が認められないことによる。

S D02か ら検出された遺物はきわめて少なく、十数片を数えるに過ぎない。第22図 は、 S

D02出土の遺物実測図である。 1は壺形土器の底部、 2は蓋形土器である。 ともに摩滅が著

しい。この他に、多条のヘラ描き沈線の施された細片も検出されており、弥生時代前期新段

階に属するものと考えられる。 3は打製石斧である。扁平な造 りで、一側縁に敲打痕が認め

られる。

出土遺物の年代観から、 S D02は 弥生時代前期新段階に埋没したものと考えられる。

1 明灰色極細砂質土 (小礫含、径 3111111程のMn合、Fe含 )

2 灰色砂 (小礫含、細～粗砂.Fe.Mn含 、極めて緻密)

3 明灰色極細砂質土 (Fe.Mn含 、地山)

S D01 断面図
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L=8.lm

0              1m

第21図  S D02

W

1 灰色砂質土 (細砂主.Fe.Mn多含 )

2 灰色粗砂 (小礫含)

3 灰色砂 (上部に小礫 .粗砂 .

下部茶灰色粗砂 .中砂 )

4 茶灰色砂 (細～粗砂 .S)

5 灰色シル ト質土 (Fe.Mn含 )

6 明灰色シル ト (Fe含 )

7 明灰色シル ト質土 (Fe.Mn含 )

8 黄灰色粘質土 (地 山)

断面図

0                     10cln

0               5 cln

第22図  S D02 出土遺物実測図

3.S D03 (第 23図・図版 8)

O-37,38区 からM,N-36区にかけて検出された溝状遺構である。幅約1.25～ 2。 85m、 深さ

約0.3～0.5mを 測 り、断面は浅い皿状を呈する。概ね東南から西北方向に向かって蛇曲し

ながら流れ、M,N-35区において後代に掘られた溝状遺構によって壊され消滅している。検

出長は約82mである。埋積土は小礫までを含む比較的粗粒な堆積物である。

第24図 は、 S D03出 土の遺物実測図である。 S D03の 遺物出土量は僅少である。 4、 6～
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8は O-37,38区で出土したもの、 5は M,N-36区で出土したものである。 4は 頸部にヘラ描

きによる4条の沈線が巡る壺形土器、5～ 7は甕形土器である。5、 7は如意状口縁を呈 し、

7に は口縁端部に刻み日、下位に 2条のヘラ描き沈線を施 している。 6は逆 L字状の口縁を

もつ。 8はやや外湾する刃部をもつ削器である。

S D03出 土土器は後述するS R01出 上の遺物の様相からみて、弥生時代前期新段階に属す

るものと考えられる。

O-37,38
1 暗灰色小礫 (く さり礫多含、Mは暗灰色

シル ト.Fe含 )

2 灰色砂 (上方細砂 .下 方で粗砂に

漸移 .小礫含、ルーズ)

3 暗灰色粘土 (地山)

M,N-36
1 灰色砂質土 (Fe.Mn粒含、小礫わずか含、細～中砂主体 )

2 灰色極細砂質シル ト (Feわ ずか含 )

3 灰色粗砂 (小礫含)

4 明灰色粘質土 (Fe.Mn含 、地山)

0              1m

0          10cln

8  0        5 cln

第23図  S D03 断面図および出土遺物実測図

4. S R01 (第 24～ 38図・図版 8～ 10)

① SR01の 概要

南北方向に細長い調査区を南から北へ縦断するように流れる旧河道である。

S R01は 、第 1章第 2節 において述べたように調査の遅れが深刻化したことによって、一

部においては充分な調査を行なうことが出来なかった。最も、多大な土量を掘削して若干の

遺物を採集するだけという調査の是非を問われる側面もあったのであるが、この点について

ハ

＝

リ

ーー

ー

句ザ
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はここでは触れない。調査区毎の調査内容は以下の通 りである。

0,P-43区  すべて人力掘削による調査

0,P-41,42区  埋積土の上部を重機で除去、下部を人力掘削 (掘 り残し部分あり)

0-39,40区  すべて人力掘削による調査 (た だし、後代のSDと の明確な層の分離

が出来ていない)

N-37,38区 すべて人力掘削による調査

M,N-36区 埋積土の大半を重機で除去

このことから、出土遺物の組成 といった問題を検討する場合には、N-37,38区 は河底付近

で遺物が採集されたのみであるから、0,P-43区 の資料のみしか使えないということになる。

S R01は 、調査区南端の0,P-43区 においては 2流 に分かれて流れている。東側をS R01

(東 )、 西側をS R01(西 )と 呼称する。これらは後述するように同時に流れていたと考えら

れる。合流したのち北流 し、M,N-36区 でほぼ180° 迂曲し、N-37,38区 で調査区の西側の

区域外に抜けている。河道幅は約12.5m、 深さ0.8～ 1。 Omを測る。

第24図 はS R01(東 )と S R01(西 )と の合流部分の畦断面図である。 S R01は 本遺跡の

基盤 (地 山)である明灰色シル ト質土層を開折しており、 S R01(東)は、・淘汰が良 くラミ

ナの発達する砂層よりなる下層 (3、 4層 )と 小礫を含む粘質土やシル ト質土で埋積される

上層 (1、 2層)の 2層で埋積されている。 S R01(西)は、 S R01(東)の埋没後にこれ

を開折して流れ、淘汰が良 くラミナの発達する砂層で埋積されている。これらの層の境界は

不明瞭で、巨視的にはS R01(東)は級化構造を為しているものと考えられる。つまり、上

下層の区別をしたものの埋積は同時であると考えられる。また、 S R01(東)と (西 )に は

層位的な前後関係があるが、これは強いて分ければこのようになるのであって、例えば土器

の形式差の現れる年代差があるというよりも、埋没の過程での短期間の前後関係 と捉えられ

る。

② O,P-43区 の S R01(東 )下層出上の遺物

第25～ 27図 は、0,P-43区 のS R01(東 )下層出土の遺物実測図である。

9～ 12は 壺形土器の頸部・体部の破片である。 9は体部最大径よりやや上位に 3条のヘラ

描き沈線・体部と頸部の境界に 1条のヘラ描き沈線を施 し、その間にヘラ描きの連弧文を施

している。10に は山形文が施されている。12は 器表の摩滅が著しいが、 4条以上のヘラ描き

沈線、その下に刺突文が巡る。その下部には棒状浮文 (刻み目を施 した縦方向の貼 り付け突

帯)が付されている。12は施文・胎土から59と 同一個体 と考えられる。11は 、体部最大径よ
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第25図  0,P-43区  S R01(東 )下層 出土遺物実測図①

りやや上位に12条のヘラ描き沈線、頸部 と体部の境に 4条のヘラ描き沈線、その上位に刻み

目のある貼 り付け突帯が付されている。13～22は壺形土器および甕形土器の底部の破片であ

る。23は甑。焼成後に一孔を穿っている。

24～ 30は石器である。24～ 27は打製石斧と考えられる。24は基部を欠損するが、欠損後に

曇
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下層 出土遺物実測図②
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第27図  0,P-43区  S R01(東 )下層 出土遺物実測図③

調整を行なっている。転用の意図が窺われるが何を意図したのかはわからない。25は やや不

定形な分銅形を呈する。右側縁を刃部 とする削器の可能性 もあるが、全周に押圧象J離や敲打

による階段状象J離が認められるため、打製石斧と考える。26は打製石斧の基部。27は刃部 と

基部を欠損している。そのため図の天地については検討の余地を残す。28は石包丁である。

メ

／
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直線状の刃部で両端に挟りをもつ、背部に敲打痕が認められる。29は直線刃の半月形を指向

した打製石包丁である。背部に自然面と敲打痕が認められる。30は やや外湾する刃部をもつ

削器と考えられる。

45

S R01(東 )上層

-44-
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第28図 0,P-431X 出土遺物実測図①
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第29図  0,P-43区  S R01(東 )上層 出土遺物実測図②

③ O,P-43区  S R01(東 )上層出土の遺物

第28～ 30図 は、0,P-43区 のS R01(東 )上層出土の遺物実測図である。

31～ 34は 壺形土器である。これらは頸部に施文があるものがあり、31は 6条のヘラ描き沈

-45-
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第30図 0,P-43区  S R01(東 )上層 出土遺物実測図③

線が、33は 削り出し突帯が、34は 2条のヘラ描き沈線が巡る。35～ 37は甕形土器の口縁部の

破片である。35は 如意状の口縁を呈し、端部に刻み目を施 している。36は 8条以上のヘラ描

き沈線が巡 り、逆 L字状の口縁を呈する。37の 口縁部は摘み出して整形しているようである。

体部上半に櫛描文を施し、その下半に刺突文を施している。

38～ 40は壺形土器の底部、41、 42は甕形土器の底部 と考えられる。42は蓋形土器の可能性

も考えられる。43は倒杯形の脚台をもち、内外面にミガキが施されている。44～46は甑の底

部。いずれも焼成後に一孔を穿っている。なお、甑は甕形土器からの転用 と考えられるもの

が多いが、45は壺形土器を転用しているようである。

第29図 47～49は打製石斧である。47は基部を欠損する。一面には使用痕 と考えられる擦痕

が顕著に認められる。48、 49は いずれも刃部を欠損している。50お よび第30図 51は石包丁で

ある。50は全体的な争J離の方向などから刃背部を決定したが、検討の余地を残す。50、 51と

もに両端に扶 りをもつ。52は一長辺が鋭利で、その一部に細部調整が認められることから削

器に分類した。しかし、一短辺にも細部調整が認められることから石包丁 としてもよいかも

′
――
‐―
＝
Ⅵ
Ｖ

-46-



しれない。一短辺は欠損する。53は刃部 0背部ともに細部調整が認められないため、二次加

工のある景J片 と分類 した。だだし、一短辺では挟 りが認められ、一長辺は成形段階の祭J離の

みで鋭利な刃部をなしていることから石包丁ないし石包丁の未製品である可能性がある。54

は凹基式の石鏃である。先端 と基端の一部を折損する。

④ O,P-43区  S R01(東 )出土の遺物

第31～33図 は、0,P-43区 のS R01(東)の上層と下層が分類できずに採集された遺物の

実測図である。55～ 59は壺形土器である。55は 頸部に3条、56は 口縁端部に1条のヘラ描き

沈線が巡る。57は無頸壺と呼ぶべき形態である。頸部に2条のヘラ描き沈線、その下に焼成

前の 2孔 (破片のため本来の孔数は不明)が認められる。体部には浅い沈線とやや深い沈線

を交互に各 3条ずつ巡らせている。59は棒状浮文をもつもので、前掲12と 同一個体と考えら

れる。

60～ 70は 甕形土器である。60が如意状の口縁である以外は、逆 L字状口縁を呈する。この

うち口縁部断面は61～64が比較的薄い造 りであり、65～ 67は 玉縁状の形態、68～ 70は 三角形

を呈する。60～ 63は 口縁端部に刻み目が施されている。ヘラ描き沈線の施されたものは、61

が 7条、62が 7条以上、63が 8条以上、64が 7条、67が 7条以上、68が 11条、69が 5条以上

である。

第32図 71～ 76は 壺形土器の底部、77～80は甕形土器の底部である。79は 焼成後の窪みが認

められる。甑への転用を意図したのであろう。

81、 82は打製石斧の基部である。共に刃部を欠損する。83は やや外湾する刃部をもち、背

部に敲打痕の認められる石包丁ではないかと考える。両端を欠損する。84は形態から石鎌で

はないかと考える。刃部は直線で小突起がある。基部の一辺に自然面が残る。85は横長で一

辺にやや内湾する刃部をもつ。両端を欠損しているため本来の形態は不明である。石鎌の可

能性 もあるが、一端に細部調整が認められることから削器と考える。86は 背部に敲打痕が認

められるものの刃部に細部調整が認められない。成形段階の象J離で鋭利な断面 となっている

ことから削器 と考える。87は やや内湾気味の刃部をもつ削器 と考える。折損した石包丁を転

用している可能性がある。88、 89は 削器 と考えられる。88は外湾する刃部をもつ。二端を欠

損する。89は直線状の刃部をもつ。一辺に自然面を残している。90は敲石 と考えられる。側

面のほぼ全域に顕著な敲打痕が認められる。また、表面には成形を目的としたのではない階

段状景J離が多 く認められる。

-47-
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第31図 0,P-43区  S R01(東 ) 出土遺物実測図①
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第32図  0,P-43区  S R01(東 ) 出土遺物実測図②
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⑤ O,P-43区  S R01(西 )出土の遺物

第34、 35図 は、0,P-43区  S R01(西 )出土の遺物実測図である。

91、 92は壺形土器。91の頸部上半には3条、下半には 3条以上のヘラ描き沈線が施されて

いる。92は 頸部と考えられる破片である。図の天地には検討の余地がある。刻み目を有する

貼り付け突帯と2条以上のヘラ描き沈線が認められる。93、 94は甕形土器。93は 口縁部の小

破片である。口縁端部から9 11ull程 下がったところに刻み目を有する突帯を貼り付け、端部頂

面にも刻み目を施している。前期古段階に見られるものである。94は逆 L字状の口縁をもつ

もので、 4条 を一単位とする櫛描文を4段、その下に断面形が紡錘形をなす刺突文を施した

後、その上に1条の沈線を施している。その下に3段の櫛描文、刺突文を施す。

饉
ヽヽ９２ ＼
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第34図  0,P-43区  S R01(西 )出土遺物実測図①
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S R01(西 )出土遺物実測図②
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第35図  0,P-43区



95～98は、壺形土器・甕形土器の底部である。99、 100は 甑。 ともに焼成後に穿孔されて

いる。101は蓋形土器である。

第35図 102、 103は打製石斧である。102の刃部には使用痕 と思われる摩滅が認められる。

104、 105は 削器である。104は直線状の刃部を片面からのみ細部調整してつくり出している。

背部には自然面が残 り、成形の際の打瘤が残る。両側面は欠損 している。105は外湾する刃

部をもつ。両面 とも1回 の打撃による景J離面からなる。

|1109

第36図  N-37.38区  S R01河底 出土遺物実測図①

一生
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第37図  N-37,38区  S R01河底 出土遺物実測図②

⑥ N-37,38区  S R01河 底出土の遺物

N-37,38区の S R01か らは、河底からのみ遺物が出土している。第36、 37図 の107、 109～

111、 114は比較的狭い範囲から集中して検出された。106は河底で横倒 しの状態で検出され

た完形の壺形土器である。器高の1/2よ りわずかに下に最大径があり、強 く胴の張る形態で

ある。頸部に貼 り付け突帯、胴部最大径部よりやや上位に三条のヘラ描き沈線を巡 らし、沈

線間に竹管文を施 している。107～ 111も 壺形土器である。107は体部の破片。断面三角形の

貼 り付け突帯を付 している。108、 109は 口縁部の破片。108の頸部には 1条以上の沈線が巡

る。共に摩滅が著 しい。110は ほぼ完形である。最大径は下位にあり、ずんぐりとした形態

を呈する。頸部に刻み目を施 した 2条の貼 り付け突帯、胴部最大径よりやや上位に 4、 5条

のヘラ描き沈線を施 している。
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112、 113は甕形土器である。112は 、如意状の口縁で端面に刻み目が施されている。その

下位に段状の突帯を削り出し、刺突文状の刻み目が施されている。113も 如意状口縁を呈 し

端面に刻み目が施されている。体部上位に 2条のヘラ描き沈線が施されている。

第37図 114は、打製石斧の刃部である。敲打痕が認められ、比較的雑な景J離である。基部

を欠損するが、景J離の方向を観察すると欠損部分は短いものであると推定される。未製品と

考えるべきかもしれない。115は 削器 と考えた。直線状の刃部をもつ。背部は軽 く敲打 して

成形している。一側縁は自然面を残すが、一側縁は刃部から背部にかけて丸 く成形している。

この部分にも細部調整がわずかに認め

られる。116は凹基式の石鏃である。

第38図 の117は N-37,38区 の S R01

の埋積土の上面において検出された甑

形土器である。斜め上方を向いて完形

で出土 した。117の 他 にS R01の 埋積

土上面において遺物は検出されず、ま

た、117が完形であつたことから何 ら

かの遺構に伴う可能性を考えて精査し

たが、土壌への鉄分の沈着が著 しく何

も明らかに出来なかった。

117は 如意状の口縁 を呈 し10～ 11条

のヘラ描き沈線を施 している。器表の

摩滅が著しい。

o          10cln

第38図  N-37,38区  S R01上層 出土遺物実測図

⑦ SR01出 土遺物のまとめ

S R01か ら出土した遺物の大半は、弥生時代前期新段階に属するものと考えられる。しか

し、細かく見れば、前期古段階、中段階に属すると考えられる土器片や弥生時代中期の様相

をもった土器片も含まれている。これらは、層位的に遺物を採集した0,P-43区 において、

層位 とは関係なく混在する状況を示している。それは、型式差 として捉えられる土器がもと

もと混在 して存在していたのか、洪水による埋積 という現象によって時期差のある遺物が混

在 したのか、どちらであるのか不明である。

遺物は南方ほど多 く採集される傾向があり、0,P-43区 で28`κ 入 リコンテナ 5箱、N-37,
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38区で 2箱であつた。なお、O-39,40区 では後代の溝状遺構 とS R01と の遺物の分離が明確

にできなかった関係で、次節で報告する。

5. S R02

M,N-35区で検出された旧河道である。M,N-35区の調査区西から北に抜けている。検出

長は約21mで、川幅約 6m、 深さ約0。 75mを測る。埋積土は粗粒の砂か らな り、 S R01と

よく似ている。N-37,38区で調査区外に抜けた S R01の 続きである可能性が高いが、確認さ

れていないため別の流路 として報告する。遺物は弥生時代前期に属すると考えられる土器破

片が数点採集されたのみである。               
｀

第 3節 弥生時代後期～古墳時代前期の遺構 0遺物

1.概要

先述 した弥生時代前期以降、弥生時代中期に属する可能性のある遺物は微量存在するが、

遺構 として把握できるのは、弥生時代後期～古墳時代前期の溝群である。

川津二代取遺跡においては、調査区の東南方向から西北西方向にむかって多数の溝が掘削

されている。これらは巨視的には同一の方向をもったもので、比較的に規模の大きなものは、

砂で埋積された下層と、粘土・ シル トで埋積された上層からなる。この下層と上層は、溝が

埋没する過程での堆積環境の違いを示すのではなく、下層が埋没した後に、上層が再掘削さ

れたものがある。調査区北方のM,N-36・ M,N-35区のある溝においては、途中までは上層

と下層が同一の流路をとつていたものが、途中から全 く別の流路 となるものがあつた。

多数の溝状遺構のうち、いわゆる「切 り合い」関係によって前後関係が判明するものは、

上層の切 り合い関係が判明するものの下層は不明なものが多 く、また上下層で時期差のある

遺物が混在する状況を呈 している。

以下、調査区毎に各々の溝状遺構の内容を報告し、その後に全体を総括することにする。

2.0,P-41,42区  S D04 (第 41、 43～ 54図、図版H、 12)

0,P-41,42区 では、調査区の東側から北に向けて S D04が 掘られている。この調査区で

は、 S D04は S R01の 埋積土部分を掘削しており、 S R01の 右岸付近を大きく壊 している。

また、0,P-41,42調査区の途中からS D05が出現するが、 S D05は S D04の 埋没後に掘ら
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れたもので、 S D04の 右岸付近を大きく壊している。

溝幅は3。 0～5.6m、 深さは約0。 7mを測る。

埋積土は巨視的には 2層 に分層した。径 l cm程の礫を含み、粗砂 0中砂を主体 とする下層

と細砂から粘質土よりなる上層である。下層の砂は淘汰が良 く、ラミナが見られるなど流水

による堆積であることがわかる。なお、先に下層埋没の後に上層が再掘削されている例の多

いことを記したが、ここでは下層と上層との間にギャップは認められない。

0,P-41,42区 の S D04か らは多数の遺物が検出された。

① O,P-41,42区  S D04下 層出土の遺物

第43～ 48図 は、0,P-41,42区 の S D04下 層出土の遺物実測図である。

118～ 126は広口壺の口縁部の破片である。118は、ほぼ直立する頸部から朝顔状に開 く口

縁をもつ。口縁端部は上下に僅かに摘み出している。119、 120は やや外傾する頸部から稜を

もたずに外湾 して口縁にいたる。口縁端部は、119は僅かに上方に摘み出し、端部にヘラ状

工具で刻み目を施 している。120は、端部を下方に拡張している。なお、120は接合出来ない

が、上層出土の191と 同一個体である可能性が高い。121～ 123は 口縁があまり大きく開かな

いタイプの広口壺である。121は外反する頸部から、そのまま口縁に移行 し、端部は角状に

おさめている。122、 123は直立する短い頸部から湾曲して短い口縁をもつ。口縁端部は角状

におさめている。

124は外反する頸部から緩 く屈曲して口縁部をつくり、口縁端部は上方に摘み上げている。

口縁端面に疑凹線が認められる。124は後述する下川津C類土器の範疇で捉えられる。125、

126も 下川津C類土器の範疇で捉えられる。口縁端部はやや肥厚させて丸 くおさめている。

摩滅のため調整は不明である。

127～ 131は甕形土器である。127、 128は 「く」の字状に屈曲し外湾する短い口縁をもつ。

129、 130は下川津C類土器である。器壁は薄 く、口縁端部を僅かに上方に摘み上げている。

131は器高に対 して口径が大きい、ずんぐりとした形態を呈している。外面は口縁まで叩き

を施 した後、緩 く口縁部を外反させている。

132～ 147は 壺および甕の底部である。132～ 137は 弥生時代前期に属するものと考えられ

る。混入したものであろう。138～ 147は ほぼ丸底化しているが、狭小な平底であるもの (138

～141、 144、 145、 147)と ほぼ丸底化しているもの (142、 143、 146)が ある。

148～ 156は鉢形土器である。148は 平底でボウル状を呈する。内外面に板ナデが施 され、
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第43図  0,P-41,42区  S D04下層 出土遺物実測図①
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第45図  0,P… 41,42区  S D04下層 出土遺物実測図③

内面見込み部にはヘラ状工具による連弧状のキズが認められる。149は丸底で、浅いボウル

状を呈し、口縁部を緩 く外反させている。外面には縦方向のシワ (亀裂)が認められる。

150は丸底で浅いボウル状を呈する。摩滅 しているが、内面見込み部から放射状にヘラミ

ガキが施されている。下川津 C類土器である。153は ボウル状を呈する鉢の底部にやや不整

形な脚台を付 したもの。脚台部には指頭痕が多 く認められる。摩滅しているが、外面下半に
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叩き、内面上半にヘラミガキが施されている。153は 0,P-41,42区の S D07出 土の348と 形

態 0胎土・色調が酷似 しており、同一製作者が時を開けずに製作 したものである可能性があ

る。154は 鉢形土器の底部 と考えられる。円盤状の底部をもち、外面は叩きの後ハケ、内面

にはハケが施されている。

155、 156は小型丸底鉢である。扁平な体部に体高を凌駕する口縁を有する。下川津C類土

器である。

157～ 164は高杯である。157は、わずかに内湾する体部から明瞭な稜をもつて口縁部につ

ながる。口縁部は直立して後大きく外半する。口縁部内面には櫛状工具による沈線が巡って

いる。胎土中に微量の金雲母・角閃石を含んでいる。157は小破片のため土器の傾 きには検

討の余地を残す。158は、僅かに内湾する体部に明瞭な稜をもって外湾する口縁部がつ く。

体部 と口縁部の境の内面には粘土を足 して肥厚させている。159～ 164は いずれも下川津C類

土器である。159～ 161の杯部の形状、大きさは特に内面において酷似 している。型つくりの

可能性を考えてよいと思われる。159は僅かに内湾する体部から外上方に開 く口縁部をもつ。

外面に稜は認められない。杯部 と脚部は別々につくった後に接合 しているようである。脚部

は円筒状で中空である。外面にはタテハケが施されている。160も 159と ほぼ同様の杯部であ

る。内面にヘラミガキ、外面の調整は不明であるが、縦方向のシワ (亀裂)が多 く認められ

る。162～ 164の脚部は円筒状で中空の柱状部から大きく開 く裾部をもつ。外面はタテハケ、

内面にはナデ調整が施されている。

165は蓋形土器である。弥生時代前期に属するものであろう。166は製塩土器の脚台部の破

片である。外面は叩きの後指押さえで整形している。内面はナデで杯底部に充填した粘土が

一部遺っている。167～ 169は ミニチュアと考えられる土器の底部である。167は狭小な平底

の底部に内湾する体部をもつ。内外面ナデが施されている。168は甕形土器底部かと思われ

る。内外面下半は指押さえ、以外は摩滅している。

170は 肉厚な打製石斧の刃部である。基部は欠損している。171も 打製石斧である。基部側

縁 と片面の一部に自然面を残す。両側縁に敲打痕が認められる。172～ 175は石包丁とその未

製品と考えられる。172は折損している。背部 と扶 り部に敲打痕を認める。173は、やや外湾

気味の刃部をもち、背部に自然面を残す。肉薄である。両端を折損 しているが、形態から石

包丁と考える。174は石包丁の未製品と考えられる。若干の押圧祭J離 によって刃部を整えて

いるが全体に及んでいないこと、両端の挟 りが造 りかけと考えられることから未製品と考え

た。 この推定が正 しければ、左側面の敲打痕は扶 りをつ くるためのものであると判断され
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第47図  0,P-41,42区  S D04下層 出土遺物実測図⑤
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0,P-41,42区  S D04下層 出土遺物実測図⑥
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る。175は直線状の刃部をもつ。背部には一部自然面が残 り、他部には敲打痕が認められる。

刃部、背部 ともに階段状祭J離が目立つ。

176～ 182は 削器である。176は 直線状の刃部をもつ。一端は欠損する。背部は象J離 を比較

的密に行なっていることから石斧などの転用品である可能性がある。177の外湾する刃部に

はほどんど細部調整が加えられていないが、成形段階で鋭利な刃をなしていたからであろ

う。181は一面に自然面を残す。直線状の刃部は片面からのみ押圧祭J離を施 している。182は

やや内湾気味の刃部をもつ。背部は自然面である。打瘤が明瞭に残る。

183は砥石 と考えられる。三角形の断面を呈するが、これが原形であるのか割れた結果で

あるのか不明である。表面は摩滅する。石材は花同岩ポーフィリーという火成岩の一種であ

る。

② O,P-41,42区  S D04上 層出土の遺物

第49～53図 は、0,P-41,42区 の S D04上層出土の遺物実測図である。このうち第49図 の184

～186、 第51図 202は S D04の 埋積土の上面から完形に近い状態で検出したもので、他 とは違

った出土状況であつた。これらの遺物は層位的には後述の S D05と の関連で考えるべきかも

しれない。

第49図 184は二重回縁壺である。「く」の字状に屈曲する頸部に内傾する口縁を付加する。

口縁端部は丸 くおさめている。体部は球形を呈し、底部はほぼ丸底である。調整は底部付近

に叩き目が残るほか、体部外面はハケ、内面は板ナデが施されている。口頸部はナデである。

185は壺の頸部から体部にかけての破片である。186も 壺。口縁部を欠損する。

187～ 190は二重回縁壺。187は直立する頸部を屈曲させ、さらに直立する二重回縁をもつ。

□縁部にはヘラ状工具による鋸歯文が描かれ、頸部下端には刻み目を施 した突帯を付 してい

る。188は 口縁部の破片である。外面にヘラ状工具でやや稚拙な鋸歯文を描いている。189は、

直立する頸部から屈曲する受け部を経て直立する日縁を有する。口縁端部は角状におさめて

いる。190も 直立する口縁を有 し、端部は尖 り気味におさめている。191、 192は広口壺の口

縁部である。191は先述の120と 同一個体である可能性が高い。192は外傾する頸部から朝顔

形にひらく口縁をもつ。僅かに上方に摘み上げられた口縁端部の端面にはヘラ状工具による

波線文が一条描かれている。

第50図 193は、 S D04か ら散在する状況で検出された壺形土器で、 lm近 い器高をもつ大

型品である。胎土中に角閃石を含み、形態的にも下川津B類土器の壺に似る。土器棺など特
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S D04上層 出土遺物実測図①
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第50図  0,P-41,42区  S D04上層 出土遺物実測図②
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第52図  0,P-41,42区  S D04上層 出土遺物実測図④

別な用途でつくられたものであろう。

194、 195は小型丸底壺である。194は器壁の厚いもので手捏ねの可能性がある。195は、球

形の体部から緩 く屈曲し短い口縁がつく。体部と口縁部の境は内面において明瞭な稜をなし
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O,P-41,42区  S D04上層 出土遺物実測図⑤

ている。

196～ 203は甕形土器である。196～ 200は 、「く」の字状に屈曲し外湾する短い口縁をもつ。

口縁端部は丸 くおさめている。外面は叩きの後ハケを施 している。201は器壁の薄いもので、

球形の体部をもつものである。202は 口縁端部を玉縁状におさめ、球胴化した体部をもつ。203

は、「く」の字状に屈曲する口縁をもち、口縁端部を上方に摘み上げている。球胴状の体部

をもち丸底である。下川津C類土器である。

第52図 の204～207は 壺もしくは甕形土器の底部である。208、 209は 甑である。208は 焼成

前に一孔を穿つている。外面は叩きの後ハケ、内面はヘラ削りであるが底部付近は粘土を足

してハケ調整を施している。209は焼成前に 6孔が穿たれている。

210は 台付 きの鉢 もしくは甕である。倒杯形の脚台が付 く。摩滅が著 しい。211～214は 鉢

形土器である。211は 不明瞭な平底をもちボウル状のものである。□縁部を欠損するが器壁

の状況などから欠損部に近い位置で口縁になるようである。212は 半球状を呈 し、日縁端部

を尖 り気味におさめる。213は 、器壁が上方に向かつて序々に薄 くなること、ハケロが上端

付近で乱れていることから、欠損部のすぐ上に口縁部のある鉢形土器 と考えられる。214は

半球状を呈し、弱 く外反する口縁をもつ。
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215、 216は 高杯である。215は形態的には下川津C類土器に似るが、胎土が異なるもので

ある。216は高杯脚部の破片である。屈曲をもたずに円錐状に広がるもので、中空である。

円形の透孔が認められ、外面はハケ、内面は板ナデが施されている。

第53図 217は鋭利な刃部をもつが、細部調整が為されていないため二次加工のある争J片 に

分類する。218は 削器。折損した石包丁を転用し、折損部に刃を付けている。ただし刃部は

雑で甘いつくりである。219は 凹基式の石鏃である。基端の一部が欠損している。

第54図 は、0,P-41,42区 のS D04出 土の石器のうち上下層の区分が不明瞭なものである。

220は分銅形を呈する打製石斧である。片面および側面の一部に自然面を残す。側面の一部

には敲打痕が認められる。肉厚で階段状争J離が目立つ。221は石槍状の石器である。尖頭部

および基部にむかつて幅を減じる平面形をなす。片面は象J離面を残し、片面は側面からの打

撃によって整形している。222は石包丁である。やや内湾する刃部、背部に敲打痕が認めら

れる。一端を折損する。223は 削器。肉薄の剥片の一辺に直線状の刃部をつくつている。224

は凹基式の石鏃である。

3.0,P-41,42区  S D05(第 42、 55～ 57図・図版13)

① 概要

0,P-41,42区 の東側、42ラ イン付近から北流する溝状遺構である。先述のS D04の 埋没

後にそれを壊して掘削されている。幅約5.2m、 深さ約0.6mを 測る。

埋積土は巨視的に2層 に分けた。灰色から暗灰色系の砂で埋積された下層と暗灰色～暗茶

灰色系で粘質± 0シ ルト質土で埋積された上層である。

② O,P-41,42区  S D05下 層出土の遺物

第55図 は、O,P-41,42区 のS D05の 下層から出土した遺物実測図である。

225は広口壺の口縁部である。緩 く外反しながら直線的に開いている。口縁端部は上方に

僅かに摘み上げている。下川津C類土器である。226は 広口壺の口頸部の破片である。やや

外反気味の頸部から移行して短い口縁部となる。端部は丸くおさめている。226は 、O-39,40

区のS D04上 層出土の312、 O-39,40区のS D04出 土の304と 同一個体である可能性が高い。

227は甕形土器の破片である。摩滅が著しい。229は壺形土器の底部破片である。外面はヘラ

ミガキ、内面は2種のハケが施されている。なお、229の 内面には赤色顔料が僅かに遺存じ

ていたが、分析の結果「朱」に同定された。231は 「く」の字状に屈曲する口縁をもつ鉢であ
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S D05下層 出土遺物実測図①
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る。232、 233は 甑である。232は 焼成後に一孔を穿

っている。弥生時代前期の壺形土器を転用したもの

と考えられる。混入であろう。233は 平底 を呈する

底部に焼成前に 2孔 を貫通させ、 1孔は未通のまま

で終 らせている。234は 小型の器台形土器 と考えら

れる。川津二代取遺跡では、器台形土器はこの他に

はほとんど認められない。235は製塩土器である。

第56図 236は 、旧石器時代の国府型ナイフ形石器

である。混入したものであろう。

第57図  0,P-41,42区  S D05上層 出土遺物実測図

釧

5 cln

第56図  0,
S D05下層

P-41,42区

出土遺物実測図②

③ O,P-41,42区  S D05上 層出土の遺物

第57図 は、0,P-41,42区 のS D05上層出土の遺物実測図である。237は 広口壺の口頸部の

破片である。外傾する頸部から水平に開く口縁をもつ。238,239は甕形土器である。ともに

「く」の字状に屈曲する短い口縁をもつ。端部は丸くおさめている。240は甑である。不明

瞭な平底を呈する底部に焼成前に一孔を穿っている。241は高杯と考えられる。内湾する体

部に明瞭な稜をもって強く外反する日縁をもつ。

判
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4。 0-39,40区の概要

0-39,40区 では、0,P-41,42区 から続 くS R010 S D04005の 他、 S D04005よ りも古

い溝状遺構 (S D06)や S D07～ 10が検出された。

S R01は 、調査区の東南方向から西南方向に流れ、 S R01の 埋没後にそれを「 8」 の字に

交差するように溝状遺構が掘削されている。この溝状遺構は、0,P-41,42区 では把握され

なかった S D06と 、 S D04005の 3条の流路からなっているが、埋積上が酷似 している関係

で、遺物を充分に分離することが出来なかった。O-39,40区 の S D05と して報告するものは

0,P-41,42区 S D05と 同一 と考えられるが、O-39,40区 S D05等 出土の遺物 としているも

のはS D05の 他、 S D04006・ S R01の 遺物が混在する可能性が高い。

第42図 にO-39,40区の、 S R010 S D04005の 断面図を掲げる。この図の土層番号の 1～

10ま でが S D05、 11～ 15が S D04、 16～20が S R01の 埋積土 と考え、遺物を採集した。また、

第58図 にS D04005006の 層序関係を示す。

① O-39,40区 S R01出 土の遺物

第59060図は、O-39,40区 のS R01出 土の遺物である。242は、壺形土器の口頸部である。

櫛描文を施した上に、刻み目を施した突帯を上下に各々 4条ずつ貼り付けている。 4条ずつ

の突帯間には櫛状工具による複線波文が施されている。弥生時代中期の様相をもつ。なお、

242は S D05等 との交差部から出上しており、帰属が明確ではない。243は甕形土器。逆 L字

状の断面三角形の口縁を付する。体部上半に5条のヘラ描き沈線が巡る。244～247は壺・甕

形土器の底部である。いずれも摩滅しているが、247の 内面にはミガキが認められる。248～

250は打製石斧と考えられる。248は分銅形を呈する。両面に自然面を残し、肉厚で調整は雑

である。一面に使用痕と思われる擦痕が認められる。249は、刃部ではないかと思われるが、

破片のため特定できない。250も 刃部と考えられる。基部は欠損する。景J離の方向からみて

欠損する基部はそれ程長くならないものと思われる。

② O-39,40区 S D05等 出上の遺物

第61～64図 は0-39,40区のS D05等 出土の遺物である。先述したように本資料はS D05を

中心とするものであるが、S D04～060 S R01の 遺物が混在している可能性が高い。251は

壺形土器である。口縁部端面を上下に拡張し、端面に3つ一組の竹管文とヘラ描きによる山

形文を一つ描いている。器外面は縦方向のヘラミガキが施されている。

-81-



【Ｊ

騨

８

∝

∽

―
―

占

‐ ‐

‐ ‐

日

＝

騨

Φ
ｏ
∩

∽

周

Ｃ匡
〇
．∞
＝
＝
Ｊ

（ヨ
響

′Ｏ
ｃ
Σ
．の
し

＝
禦
Ｊ
螺
枢

（К
Ｉ
ミ
３
榔
斌

′佃
条
卜
£
勲
継
く

ｓ
抑
こ

全
■
２
黒
Ｊ
区

（
∽

′佃
ｏ
』
せ
択
引
）
合
黒
Ｊ
区
罫

ニ
ミ
ヽ
い
つ
蝶
き
く
Ｊ
区
雷

（゙

Ｒ
ｃ
Σ
）
４
ミ
ヽ
肛
台
黒
興
Ｊ
区

い
Ｏ
Ｓ
黒

′佃
ｃ
Σ
．①
し

４
ミ
ヽ
回
全
黒
卿
Ｊ
区

■

旧

旧

Ⅱ

Ｉ

Ｊ

Ｅ

【
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

０

ノ
／
ス
ト

′
，″

〕
ν

（К
Ｉ
ミ

′
〇
椰
壼
罫
）
台
■
―
台
黒
Ｊ
区

（×
―
ミ

′
〇
椰
き
窓
）
台
黒
―
さ
く
Ｊ
К

（〇

′伽
ｃ
Σ
．ｏ
』

′伽
継
く
）

全
Ｉ
ｓ
Э
蝶
継
‘
Ｊ
区

（癬
透

（゙

ヽ
き
く
Ｏ
騨
目

゛
即
）

台
黒
い
つ
蝉
き
く
Ｊ
区

′伽
興
ｃ
Σ
．ｏ
』

′台
黒
煙
Σ

′゙

撚
継
く
Ｏ
騨
目

寸
Ｕ
）
合
Ｊ
区

幽
卜
８
∩
∽
―
―
―

（
ｓ
彎
ホ

′′ノ
い
Ｏ
全
黒

′撫
尽
Φ
』
）
択
月
）

「
賦
禦
Ｊ
区

（伽
ｃ
Σ
。①』

′佃
裏
卜
£
継
く
）

興
月
８
∩
∽上
国
（佃
口Σ
・コ地に
抑
れ
ヽ
郊
条
蜘
蜘
製
］
］
触
］

ヽヽ
ゅ

第58図  0-39,40区 S D04～06 断面図

ヽ
ヾヾ

ヽヽ
∞

ヽ
∞∞Ｎ

ヽ
［Ｈ

≧
″
―
―

調
騨
８
∩
∽

-82-



0                     1ocln

0               5 cln

第59図  0-39,40区  S R01 出土遺物実測図①
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第60図  0-39,40区  S R01 出土遺物実測図②

252は 広口壷の口頸部である。やや外反気味の頸部から水平方向に湾曲する口縁をもつ。

上方を向く口縁端面には複線の波文が施されている。頸部外面にはタテハケが認められる。

253は小型の壺の破片である。胎土中に l cm近い鉱物粒が混入している。254は小型丸底壺で

ある。緩 く外反し直線的な口縁部を有し、体部は強 く張 り底部は丸底である。255～265は 甕

形土器である。いずれも「く」の字状に屈曲し、外反する短い口縁をもつ。口縁端部を丸 く

おさめるもの、面取 りしたり角状におさめるもの、尖らせるものがある。262は 口縁部内面

に櫛描きの沈線を巡 らせている。また、265は 口頸部の屈曲部において叩き目が連続 してお

り、叩きの後に口縁部を屈曲させている。266～274は 壺・甕形土器の底部である。266～268

は弥生時代前期に属する壺形土器の底部であろう。266の 内面にはヘラミガキが認められる。

272、 273は 叩きによる成形後に粘土を足して底部を成形 しており、273は ややいびつな平底

を呈する。275～281は 鉢形土器である。275～278は 口径が20cmを 越えるものである。275は

ボウル状を呈し、不明瞭な平底、口縁端部は丸 くおさめる。外面は叩き、内面はハケの後ヘ

ラミガキを施 している。276～278は 口縁部が外反するものである。276の 口縁部内面には不

明瞭な沈線が一条巡るが、これはヨコナデの際に生じたものと思われる。282は 高杯形土器

の脚部。上半は細長い柱状を呈 し、稜をもたずに下方に広がる。下端は上下に拡張され、下

端面は凹線文状にナデられている。外面は縦方向のヘラミガキ、内面は横方向のヘラケズリ

が認められる。弥生時代中期後半のものと考えられる。 283は、小片であるが高杯の口縁部
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第63図  0-39,40区  S D05等 出土遺物実測図③

と考えられる。杯体部から上方に屈曲し、さらに水平方向に屈曲して口縁を形成する。口縁

端部は僅かに上方に摘み出している。284は 蓋形土器である。

第63図 235は打製石斧の基部と思われる。刃部は欠損する。一面に自然面を残す。286は 削

器。直線状の刃部をもつ。一端は欠損する。背面には自然面が残る。287も 削器 と考えられ

る。恐らく欠損 した打製石斧を再加工したもので、やや内湾する刃部をもつ。右側面には敲

打痕が認められる。第64図 288は 一辺に細部調整を施 しているが、種類不明。二次加工のあ

る剥片と分類する。289は 削器。一次成形の際の鋭利な部分に若千の細部調整を施 し外湾気

味の刃部をつくつている。290～292は 石鏃である。290は 基辺が僅かに窪み、最大幅が中位

にくる形状で、佐原分類 (2■lに よる凹基無茎式石鏃 B型である。291、 292は 凹基無茎式石鏃

A型である。

(注 )佐原真「石器」 詫間町文化財保護委員会『紫雲出』 1964
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③ O-39,40区 S D05下 層出土の遺物

第65・ 66図 は0-39,40区の S D05下 層出土の遺物である。第65図 は0-39,40区 の西北部の

S D04～06が分岐する部分から出土したものであり、第66図 は0-39,40区 の東南端で層序関

係が把握できた箇所から出土したものである。

第65図 293は 広口壺の頸部から底部にかけてである。溝底に据え置かれた状態で出土した。

いびつであるがほぼ丸底、体部は球形を呈する。頸部 と体部の境を小棒状の工具で縦方向に

丁寧に磨いている。口縁部は欠損する。294は 広口壺の口縁部の破片。摩滅している。295は

球形の体部をもつ壺であろう。平底、外面は叩き、内面に板ナデが認められる。296は 小型

丸底壺である。緩 く屈曲する口縁を有する。摩滅 しているが、内面には強いナデが認められ

る。下川津C類土器である。297も 下川津C類土器の範疇で捉えられる甕である。球形の体

部の外面は縦方向のハケ、内面の下半はヘラ削り、上半は指押えである。口縁端部を僅かに

ヽ

．

y川
298

S D05下層 出土遺物実測図①
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摘み上げているが、明瞭でない。胎土中に多量の火山ガラスを含んでいる。298は 甕形土器

の口縁部破片である。299は鉢形土器の底部と考えられる。円盤状に突出する底部で、内面

にはヘラミガキが認められる。300は鉢形土器である。口縁端部は尖り気味におさめており、

外面に叩きが明瞭に残る。301は鉢形土器と考えるが、器種については検討の余地がある。

厚手のつくりで、口縁部は外方に短く湾曲させる。底部は平底である。

第66図 302は 壺形土器の口縁部の小破片である。 3条の刻み目突帯が付されているが、こ

の面が凹面をなすことから内面と考えられる。弥生時代前期のものであろう。303は 壷形土

器の頸部の破片と考えられる。斜め方向に太い刻み目を施した突帯を貼り付けている。なお、

′
r

・ 1 302

Ａ
Ｈ
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Ⅳ
ν
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第66図  0-39,40区  S D05下層 出土遺物実測図②
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図の天地については検討の余地を残す。304は 広口壺の口頸部の破片である。やや外反する

頸部から移行して短い口縁部となる。口縁端部は丸 くおさめている。2260312と 接合出来な

いが、同一個体である可能性が高い。305は 甕形土器の口縁部の破片である。内面に焼成前

の未貫通の刺突が認められる。306、 307は 壺・甕形土器の底部である。307は上げ底である。

306,307と もに弥生時代前期に属するものと思われる。308は 壺形土器の体部から底部の破片

である。体部下半と平底の底部に叩きが認められる。体部外面は板ナデ、内面はナデが施さ

れる。309、 310は 鉢形土器。309は 浅いボウル状を呈する。摩滅 している。胎土中に火山ガ

ラスを含む。下川津C類土器である。310も 鉢形土器。内外面にハケが認められる。311は 削

器である。折損した石包丁を再加工したものと考えられる。内湾する刃部をもつ。一側面に

は自然面が残る。

④ O-39,40区 S D05上 層出土の遺物

第67図 は0-39,40区の S D05上層から出土 した遺物である。312は 、先述 した226・ 304と

同一個体 と考えられる広口壺である。313は 器高15cm程 の小型の甕形土器である。完形、日

縁部を下流に向け横倒 しの状態で出土した。平底、長胴形を呈する体部から「 く」の字状に

屈曲させた口縁をもつ。

314～316は下川津C類土器の甕形土器である。「く」の字状に屈曲する口縁で、口縁端部

を上方に摘み上げている。球形を呈する体部外面は細かいハケ、内面は上半が指押え、以下

ヘラ削りを施 し、薄い器壁に仕上げている。315に は口縁端面に一条の擬凹線が巡っている。

314～316は形態的には「東阿波型」と呼称 される土器 (注 )の うちの甕形土器に、形態・技法

の点で酷似するものであるが、胎土が異なるものである。なお、下川津C類土器については

後述することとする。

317は 甕形土器。「 く」の字状に屈曲する短い口縁をもち、体部が最大径付近 まで直線的

な形状を有する。胎土中に金雲母・角閃石を含む。下川津B類土器である。318は 甕形土器

の底部。やや丸味をおびる平底である。摩滅 している。319は 鉢形土器。平底でボウル状を

呈する。320は須恵器の蓋杯の杯身である。比較的高 く、僅かに内傾するたちあが りを有す

る。端部は内傾 し段を有する。外上方にのびる受部はやや丸 くおわる端部である。混入した

ものであろう。

(注)菅原康夫「阿波弥生時代終末期社会の特質」『同志社大学考古学シリーズV 考古学と生活文化』1992 ほか
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第67図  0-39,40区  S D05上層 出土遺物実測図

⑥ O-39,40区  S D08～10(第 68～ 70図 )

O-39,40区 では、上記の溝状遺構のほかにS D07～ 10が検出された。このうちのS D08～

10か らは遺物が検出されなかったが、埋積土や他の溝状遺構との関係から弥生時代後期から

古墳時代前期に属するものと判断される。

S D08は 、O-39,40区の中央部で検出されたもので、ほぼ東西方向に流れる。幅約0.35m、

り
´

貯了

〃
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第68図  0-39,40区  S D08 断面図

S D09は 、O-39,40区の東端で検出した溝状遺構である。幅約0.85m、 深さ約0.45mを 測

り、断面は皿状を呈する。 S D09は S D07上層に合流しており、両者に時間的前後関係はな

い。検出長は4mである。遺物は検出されなかった。

L=7.9m

暗灰色小礫混じり砂質土
 1磨晨と多劣iぁ すよ舞

含
|

明灰色シル ト質土 (高師小僧状にFe含、地山)

深さ約0。 14mを 測 り、断面はU字形を呈する。西端は

は弘光 9ト レンチによって壊され詳細不明であるが、 S

る。検出長は10mである。遺物は検出されなかった。

L=8.Om

SW~~Kラ″~NE
0       2      1m

S D06に よって壊されており、東端

D07に よって壊されているようであ

暗灰色極細砂質土 (Fe.Mn含 )

明灰色シル ト質土 (高師小僧状Fe合、地山)

1 灰色極細砂質シル ト質土 (Fe.Mn粒 多含)

2 明灰色シル ト質土 (高師小僧状Fe含 、地山)

1 暗茶褐色粘質土 (小礫混じる、Fe.Mn含 )一― S D07上層
2 暗灰色小礫～細砂 (暗灰色粘土のラミナ.Fe.Mn含、G)一― SD

07下層
3 灰色極細砂質シル ト質土 (Mn粒 .Fe多 含)一― S D10埋土
4 明灰色シル ト質土 (高師小僧状Fe合、地山)

S D10 断面図  O S D07010 断面図
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第69図  O-39,40区  S D09 断面図

S D10は 、O-39,40区 の東北端付近で検出された溝状遺構である。 S D07と 平行するよう

に蛇曲しながら流れる。幅0.5～ 0。 6m、 深さ0.14～0.22mを測る。第70図で明らかなように

S D07上 層と切 り合い関係があり、 S D07上 層よりも古い。南端はS D09に よって壊され、

北は調査区外に延びる。検出長12mを 測る。遺物は採集されなかった。

L=7.9m

W一―
V―

――E

2

O              lm

第70図  0-39,40区

L=7.9m

=― E｀｀ヽ__1____/



5。 S D07(第70～ 76図 。図版14、 15)

① SD07の 概要

S D07は 、O-39,40区 の調査区東端から、O-37,38区・N-37,38区 。M,N-36区 を経てM,

N-35区 で調査区北側の調査区外に延びる溝状遺構である。規模の小さい溝状遺構との重複

はあるものの、先述したS D04と 05の ような規模の大きい溝状遺構同士の重複が無いため一

条の溝状遺構として把握し易かつた。そのため、五つの調査区を一括して報告する。

S D07は 、幅2。 05～ 3.45m、 深さ0.51～0.77m、 概ね幅約2.6m・ 深さ約0。 65mを測る。断

面形は皿状を呈する。埋積土は2な いし3層に分類される。第71図のO-37,38区 。S D07断

面では暗茶褐色で細粒の堆積物よりなる1層が上層、主に砂からなる3層が下層にあたる。

(2層 と3層は同一層が級化構造をなすものと考えられる。)ま た、断面図から2層でS D07

が完全に埋没した後に、 1層が再掘削されていることを窺うことができる。事実、M,N-35

区においてS D07上層は下層とは分離して流路をとる (S D18)も のがあり、S D07の 上層

と下層との間には時間的な差のあることが考えられる。

② SD07下層出上の遺物

第72～75図 はS D07下 層出土の遺物実測図である。321は二重回縁壺の口頸部である。内

傾する頸部を強く屈曲させ、粘土紐を付加して、やや内傾する幅広の口縁部を有する。日縁

部には櫛状工具による波状文が施されている。322は 壺形土器の口縁端部の破片と考えられ

る。上下に拡張させた口縁端面に二列の円形浮文を貼り付け、口縁部内面に2条の突帯を貼

り付けている。323は二重回縁の壺の口頸部である。やや外反する頸部から湾曲し鋭い稜を

もって再び外湾する口縁を有する。口縁部の屈曲の度合はやや甘い。下川津C類土器である。

3240325は広口壺。接合できないが、同一地点で出土したもので同一個体と考えられる。324

は斜め上方を向く口縁端面にヘラ状工具で斜め方向の平行線文を施している。325は やや外

反気味の頸部で、体部は強く張り、扁平な形状である。底部は不明瞭な平底を呈する。326

も広口壺である。溝底から横倒しの状態で出土した (図版15② )。 やや外反する頸部から外湾

する国縁部を有する。口縁端部は上下に摘み出し、端面には二列の半裁竹管文を施してい

る。体部は胴の張った倒卵形を呈し、やや不明瞭な平底を有する。327は直口壺の体部と考

えられる。扁平な算盤玉状の体部を呈する。328は異形の壺形土器。球形の体部内面は粗い

ヘラ削り、体部と頸部の境には粘土紐接合痕が明瞭に残る。頸部内面は指頭痕。外面はハケ

の後ナデているようである。全体的に凹凸が目立ち、器壁も厚くつくられたものである。胎
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L=7.8m

N-37′ 38   S D07

1暗 茶褐色シル ト質土

1/、 籐 暴 書[嘗iヵs入 る)~上
層

2暗 灰色砂質土
lh織 )譴り

｀

驚濠暮、下部剛 砂主体 |

3 灰色砂 (小礫・ くさり小礫多含、粗～細砂 0ラ ミナ) 一―下層
4 明灰色粘質土 (Fe含、地山)

L=7.7m

0-37,38   S D07

1麟艶願土
|シ多絆鮮獣とのバンド|―郎

2 暗灰色砂混じり粘質土 (Fe.Mn粒 多含、小礫をプロック状に含 )π灰帥
鰐鷲醜碗舗絆酷棚紳

が
η 一爾

3 黄褐色粘質土 (地 山)

L=7.6m
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第71図  S D07011 断面図
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第72図  S D07下層 出土遺物実測図①
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第73図  S D07下層 出土遺物実測図②

土中に金雲母を多 く含んでいる。329は 甕形土器。体部から外湾する口縁で、口縁端部を上

下に僅かに拡張させている。摩滅 している。330は体部から外湾する口縁で口縁端部を上下

に拡張させて幅広の端面を形成 し、ヘラ状工具で 3条の擬凹線を巡らせている。頸部内面上

半まで横方向のヘラ削りが認められ、岡山県 (吉備地方)の鬼川市H式の特徴を備えている。
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3310332は甕形土器の口縁部の破片。摩滅している。

第73図 333～340は甕形土器である。3370338は器形および胎土中に角閃石を含むことから

下川津B類土器と考えられる。339は 弱く「く」の字状に外反する口縁部を有する。口縁端

部は尖り気味におさめている。長胴形を呈する体部外面は叩きの後、粗雑な板ナデを施して

いる。340は下川津C類土器と考えられる。いわゆる「東阿波型土器」の系統に属する可能

性があるが、本遺跡で出土しているものに比して、①口縁端部を摘み上げていない。②体部

外面の叩き目がハケによって完全に消しさられていない。③器壁がやや厚く、体部内面のヘ

ラ削りが明瞭でない、といつた差異がある。また、下川津C類土器 としたグループの土器胎

土に認められる火山ガラスを殆 ど含まないという点で、明確に下川津C類土器 と把握するこ

とも出来ない、やや異質なものである。341～345は 壺・甕形土器の底部である。

第74図346は鉢形土器である。浅いボウル状を呈する。外面は下半がヘラ削 り、上半はナ

デ、内面は見込み部から放射状に丁寧なヘラミガキが施されている。下川津C類土器である。

347は体部の傾きから脚台付の鉢形土器 と考えられる。脚台は倒杯形で指頭圧痕が顕著に残

る。348は脚台付鉢。本資料は153と 形態・大きさ・胎土・色調共に酷似しており、同一製作

者による製作を推定させるものである。349は 鉢形土器 と考える。口縁は外反し、屈曲部の

外面には指押えが為され、稜はもたない。350～353は 鉢形土器である。351は 平底で浅いボ

ウル状を呈する。体部が内傾 した後「く」の字状に外反する短い口縁を有する。352は緩 く

外反する口縁部をもつ。下川津C類土器である。353も ボウル状を呈 し、体部がやや内傾 し

た後、緩 く外反する口縁を有する。体部に比 して口縁部の器厚は薄い。354は高杯の杯部破

片。355は 高杯の脚部の破片である。両者は接合出来ないが、近辺から出土していることか

ら同一個体の可能性が高い。下川津C類土器である。356は製塩土器の脚台部の破片。体部

外面は叩き、脚台部はナデが施されている。357も 製塩土器の脚台部の破片。358は高杯形土

器である。椀形を呈する小型の杯部に中空の柱状部を接合 している。椀状に大 きく拡がる裾

部を有する。3590360は 、いわゆるミニチュア土器である。359は 壺・甕形土器の底部、360

は蓋形土器を模 したものと思われる。361は須恵器の蓋杯の蓋である。天丼部 と体部の境に

やや甘い稜を有する。口縁端部は内傾 し段を有する。中村編年 I型式 5段階併行 と考えられ

る。362は須恵器の蓋杯の杯身である。たちあが りは内傾 し短い。端部は丸 くおさめられる。

中村編年Ⅱ型式 4段階併行 と考えられる。

第75図 363・ 364は 石包丁である。363は やや凹凸があるが直線状の刃部をもつ。背部には

敲打痕が認められる。 364は 一端を折損する。 直線状の刃部を片面からの押圧象J離によって
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第74図  S D07下層 出土遺物実測図③

のみでつくり出している。背部および側面に敲打痕が認められる。365は 凹基式の石鏃であ

る。基端の一部を折損する。本資料は石鏃としては肉厚であり、刃部の成形が充分に為され

ていないため未製品であると考えられる。

③ SD07上層出土の遺物

第76図 はS D07上 層出土の遺物実測図である。366は壺形土器の頸部の破片である。 2条

の刻み目をつけた突帯を貼り付けている。367は広口壺の口縁部の破片である。下川津C類
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第75図  S D07下層 出土遺物実測図④

0          10Cln

第76図  S D07上層 出土遺物実測図
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土器である。368～370は 甕形土器である。368は 摩滅 しているが、体部内面は頸部直下 まで

ヘラ削りされている。胎土中に角閃石、金雲母を含み下川津B類土器 と考えられる。370は

内湾気味に外上方に開 く口縁を有する。摩滅している。3710372は須恵器の蓋杯の蓋である。

371は天丼部 と体部の境に明瞭な稜を有する。口縁端部は内傾 し段を有する。372は天丼部 と

体部の稜はやや甘い。373は須恵器の蓋杯の杯身である。内傾するたちあが りで端部は内傾

する。受部は外上方にのび、端部は丸 くおわる。371～373は 中村編年の I型式 5段階に併行

するものと考えられる。374は 須恵器の甕の底部である。丸底を有 し、外面は底部付近が平

行叩き、遺存する破片の上半は格子目叩きが施され、後に遺存する破片の中位より上を回転

ヘラ削りしている。内面は同心円状のあて具痕をナデ消している。

6.S D06(第 77、 78図 )

O-39,40区・ N-37,38区 00-34～36区 で検出された溝状遺構である。幅2.4～3.65m、 深

さ0。 28～0.47m、 概ね幅約2。 5m、 深さ0。 3mを測る。断面は浅い皿状を呈する。O-39,40区

では後に掘削された S D04005に よって流路の殆 どを壊されており、調査区北部で検出され

たのみである。N-37,38区においてはS D04005007な どと平行して東南から西北方向に流

れ、調査区北部で東北方向にほぼ直角に屈曲する。O-37,38区 において再びほぼ直角に屈曲

し、O-34～ 36区 で消滅する。ここでは溝が比較的急な立上 りで終っており、自然に消滅 し

ているというよりは、ここで溝の掘削が終っているという感 じである。埋積土は二層からな

るが、上層の埋積土 と地山およびS R01の 埋積土のそれぞれが酷似 している関係で平面的な

検出は難しく、先述の S D03と の前後関係が把握できないという失敗をしてしまった。

第78図 はS D06出 土の遺物実測図である。S D06検出の遺物は少なく28くん入 リコンテナ1/3

程度である。3750376は壺形土器の底部。ともに平底で、外面はヘラミガキが施されている。

弥生時代前期に属するものと考えられる。377は打製石斧。基部と思われる。

暗灰色小礫混じリシル ト質土 (Fe多 含)

灰色砂 (中・粗砂がラミナ状に堆積 )

0              1m

第77図  S D06 断面図
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第78図  S D06 出土遺物実測図

S D06か らの出土遺物は弥生時代前期の様相を示すものが多い。しかし、N-37,38区 にお

いては弥生時代前期に埋没した S R01の 埋積土上にS D06が掘削され、 S R01の 遺物が混入

している可能性があること、また、図化していないが、叩き目が器表にのこる破片も含まれ

ていることから、弥生時代後期から古墳時代前期に掘削 0埋没したものと考えられる。

7。 S D04(N-37,38区ほか)(第79～ 81図 0図版 16、 17)

0,P-41,42区 00-39,40区・ N-37,38区 OM,N-36区 OM,N-35区 で検出された溝状遺

構である。0,P-41,42区・ O-39,40区 については先述している。

N-37,38区以北では、 S D05006・ 07な どと平行して流れ、調査区の北端から調査区外に

延びている。途中、 S D140 15な どの溝状遺構 と交差する。

第79図 はS D04の 断面図である。 S D04は 、本遺跡で検出された当該期の溝状遺構が細粒

堆積物の上層と相対的に粗粒堆積物によって埋積される下層の 2層からなるのに対 し、概ね

砂によって埋積されている。所々に暗茶褐色系の細粒堆積物からなる堆積層が最上部に堆積

していたが、これは再掘削などによるものではなく下層と同一の層が変色したものと考えら

れる。なお、遺物は変色していると考えられる部分を上層、以下を下層として採集している。
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3 暗灰色砂 (シ ル ト～小礫を含む細砂の互層)

4 暗灰色小礫混じり極細砂 (Fe多 含、Mn含 )

5 暗灰色細砂 (小礫を含 )

6 明灰色粘質土(Fe,Mn含、地山)

L=7.6m

M.N-35 S D04

暗茶褐色小礫混じり極細砂質土 (Mn.Fe含 )

暗茶褐色小礫混じリシル ト質土
(Mn.Fe含、1よ り小礫少ない)

茶灰色小礫混じり砂 (小礫は10～20%、 細砂主.Mn.Fe含 )

灰色砂 (S.細砂主体 .小礫のベニヤ.Fe.Mhわ ずか含)

灰色細砂 (S)

灰色粘質土 (小礫わずか含、Mn.Fe含 )

明灰色粘質土(Mn.Fe多含、地山)

第79図  S D04 断面図
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第80図 はS D04の 下層出土の遺物実測図である。378～383は 甕形土器である。380は 平底

で長胴形を呈する。体部外面は叩き後板ナデ、内面は上半部が指おさえ後板ナデ、下半はヘ

ラ削りが施されている。383は摩滅のため調整不明であるが、口縁屈曲部の稜は明瞭、日縁

端部はわずかに摘み上げている。384は 壺形土器の底部と考えられる。平底で肉厚である。

弥生時代前期に属するものと考えられる。385は鉢形土器。ボウル状を呈する。口縁端部は

尖り気味におさめている。外面には絞り目状のシワ (亀裂)が認められ、底部付近にはヘラ

削りが認められる。内面は放射状にハケが施されている。

386は平基式の石鏃である。長さ5。 3cmを測る。

ル

3田

o          10cln

o               5cln

第80図  S D04下層 出土遺物実測図

３８６

―
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第81図 はS D04上 層出土の遺物実測図である。387は二重回縁壺の口縁部の破片である。

外反する頸部から屈曲して開く口縁を有し、大きく屈曲し外湾する日縁端部をつくる。端部

には下部に粘土を付加して上部と同様の端部をつくっており、広い端面を持つ。この端面に

は二条の列点文が施され、頸部と体部の境には刻み目を施した突帯を貼り付けている。装飾

性の高いものである。388は甕形土器の底部である。平底で、外面はタテハケ、内面にはヘ

ラ削りが施されている。389は細片であるが器台形土器と考える。内傾する体部の外面にハ

ケが認められ、口縁部内面には指おさえが多く認められる。

第81図  S D04上層 出土遺物実測図

8.S D05(N-37,38区 ほか)(第82～ 85図 0図版16)

0,P-41,42区・ 0-39,40区・ N-37,38区 OM,N-36区 OM,N-35区 で検出された溝状遺

構である。0,P-41,42区・ 0-39,40区 については先述している。

N-37,38区以北では、S D04・ 06007な どと平行して流れ、調査区の北端から調査区外に

延びている。

第82図 はS D05の 断面図である。 S D05も 巨視的には細粒堆積物で埋積される上層と砂に

よって埋積される下層の二層の埋土よりなり、下層の堆積物によって埋積された後、上層部

分が再掘削されている。

第83084図はS D05下層出土の遺物実測図である。390は 広口壺の口縁部の破片である。

緩やかに外反する口縁で、端部は角状におさめ、僅かに上方に摘み上げている。391は 広口

壺の頸部の破片である。天地については検討の余地を残す。392～397は甕形土器である。39

2の 内面はハケの後にヘラ削りを行なっている。395は 口縁端部を僅かに上下方に摘み出し、

体部外面はハケ、内面は屈曲部付近までヘラ削りを施している。胎土中に僅かに角閃石を含

むが、下川津B類土器の胎土 とはやや異なる胎土である。396の外面は叩きが口縁端部に及

び端部は面取 りしている。398は ほぼ球形の体部で、「く」の字状に弱 く屈曲し、やや内湾
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N-37,38 S D05

1 暗灰色粘質土 (上方は小礫含 .下方は小礫まばら含
Feを わずか含)   一―上層

: 優屋総壁信じ;あ名聞 繊警Zi墓II]下層
4 明灰色粘質土(地 山)

L=7.5m

J              lm

M,N-36 S D05015

1 暗灰色粘質土 (Fe含)      
一

|′ [曾[‖][[1:景禽i掌象ど,ゝ
:Il

4 灰色シル ト質土(Fe.Mh含 )   
一5 明灰色粘質土 (Fe含、地山)

S D05上 層

S D05下 層

S D15埋 土

第82図  S D05015 断面図

気味で、端部を尖 り気味におさめる口縁を有する。外面はていねいなハケ、体部内面はヘラ

削り、口縁部内面は横方向のハケが施されている。399、 400は 壺 0甕・鉢形土器のいずれか

の底部である。401は 大型の鉢形土器の破片。口縁部を僅かに外反させている。402、 403は

鉢形土器である。 ともに摩滅が著 しいが、403の 外面には絞 り目状のシワ (亀裂)が認めら

れる。404は 高杯形土器である。柱状部は下方に直線に広がる中空のものである。裾部は欠

損する。杯部は横方向に開いて後、直線状に外反する口縁部で、杯部 と柱状部は挿入付加法

によって接合する。405は 高杯形土器の柱状部 もしくは器台形土器 と考えられる。上部の屈

曲部外面に指頭痕、外面に叩き目が認められることから、器台形土器 と考える。

第84図 406～408は 石包丁である。406は 小型で、やや外湾気味の刃部をもつ。背部には敲

打痕が認められる。また、片方の扶 り部には使用痕 と思われる潰れが認められる。407は 直

線状の刃部をもつ。刃部付近に使用痕 と思われる摩滅が認められる。408は 結晶片岩製の打
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第83図  S D05下層 出土遺物実測図①
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第84図  S D05下層 出土遺物実測図②

製の石包丁である。押圧景」離によって外湾する刃部をつくつているが、刃は甘い。

第85図 はS D05上 層出土の遺物実測図である。409は 小型丸底壺である。体部欠損のため

接合できない。「く」の字状に屈曲し、内湾気味の口縁で、端部は尖 り気味におさめている。

屈曲部の稜は内外 ともに不明瞭である。やや不明瞭な平底をなす体部は指おさえの後ナデら

れている。410～414は 甕形土器である。411は 下川津C類土器の甕形土器である。やや長胴

形を呈し、丸底である。口縁端部はわずかに摘み上げられ、体部外面はハケ、内面は底部付

近 と口縁部屈曲部付近が指おさえ、それ以外はヘラ削りが施されている。412、 413は ともに

内湾気味の口縁を有する。414も 下川津C類土器の甕形土器である。415は底部を欠損 してい

るが、鉢形土器 と考えられる。浅いボウル状を呈 し、口縁端部は面取 りしている。416は 大

型の鉢形土器の口縁部破片。復元径は36。 Ocmである。口縁端部は上下に分けて面取 りしたた

めか凹線状に窪んでいる。摩滅 している。417は 高杯形土器である。杯部はやや外湾気味の

ボウル状を呈 し、口縁端部は尖 り気味におさめる。杯部内面はナデ、外面は摩滅しているが

ハケが認められる。裾広が りの脚部外面はハケ、内面はヘラ削りが認められる。杯部 と脚部

は接合法によつて接合している。

レ ＼イ
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第85図  S D05上層 出土遺物実測図

9.その他の溝状遺構

① SDll(第 71986987図 )

0-37,38区 で S D07か ら分岐する溝状遺構である。 S D07006な どと平行 して流れ、M,

N-36区 で再びS D07と 合 し、M,N-35区で S D07か ら分岐し、調査区北端から調査区外に

延びる。 S D07上層を壊しているが、両者の埋積土は酷似しており、断面観察によって両者

の違いが識別できる程度である。幅0。 95m、 深さ0。 35m程の規模で、断面はU字形を呈する。

埋積土は概ね黒色で粗砂の混じるシル ト質土一層で、所によって溝底に砂が堆積している。

出土遺物は僅少で、第87図 419の 甕形土器の他に数点の土器細片が採集されたに過ぎない。

第87図 419は 甕形土器の口縁部である。「く」の字状に屈曲する口縁を有 し、端部は尖 り気

味におさめている。口縁部はナデ、体部外面はハケが施されている。

414
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L=7.7m

1 黒色粗砂混じリシルト質土(Fe.Mn含 )

1′ 黒色粘質土
2 暗灰色小礫混じり中砂
3 明灰色粘質土(Fe多 含、地山)

第86図  SDH 断面図

420(S D15)

418(s D16)

第87図  SDH～ 13015016・ 20 出土遺物実測図

423(SD
422(S D13),

421(S D13)

プ 多

霰
428(S D16)
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第88図  S D12016021025 出土遺物実測図

② SD12(第 89図 )

0-37,38区で検出された溝状遺構である。O-37,38区 の東南隅から検出され、一度東に凸

の湾曲をしてから、西に凸に大きく弧状に流れ、O-34～ 36区で調査区外にのびる。幅0。 85

～1。 4m、 深さ0。 18～0.23mを測り、断面は浅い皿状を呈する。埋積土は概ね暗茶褐色シル

ト質土一層で、所によってその下層に砂が堆積している。遺物は大半が砂層より出土した。

貧

”
０

∽
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S D12の 出土遺物は僅少で、第87図 424、 第88図 429の他に数点の遺物が検出されたに過ぎな

い。424は 壺・甕形土器の底部である。平底を呈する。摩滅が著しく調整不明であるが、外

面に板ナデの痕跡が認められる。429は 石包丁である。直線状の刃部は階段状景J離の後に、

押圧祭J離を加えている。背部に一部自然面が残る。また、刃部には一部に使用痕と考えられ

る摩滅が認められる。

L=7.8m

W―――ヽくミこ三二IIII子三三ァ
=ラ

フア~~~E
1 暗茶褐色シル ト質土(Fe.Mn含 、小礫わずか含 )

2 灰色小礫混じり細砂(Fe.Mn含 )

0         1m

第89図  S D12 断面図

③ SD13(第 90図 )

M,N-36区でS D07か ら分岐する溝状遺構である。 S D07上層がS D13の 埋積土を壊して

おり、S D07上層より古い。S D04・ 05な どと平行して流れ、調査区北に延びている。幅1。 1

品、深さ0.4m程の規模で、断面形はU字状を呈する。埋積土は砂よりなる下層、粘質土・

極細砂質シルト質土よりなる上層の二層で、上層はさらに二層に細分される。位置関係、埋

S D13埋土

S D03埋 土

ｍ・
６

　

Ｅ
ゴ

L=7.6m
E―

＼轟憂ジ可｀Tソ
~W

M,N-36 S D03013

1 灰色極細砂質シル ト質土(Fe.Mn含、
くさり礫・小礫含 )

2 灰色粘質土(Fe.Mn含 .巨視的にG)

3 灰色小礫混じり砂
4 灰色小礫混じり砂質土(Fe.Mn多合、細砂主
5 灰色極細砂質シル ト(Fe.Mnゎ ずか含 )

6 灰色粗砂 (小礫含 )

7 明灰色粘質土(Fe.Mn含、地山)

∃

℃

0              1m

第90図  S

M′ N-35 s D13

1 灰色粗砂 一一 S D26埋 土
2 暗茶褐色粘質土(Fe.Mh含 )

3 灰色粘質土(Fe.Mn含 )

4 灰色砂 (小礫わずか含、細砂主)

5 灰色砂質土(Fe.Mn含 )

6 灰色粘質土 (地山)

D03013 断面図
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積土からS D14と つながる可能性があるが、確定的なことはいえない。出土遺物は僅少であ

る。

第87図 421～423は S D13出 上の遺物で、壺・甕形土器の底部である。421は ほぼ丸底、422

は不明瞭な平底、423は 平底を呈する。それぞれ摩滅 しているが、421、 422は 外面にハケ調

整が認められ、423は外面にヘラミガキ、内面にヘラ削りが施されている。

④ SD15(第 82,87,91図 )

M,N-36区で S D04か ら分岐する、幅0。 6m、 深さ0.1～0.2m程の溝状遺構である。断面

形はU字状を呈する。 S D15は 西に流れるS D05の 右岸に近接して流れ、 S D05の 屈曲とも

ほとんど合致した流路をもつ。 このことからS D04と S D05上 層とは同時期に併存 していた

ことを推定できる。出土遺物は僅少で、第87図 425、 426の他に数点の遺物が検出されたに過

ぎない。425、 426は 鉢形土器である。425は体部が内傾 した後、「 く」の字状に屈曲する口

縁で、端部は丸 くおさめている。摩滅 しているが、外面に叩きが認められる。426は 「く」

の字状に緩 く外反する口縁をもつ。端部は面取 りしている。外面は叩き後ナデ、内面はハケ

が施されている。

L=7.8m

W ＼こノ  E
0        1m

1 暗茶褐色粘質土(Fe.Mn含 )

第91図  S D15 断面図

⑤ SD16(第 92図 )

M,N-35区で検出された溝状遺構である。S D07上 層から派生するものであるが、 S D07

上層との関係を明確に把握することは出来なかった。幅0。 75～ 1.5m、 深さ0.3m程を測り、

断面はU字状を呈する。出土遺物は僅少である。第87図 427は鉢形土器である。ボウル状を

呈し、口縁部は外上方に短く屈曲し、端部は面取りしている。体部外面は叩きの後ハケ、内

面は不定方向にハケを施している。第88図 428は石包丁である。やや内湾気味の刃部をもつ。

片面および一側面には広く自然面が残る。風化が著しい。

⑥ SD20(第 93図 )

0-37,38区 00-34～36区 で検出された溝状遺構である。幅0。 3～ 0◆ 8m、 深さ0。 04～ 0。 08

mの小規模なものである。O-37,38区 の東北端で東南から西北方向に流れ、O-34～ 36区 で

北方に屈曲し、やや湾曲しながら北流している。第87図 423は S D20出 土の遺物である。壺・
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L=7.6m
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2                            2
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0              1m

[][[!|「il蕉.情髯]]鷺曽誓;|)]
[[ij[:‖filiξ

り )]
暗茶褐色小礫混じり極細砂質土(Fe.Mn含 )一―
灰色粘質土(地 山)

1 暗灰色シル ト質土 (水田耕土 )

2 灰色極細砂質土 (Fe多 含、床土 )

3 暗灰色小礫混じリシル ト質土(FeoMn含 )

4 灰色砂質土 (上部にFe含、G)

5 灰色粘質土(FeoMn含、地山)

暗茶褐色粘質土
(粘土と細砂小礫を含むプロックあり、 Fe.Mn含 )

灰色粘質土 (地 山)

S D17埋土

S D16下層

S D16上層

第92図  S D16017 断面図

甕の底部である。外面にミガキが認められる。この他にS D20か らは弥生土器 と思われる細

片を僅かに採集しており、中にはハケロを持つものが含まれている。

第93図  S D20 断面図

⑦ SD21(第 94図 )

0-34～ 36区で検出された小規模な溝状遺構である。幅0。 3～ 0。 75m、 深さ0.04～0.lmを

測る。東に凸の弧状に流れ、両端は消滅している。第88図 431は S D21出 土の石包丁である。

肉厚で内湾気味の刃部をもつ。背部に敲打痕が認められる。

第94図  S D21 断面図
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③ SD25(第 95図 )

0-34～ 36区で検出された溝状遺構である。切り合い関係からS D23024よ り古いと判断

される。幅0.4m、 深さ0.13m程 の規模で、西南から東北方向に流れる。検出長は約15m。

遺物は検出されなかった。

L=7.6m

N―――＼こ
~l亘

ニア
~~~S

2

0              1m

以下に記載する S D14、

出されなかったが、埋積土

る。

1 灰色砂質土 (上部でMn多含、G)
2 灰色粘質土(Fe.Mn含、地山)

第95図  S D25 断面図

17～26は図化出来るような遺物が無かったか、あるいは遺物は検

・層位関係・切 り合い関係などから、当該時期の遺構 と推定され

⑨ SD14(第 96図 )

M,N-36区で検出された溝状遺構である。S D04か ら分岐し、S D07上 層によって壊され

ている。断面観察ではS D04よ り古いもので、S D07上 層より古いが、下層との前後関係は

不明である。幅1.lm、 深さ0。 45m程の規模で、断面はU字状を呈する。遺物は若干量出土

したが、図化できるものは無い。破片の中にハケロをもつものなどが散見することから当該

時期の遺構と考えられる。

ｍ
・
５

Ｗゴ
1

2

3

4

5
O          m       6

灰色極細砂質シル ト(Fe.Mnゎ ずか含 )

灰色小礫混じり細砂
灰色極細砂 (シ ル トのラミナ .巨視的にはG)

灰色小礫混じり砂質土(Fe.Mn多含)

灰色小礫 (Mは 灰色細砂 )

明灰色粘質土(Fe.Mn含、地山)

第96図  S D14 断面図

⑩ SD17(第 92図 )

M,N-35区で検出された溝状遺構である。S D07上 層から派生するが、S D07上 層 OSD

16018と の前後関係は明確にし得なかった。幅0.75～0.95m、 深さ0.28～0.33m程 の規模で、

断面はU字形を呈する。遺物は若干量出上しているが、図化できるものは無い。破片の大半

が赤色系の素焼き土器片であるが、一部須恵器片を含む。
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⑪ SD18

S D07上層として把握していた層が、M,N-35区でS D07下 層とは異なる流路をもつよう

になる。この部分をS D18と 呼称する。S D18は S D07の 流路から大きく屈曲して西流し、

S D05の 流路に至って再び屈曲しS D05の 流路に沿って流れている。幅1。 4m、 深さ0。 3mを

測り、断面は浅い皿状を呈する。若干量の遺物が出土したが、図化し得るようなものは無い。

すべて赤色系素焼き土器の破片である。

⑫ SD19

M,N-35区の西北部で検出した溝状遺構である。幅0。 7m、 深さ0。 03～ 0.09m程 の規模で、

断面は浅い皿状を呈する。検出長は約12mで、北は調査区外に延び、南側は消滅している。

赤色系素焼き土器の細片が僅かに出土している。

⑬  SD22

0-34～ 36区で検出された小規模な溝状遺構である。幅0.2～0.35m、 深さ0。 08m程の規模

である。検出長は約16mで、両端は消滅している。遺物は検出されなかった。

⑭ SD23(第 97図 )

M,N-35区 CM,N-36区 00-34～36区で検出された溝状遺構である。幅0。 55～0.7m、 深

さ0.15m程 の規模である。南端はS D07上 層によって壊され、以南は不明。以北はほぼ北

流する流路をもつ。途中S X01の埋積土上を流れている。遺物は検出されなかった。

L=7.5m

L｀
くザて

~il

L=7.6m

W~~~＼「Iらア
~~~E

0     2        1m

灰色細砂 (Fe.Mh含 )

灰色中砂 (粗砂含)

明灰色粘質土 (地山)

1 灰色粘質土(Mn.Fe含、小礫わずか含)

2 明灰色粘質土(Fe.Mn含、地山)

第98図  S D24 断面図

第97図  S D23 断面図

⑮ SD24(第 98図 )

0-34～ 36区で検出された溝状遺構である。S D23に よって壊されており、S D23よ り古

いものと判断される。幅0。 4m、 深さ0。 12m程の規模である。検出長は約14m。 遺物は検出

されなかつた。
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⑮ SD26(第 90図 )

M,N-35区で検出された小規模な溝状遺構である。 S D13の 埋積土上面に掘 られ、途中で

東北方向に屈曲する。幅0◆ 45m、 深さ0.12m程 の規模で、検出長は約 5mである。遺物は

検出されなかった。

10。 性格不明遺構 (第99図 )

M,N-35区 とO-34～ 36区 で検出された三つの落ち込みである。埋積土の底のラインは比

較的しつかりしたもので人為による可能性が認められるが、平面形に企画性は認められず、

また、遺物 も検出されなかった。溝状遺構 との切 り合い関係や、埋積土、掘 り込み層などか

ら当該時期のものと推定される。これらが遺構であるのか否かは不明であるが、概要を報告

する。

① SX01

M,N-35区の東南隅で検出された。平面形は不整円形で、径は5m程である。深さは0.15

～0。 2mである。埋積土は暗灰色粗砂混 じリシル ト質土で、下層の明灰色シル ト質土 との境

界は明瞭である。 S X01埋没後にS D23が掘削されている。

L=7.6m

E SIII三

二二三二IIIEIIIIIII:正三:三二三二三三二正三二三二三二三二三二三三二三三二三三二三
==ニ

ラフア~~WN

S X01

1 灰色極細砂質土 (Fe含)― S D23埋積土
2 暗灰色粗砂混じリシル ト質土 (Fe含 )

S X03

1 暗茶褐色粗砂混じリシル ト質土
2 暗茶灰色粘質土
3 明灰色粘質土 (Fe含、地山)

L=7.9m

第99図  S X01～ 03 断面図

S X02

1 暗灰色シル ト質土 (水 田耕土 )

2 明灰色極細質土 (Fe多 含 )

3 暗茶褐色粘質土(Mn多 合、 Fe含 )

4 暗茶灰色小礫混じり粘質土
(Mn.Feく さり/1ヽ礫含 )

5 暗茶褐色粘質土(Fe.Mn含 )

6 明灰色粘質土 (Fe含 .地 山)

L=7.6m
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② SX02

0-34～ 36区で検出された。落ち込みは調査区東側の外に延びる。平面形は一端が不整な

方形になるが、それ以外は不明である。深さ0。 3m程で、埋積土は暗茶灰色小礫混じり粘質

土、暗茶褐色粘質土の二層からなる。下層の明灰色粘質土層との層境は明瞭である。遺物は

検出されなかった。

③  SX03

0-34～ 36区で検出された。落ち込みは調査区東側の外に延びる。平面形は不定形である。

埋積土は暗茶褐色粗砂混じリシルト質土中に暗茶灰色粘質土が挟在している。遺物は検出さ

れなかった。

11.弥生時代後期～古墳時代前期の遺構・遺物のまとめ

(1)溝状遺構について

本遺跡からは多数の溝状遺構が複雑な切り合い関係をもって検出された。これらは古墳時

代中期ないし後期の遺物を出土したものがあるが、主体は弥生後期から古墳前期のものであ

る。これらの溝状遺構のうち、切り合い関係のわかるものを整理すると第 6表のようになる。

古 → 新

0,P-41,42区
S D04下層

↓/?
0,P-41,42区

３９，Ｓ
Ｉ
Ｉ
）
駆

０

　

　

　

　

９
，

０

以駆
Ｄ０６

S D04上層

ヽ

躯

囀

　

　

０
．　

　

　

躯

瞬

Ｐ
・４．，

Ｓ ＤＯ

　

　

　

　

　

　

Ｐ
・４．，

Ｓ Ｄ０

０

　

　

　

　

　

　

　

　

０ 「川「‐‐↓ＳＤ

C)~ξ
l;::kJヒ ///?

0-39,40区 以北
S D05上層

第 6表 弥生時代後期～古墳時代前期の溝 整理表
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この他の小溝についても切 り合い関係のわかるものがあるが、遺物の出土がないため割愛

する。上表のように各々の溝の上下層の関係に不明なものがあり、また、ある溝の上下層の

出土遺物には明らかに時代的な前後関係が認められるものが含まれており、出土遺物の前後

関係を層位的に並べることは困難である。

(2)石器について

弥生時代後期～古墳時代前期の溝状遺構群からは、比較的多量の石器が出土している。こ

れらは、前章における弥生時代前期の遺構から出土した石器 と比べ、風化の度合いを示す色

調に明瞭な違いが認められ、当該期の石器の可能性が高いものと思われる。通常、弥生時代

後期になると石器の出土量が急速に減少するのが一般であり、県内の遺跡においても同様の

傾向があるが、川津二代取遺跡においては弥生時代後期もかなり遅い段階まで石器が製作さ

れるようである。これは石器原産地 として著名な金山まで直線距離で 2 kmと いう近さが原因

と考えられる。石器の形態や製作技法に相違があるかどうかといった検討を今後深める必要

がある。

(補注)下川津C類土器 (仮称)に ついて

当該期の土器には、菅原康夫氏の設定する「東阿波型土器」(Dと 形態・調整技法が酷似する

土器が含まれる。「東阿波型土器」の胎土には結晶片岩粗粒を含むものが多いことが報告さ

れており②、川津二代取遺跡の土器について、肉眼と40～80倍程度の倍率の実体顕微鏡によ

って胎土を観察した。この結果、本遺跡出土の「東阿波型土器」と似る土器の胎土にはいず

れも結晶片岩粗粒は含まれないことがわかった。反面、これらの上器の胎土は以下に述べる

特徴をもち、この特徴をもった土器を抽出した結果、第100図 に掲げるように31点 の土器が

抽出された。

これらの土器の胎土は、①胎土中に多量の火山ガラスを含むものが多い。②胎土中に含ま

れる砂粒の径は概ね l llull以 下で、水簸した胎土を用いていると思われる。③土器の色調は「標

準土色帖」で5Y7/1(灰白)や2.5Y7/2(灰黄)と いった共通する色調を示す、といつた特

徴があげられる。

火山ガラスは無色透明のバブルウォールタイプのもので、観察表で「多 く含む」としてい

るものは、顕微鏡の視野 (約 3 11ull)の 中に10片以上、「含む」が数片含むものである。これ

らは川津二代取遺跡での当該期の土器300点程の観察結果からすると、極めて多量に含むも

のであり、31点 中26点 を数える。残 りの 5点は「わずかに含む」とするものであるが、これ
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も観察した300点 の土器の胎土のうちでは相対的に多量のガラスを含むものである。火山ガ

ラスは広域に存在するものであるから、胎土の産地を推定するような指標にはならないが、

火山ガラスの濃集層を胎土 として用いていると推定され、これらの土器の大きな特徴であ

る。

胎土中に含まれる砂粒の径は2.511111程 のものを含むものが 1点のみ存在するが、概ね1.Ollull以

下の石英・長石 と磁鉄鉱かと思われる鉱物粒を含むものであり、砂粒の混入量は少なく、ほ

とんど砂粒を含まない土器も7点ある。このことから意識的に砂粒を除去した胎土を用いて

いるものと判断される。

以上が、胎土の特徴が共通する一群の上器である。次にこれらの土器に共通 し、他 と区別

されるような形態的特徴や、製作技法が存在するかどうかが問題になる。この点については、

現在、川津二代取遺跡以外での類例を収集している段階であり、今のところ結論めいたこと

を述べることは出来ない。しかし、見通しとしては、「東阿波型土器」として報告される土

器群の中の「壺」と「甕」と酷似する形態・製作技法をもつものを含む反面、「東阿波型土

器」には認められないタイプの「高杯」・「小型丸底壺」が含まれていることが指摘でき、

形態や技法のうえでも一群の土器 として把握することができるものと思われる。

以上のことから、これらの土器群を「下川津C類土器」と仮称することにしたい。「下川

津C類土器」とするのは、川津二代取遺跡の北方 l kmに 所在する下川津遺跡の整理調査の際

の弥生時代後期から古墳時代前期にかけての土器の検討(0に ついて補足する事項であるとい

う点が根底にある。蛇足になるが、ここに掲げる「下川津C類土器」は下川津編年でいう「下

川津Ⅵ式」期以降に含まれると考えられるが、形態や技法の問題のほか、分布、時期的な消

長については今後の検討課題 としたい。

(1)菅原康夫『黒谷川郡頭遺跡 I』  1986 徳島県教育委員会、菅原康夫『黒谷川郡頭遺跡 H』  1987 徳島県教育

委員会、菅原康夫ほか『黒谷川郡頭遺跡Ⅲ・ Ⅳ』 1989 徳島県教育委員会、大西浩正『黒谷川郡頭遺跡 V』

1990 徳島県教育委員会ほか

(2)(1)に 同じ

(3)大久保徹也「下川津遺跡における弥生時代後期から古墳時代前半の土器について」『瀬戸大橋建設に伴う埋蔵文

化財発掘調査報告Ⅶ 下川津遺跡』 1990 香川県教育委員会 0(財)香川県埋蔵文化財調査センター 0本州四国

連絡橋公団
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第100図 下川津 C類土器
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第 4節 中世の遺構・遺物

中世に所属すると考えられる遺構 。遺物を、主としてN-39～ 42区・ 0-37,38区・ N-37,38

区から検出した。

1.掘立柱建物・柵列・柱穴

(1)概要

調査区では約900個の柱穴を検出したが、この内から20棟 の掘立柱建物を復元 した。柱穴

の埋積土は細か く見ると幾つかに類型化が出来るが、巨視的には同一視 してよいものであ

る。したがって掘立柱建物の復元は主として柱穴の平面的な配列を基準 としている。復元し

た掘立柱建物のうちには比較的復元のし易かつたものもあるが、どの柱穴が掘立柱建物に伴

うものか不明確なものが多く、以下に報告するものは一つの復元案である。なお、掘立柱建

物の復元は柱穴の配列が方形になる、あるぃは方形に近似するものに拠ったが、床面積・桁

行方位などは、復元した方形から計測している。

(2)S B01～ 03(第 103図・図版19)

0,P-41,42区 で検出された掘立柱建物である。0,P-41,42区 では整然 とした配列をもつ

柱穴が検出された。柱穴の並びはすべてにおいて企画的であり、これらの柱穴によって構築

される掘立柱建物が同時併存であることを示すと思われる。このうちS B03は 、他の柱穴よ

りは規模が小さく分離することが可能であるが、S B01・ 02は幾つかの復元案が成立する余

地がある。なお、 S B01と 02の 間には両建物をつなぐ廊的な構造物があるものと考えた。

① SB01(第 104図 )

0,P-41,42区 で検出した南北棟の掘立柱建物である。梁行は北側一間,南側は二間 (3.4

m),桁行五間(9.3m)の規模で、東側に廂を持つ。主軸方位はN-29° 一Wで、廂部分を合わ

せた床面積は39。 5耐 を測る。柱間は桁行が芯芯で1。 7～2.Om(平均1.85m)、 梁行が北側が2.45

m、 二間となる南側は1.9、 1。 6mを測る。柱穴の掘 り方は概ね円形で、径は30cm前後のもの

が多い。柱穴の埋積土は茶褐色粘質土のブロックを含む明灰色極細砂質土か、明灰色極細砂

質上で、焦上のブロックを含むものが多い。

出土遺物は、図化 していないが 8つの柱穴から遺物が出土している。土師器杯、小皿・弥

生土器の破片である。
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第104図  S B01 平面・断面図

② SB02(第 105、 106図 )

0,P-41,42区 で検出した掘立柱建物である。芯芯で2。 Om離れて、梁行一間・桁行五間

と梁行一間・桁行三間の二棟の掘立柱建物が並立しているとも考えられるが、両者を併せて

一棟の掘立柱建物に復元した。その理由は、柱穴の配列がすべて規則的であること、東柱か
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と思われる柱穴 (S P056 0 065・ 071)も 規則的で、この柱穴が S P051、 052間 に認められな

いことから、S P056・ 0650071を一連のものとして考えたためである。しかし、この場合、

上部構造が東西南北のいずれの方向になるのか不明確 となるが、S P051-070も しくはSP

050-069が棟持柱 となる東西棟 と復元した。

主軸方位はN-61° 一Wで、隣接するS B01の 主軸 と直交する位置関係である。床面積は54.0

m2を測る。柱間は桁行は3.2、 2.0、 3.4mを 測 り、梁行 も不揃いで0.7～2.3mを 測る。柱穴

の掘 り方は概ね円形を呈するものが多いが、建物内部の柱穴は不整形を呈するものが目立

つ。円形の柱穴の径は30～ 40cm程度である。柱穴の埋積土は茶褐色粘質土のブロックを含む

明灰色極細砂質土か明灰色極細砂質土からなり、焦土のブロックを含むものが多 く認められ

る。また、根石をもつ柱穴 も認められる。

S P045-048の柱穴はS B02の 西端の柱穴列 とともにS B01と をつなぐ幅0.85m程 度の

廊的な構築物である可能性がある。

第106図 はS B02の 柱穴から出土 した遺物実測図である。433、 434は 土師器小皿である。

日径は433が 6。 5cm、 434が 7。 4cmである。底部は回転ヘラ切 りである。435～437は 土師器杯で

ある。435、 436の 底部は回転ヘラ切 りで、板状圧痕が認められる。435は 完形、436は体部内

面に粘土を足しており、やや歪んでいる。437は 本遺跡出土の土師器杯の中では珍しく底部

に静止糸切 り手法が認められる。また、体部 と底部の境界は明瞭な稜を持っており、形態的

にもやや特異である。438は 須恵器の甕の破片である。「く」の字状に緩 く外反する形態を

呈し、口縁端部は拡張することなくおさめている。口縁部 と体部の境界は不明瞭である。

Wnz
at\-----= 434

5

7

第106図  S B02 出土遺物実測図

0                     10cln
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439は 須恵器の鉢の口縁部の小片である。東播系のこね鉢であると思われる。440は 用途不明

の石製品である。流紋岩を用いたもので、一面に周囲に凸部を残し、平坦面をつくっている。

S B02の 柱穴からはこの他に、土師器杯・小皿の破片、須恵器の細片、器種不明の上師質土

器の破片が出土している。

/ヽ      ハ

③ SB03(第 107図 )

O,P-41,42区 で検出した南北棟の掘立柱建物である。梁

行一間 (1。 6m)、 桁行二間(4.lm)の規模である。主軸方位は

N-29° 一Wで、S B01と 同一方向をもち、柱穴の配列が一部

重複しており、また、S B03が 床面積6.Om2と 小規模である

ことから、S B01に 伴う「角屋」的な機能をもつ建物である

可能性がある。柱穴の埋積土は明灰色極細砂質土からなり、

柱穴の径は25cm程度である。

4つ の柱穴から遺物が出土している。いずれも図化不能の

細片で、土師器の杯もしくは小皿と考えられる。

(3)S B04(第 108～ 110図 0図版20)

① 概要

0,P-41942区 東北隅で検出した東西棟の掘立柱建物であ

tu I・ 8=1
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第107図

S B03 平面・断面図
る。この付近は調査開始時には中世遺構が存在しないと判断

していた所で、遺物の包含の希薄な包含層を重機で除去し、直接弥生時代後期の遺構を検出

した。 ところが、その作業中に柱穴が存在することがわかり、包含層の除去を中止し、遺構

検出を行なった。この結果、一部中世の遺構面を20cm程掘 り下げ過ぎてしまい、 S B04の 柱

穴の上部を削平してしまった。西側至近に予備調査 トレンチが掘削された関係で、建物が西

側に更に延びるかは不明であるが、梁行二間 (4。 Om)、 桁行二間(4.lm)以上の規模で、床面

積は16。 4m2以上、主軸方位はN-60° 一Eを測る。柱間は、桁行北側は1.9、 2.25mの 間隔で

あるが、南側はこの間に 2な いし3つ の柱穴があり、0。 3～ 1.Omの 狭い間隔で柱穴が並ん

でいる。柱穴は概ね円形を呈 し、径は23～ 30cm程 である。埋積土は明灰色シル ト質土である。

S B04か らは 7つ の柱穴から遺物が出土している。第108図441は S P090か ら出土 した土

師器小皿の破片である。復元径8.Ocm、 底部は回転ヘラ切 りである。この他は図化不能の細
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LuO・ 8=¬片で、土師器の杯 もしくは小

皿、弥生土器が出土ている。

S B04の 建物内部の東北隅に

あたるところに四つの土坑が存

在する。周囲の中世に属すると

思われる遺構配置の粗密さから

見て、これらの土坑はS B04に

伴 う可能性が高 く、また、埋積

土が共通することからS K01～

04は セットで把握できると思わ

れる。

② SK01

やや不整な円形を呈し、径45
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第108図  S B04 平面 0断面図

cm、 深さ18cm、 断面形は皿状を呈する土坑である。埋積土は暗茶褐色粘質土のブロックを多

く含む明灰色極細砂質土である。遺物は図化していないが、土師器杯 と考えられる小片、土

師器椀の底部の小片が出土している。

41

0           10cln
③ SK02

概ね円形で、径約64cm、 深さ19cm、 断面形は皿状を呈する土  第109図  S B04

坑である。埋積土は暗茶褐色粘質土のプロックを多く含む明灰   出土遺物実測図

色極細砂質土である。遺物は図化していないが、土師器の小皿、土師器杯と考えられる小片、

弥生土器と考えられる小片が出土している。

④ SK03

やや不整形な隅丸の長方形を呈する土坑である。長辺155cm、 短辺80cm、 深さ24～28cmを

測る。断面は皿状を呈し、底面に一部凹凸が認められる。埋積土は暗茶褐色粘質土のブロッ

クを多く含む明灰色極細砂質土である。遺物は図化していないが、土師器杯と考えられる小

片、弥生土器と考えられる小片が出土している。

L=8.Om
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⑤ SK04

平面形はやや不整な円形で、径50cm、 深さ14cmの規模で、断面は浅い皿状を呈する土坑で

ある。埋積土は暗茶褐色粘質土のブロックを多く含む明灰色極細砂質土である。遺物は図化

していないが、弥生土器と考えられる小片が出土している。下層からの混入であろう。

1 明灰色極細砂質土
(暗茶褐色粘質上のプロック含)

第HO図

(4)S B05(第 111図・図版20)

N-39～ 42区 のN-41グ リッドで検出した

東西棟の掘立柱建物である。梁行一間 (1.8

m)、 桁行二間 (3。 lm)の 規模で、床面積 は

5。 7m2と 小規模である。主軸方位はN-66°

一Eを測る。柱間は梁行が1.8m、 桁行は1.45

～ 1。 7mを 測る。柱穴は概ね円形で、径18

～30cm程、埋積土は明灰色極細砂質シル ト

である。S P 152か ら遺物が出土している。

図化していないが底部ヘラ切 りの土師器の

杯の破片である。

/∠
)一

L=8.Om

S K01～04 平面・断面図

ШO・ 8=¬

0              2m

第Hl図  S B05 平面・断面図

L =8.Om

ヽ

一
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ヨ                 L=8.Om
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(5)S B06

(第 112、 113図・図版20)

N-39～ 42区 のN-41グ リッドで検出

した南北棟の掘立柱建物である。梁行

は北が一間、南が二間 (3.3m)、 桁行二

間(4.3m)で、床面積は14。 5m2を測る。

柱間は桁行 は2。 0～ 2。 3mで、梁行 は

不揃いな位置に柱を配している。柱穴

は概ね円形を呈し、四隅の柱穴の掘 り

方の径が28～ 40cm程、それ以外が13～

20cm程 を測る。埋積土は、大半が明灰

色小礫混じリシル トで、一部が明灰色

極細砂質シル トである。 3つ の柱穴か

ら遺物が出土した。第113図 442は SP

164か ら出土 した土師器杯である。ほ

ぼ完形、口径は11。 6cmを測る。体部 と

底部の境界は明瞭、やや内湾気味の口

1曹
fLs_◎И8  囀

′
|

一 E

。15L辱
|

凩)二
S P 164

150

A      だ

B_            L=8.堕 B′

可   U   u
0              2m

第112図  S B06 平面・断面図

0                     10Cln

第H3図  S B06
出土遺物実測図
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縁部をもつ。底部は回転ヘラ切 り、板状圧痕が認められる。この他、図化していないが、土

師器杯、小皿の破片が出土している。

2

(6)S B07(第 114図・図版20)

N-39～42区 のN-41グ リッドで検出した南北棟の掘立柱

建物である。 S B07は 柱穴の集中の度合によって図示した

ような規模の建物 として復元した。厳密には、柱穴の配列

が整然とせず、どの柱穴が S B07に 対応するのか判然としないところがある。巨視的には、

S P 198-205-188か S P197-206-189が 棟持柱 となる梁行二間 (2.6m)、 桁行二間(4.75m)の規

模で、主軸方位はN-25° 一W、 床面積は12.4m2を 測る。柱穴の掘 り方は、概ね円形で、径は

20～ 30cmで23cm程度のものが多い。埋積土は、暗灰色極細砂質シル ト、灰色細砂質土、明灰

色極細砂質シル トなど多様であるが、これらは巨視的には類似するもので同一埋土 と把握す

ることができる。図中のうち、10の 柱穴から遺物が出土している。第114図 はS B07出 上の

◎

１

ヨ
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第H4図  S B07 平面 0断面図、出土遺物実測図

遺物実測図である。443は S P205か ら出土した土師器杯の破片である。体部 と底部の境界明

瞭、底部は回転ヘラ切 りである。444は S P202か ら出土した土師質土釜の脚部である。指お

さえの後板ナデを施 している。 この他、図示していないが、土師器の杯、小皿の破片、瓦質

土器の椀か杯の破片、土鍋か土釜の破片、弥生土器 と考えられる小片が出土している。

(7)S B08(第 115～ 117図 0図版21～ 23)

N-39～ 42区 のN-40グ リッド西半は多数の柱穴が集中して検出された。ここには、 S X04

と呼称する深さ10cm程 の微凹地があり、明灰色極細砂質土で埋積されていた。この層を除去

すると、さらに幾つかの柱穴が検出された。 S B08は 、この付近の柱穴の密集具合 とS D32

の方向 (雨落ち溝の可能性が考えられる)や、不整形ではあるが S X04の 東側及び、南側の

ラインなどを参考に復元したものである。西側一部が調査区外にのびることもあって、柱穴
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第H6図  S B08 平面・断面図

の配列が判然 としないものがあるが、梁行二間 (3。 8m)、桁行六間 (7。 5m)で、東、北、西側

に廂をもつ南北棟の掘立柱建物 と考えられる。主軸方位はN-28.5° 一W、 廂部分を含めた床

面積は46m2程 と推定される。柱穴は、円形を呈するものが大多数であるが、一部楕円形を呈
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するものもある。径は25～ 35cm程のものが多いが、中には長径が50cmを越えるものがある。

またS D33と しているものは、いわゆる「布掘り」である可能性を考えている。埋積土は明灰

色シルト質土ないし灰色シルト質土であるが、巨視的には同一埋土として把握できる。なお、

S K07は S P285よ り新しいものである。

第117図 はS B08及 びその周辺の柱穴から出上した遺物の実測図である。445～453は 土師

器小皿である。446と 449は ほぼ完形で出土した。底部はすべて回転ヘラ切 りで、452は その

後にナデを施している。また、底部に板状圧痕が認められるもの(446、 449)がある。日径は

5.8～ 8。 lcmを測るが、 7 cm代のものが多い。454～457は土師器杯である。破片で出土してい

る。454、 455は底部と体部の境界は不明瞭で、底部は回転ヘラ切り、454は その後にナデて

いる。456は体部と底部の境界は明瞭で、底部は回転ヘラ切 りの後ナデ、板状圧痕が残る。

薄手に仕上げられている。457は比較的硬質の焼成である。458は瓦質土器の杯ないし椀の破

片である。459は瓦質土器の椀の破片である。底部は回転ヘラ切りの後に矮小な高台を貼り

付けている。460は土師器椀の高台部の小破片である。461は土師質土鍋の口縁部の破片、強

く屈曲する口縁である。外面はタテハケ後ナデ、内面はヨコハケの後ナデられている。462

ffiqqs
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Y:b4aal
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'E2qqg

\--H450

\Wqsr

\Hqsz

\- --bl453

54

長`
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｀
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第H7図  S B08お よびその周辺

0                     10cln

出土遺物実測図
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は土師質土釜である。斜め上方を向く鍔の上部は、そのまま口縁部となっている。形態から

みて脚の付く土釜であろう。体部内面はハケおよびナデ、外面は下半が格子目叩き、上半が

タテハケである。463は 土師質竃の破片である。

(8)S B09(第 118図・図版23)

N-39～ 42区 のN-40グ リッド杭付近で検出した東西棟の掘立柱建物である。西側は調査区

外にのびるものと思われる。梁行二間 (3。 9m)、桁行二間 (3。 lm)以上の規模で主軸方位はN―

68。 5° 一E、 床面積は12.lm2以上を測る。柱間は梁行が芯芯で1。 95m、 桁行が1。 5～ 1.6mを

測る。柱穴の掘 り方は、概ね円形で径は30cm前後、埋積土は大半が灰色シル ト質土、一部、

明灰色シル ト質土である。

4つの柱穴から遺物が出上している。

第118図 464,465は S B09出 土の遺物実

測図である。 ともに土師器小皿である。

465は 完形で出土 し、口径 は5.6cmを 測

る。底部は回転ヘラ切 りされている。こ

の他、図化していないが土師器の杯か小

皿の小片が出

土している。
5≡≡T==T~~=E3P 464

~ 465

ШO・ 8=¬

S P 344

ＣＥ
Ｏ
．∞
＝

コ「
~~~~9面

◎

◎
‐３

討

３４５

∩
〕
３

)34  0340
|

L=8.Om

0                     10Cln

o              2m

第118図  S B09 出土遺物実測図、平面・断面図

(9)S B10(第 119図・図版24)

N-39～ 42区 のN-39グ リッドで検出した東西棟の掘立柱建物である。梁間二間 (2.5m)、 桁

行三間(4.Om)の規模で、主軸方位はN-63° 一E、 床面積は10.5m2を 測る。柱間は梁行が1.2

～1.4mで、 S P363-390-359が 棟持柱になるものと思われる。桁行は芯芯で1.05～ 1。 8m

を測 り、柱穴は直線に並ばず、やや不揃いである。柱穴の掘 り方は円形のものが多いが、 S
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P361は 楕円形を呈する。径は15～35cmと やや不揃いである。柱穴埋積土は明灰色シル ト質

土である。 3つ の柱穴から遺物が

出土している。第118図の467は S

出上している。
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o              2m

第H9図  S B10 平面・断面図、

0                     10cln

出土遺物実測図
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第121図  S P 377
出土遺物実測図

◎
3851
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0              2m

第120図  SBH 平面・断面図
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00 SBll(第 120、 121図・図版24)

N-39～ 42区 の東北隅、O-39,40区の西北端にまたがって検出した東西棟の掘立柱建物で

ある。梁行は東側二間、西側一間 (2。 8m)、 桁行二間 (4。 25m)の規模で、主軸方位はN-61。 5°

一E、 床面積は11.9m2を 測る。柱間は、東側梁行が1。 2～ 1。 6m、 桁行は1。 9～ 2。 25mを測る。

柱穴掘 り方は、円形で20cm前後のものが多い。遺物は検出されなかったが、至近の同一埋積

土であるS P 377か らは土釜の脚部が出土している(第 121図 468)。 なお、 S Bllは 後述するS

D30と 交差する関係にあるが、両者の前後関係は不明である。

CD SB12～ 14(第 122～ 126図・図版25、 26)

① 概要

0-37,38区の南半部から柱穴を集中して検出した。これらの柱穴の埋積土は巨視的には同

一のものであった。掘立柱建物の復元は主として柱穴の配列によつたが、直線的な配列をも

つ柱穴列に平行あるいは直交する配列を探 していくと第122図 に示すように建物 として完結

するようなまとまりがないものとなる。復元案として幾つかのパターンが考えられるが、以

下に述べるようにS B12～ 14の 三棟の掘立柱建物を復元した。

② SB12(第 123図 )

0-37,38区南端に復元した東西棟の掘立柱建物である。身舎は梁行一間 (3。 8m)、 桁行は柱

が不揃いであるが、四間 (7。 Om)程 で四面に廂がつ く。廂部分を含めた床面積は45.9m2で、

主軸方位はN-65° 一Eを測る。柱穴の埋積土は明灰色シル ト質上で、柱穴の掘 り方は円形の

ものが多いが、楕円形のもの、不定形のものも含まれる。円形のものの径は30cm程度のも

のと20cm程度のものが多い。根石をもつものもある。

S B12に 伴 うと考えられる柱穴及びS B12内 部に所在する柱穴の多数から遺物が出土して

いる。いずれも図化不能の小破片であるが、土師器の杯、小皿・瓦質土器の椀か杯 0器種不

明の土師質土器片、須恵器片、瓦質土器片が出土している。

③ SB13(第 124図 )

0-37,38区で検出した梁行一ないし二間(3.5m)、 桁行二間(6.2m)の規模の南北棟の掘立

柱建物である。東面 と北面および西面の一部に柱穴が巡っており、柵列 (S A04)と 解釈し

ているが、廂である可能性 もある。主軸方位はN-26。 5° 一W、 床面積は21.7m2で ぁる。柱間

は桁行が3.lm、 梁行は南面が1.9m、 1.55mを測る。柱穴の掘 り方は円形、楕円形、不定形

のものがあり、径は25～50cmである。柱穴の埋積土は明灰色シル ト質土である。
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第123図  S B12 平面・断面図

S P511か ら遺物が出土 している。図化不能の細片であるが、土師器の杯か小皿、器種不

明の土師質土器である。
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第124図  S B13、 S A04 平面・断面図

④ SB14(第 125図 )

0-37,38区 で検出した東西棟の掘立柱建物である。建物西側に現代の用水路があり、遺構

面が乱されているため、本来の規模は不明であるが、梁行二間 (4.4m)、 桁行二間 (6。 Om)以

上の規模である。南北面に廂がつく。主軸の方位はN-66° ―E、 廂を含めた床面積は35。 4m2

以上を測る。 S P515-520-734が 棟持柱 となるのであろう。柱穴の掘 り方は一部不定形の

ものがあるが概ね円形で、身舎部分の径は28～ 35cm、 廂部分が23～ 28cm程である。柱穴の埋
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第125図  S B14 平面・断面図

積土は明灰色シル ト質土である。 S B14に 関連すると思われる柱穴の多数から遺物が出土し

ているが、いずれも図化不能の細片である。土師器の杯、小皿片・土師器椀の高台部分の破

片・土師質土釜の脚部の破片・器種不明の土師質土器、須恵器、瓦質土器の破片が出土して

いる。

⑤ O-37,38区の柱穴出土の遺物

S B12～ 14に 直接関わると思われる柱穴からは図化出来るような遺物に恵まれなかった。

第126図 は、 S B12～ 14の 周辺の柱穴から出土した遺物実測図である。470は S A04の S P56

1か ら出土したもので瓦質土器の杯の破片と思われる。底部は回転ヘラ削り、板状圧痕が残
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る。471は S B13の 西北側 にあるSP

565か ら出土 した内面黒色の黒色土器

椀の破片である。やや摩滅している。

見込み部に暦状の突出が残るのが特徴

である。472も 内面黒色の黒色土器椀

である。 S B13東側 にあるS P529か

ら出土した。外面は 3～ 4111111幅 の横方

向のヘラミガキ、内面は不定方向にヘ

aa SB15(第 127図 )

N-37,38区で検出した掘立柱

建物である。柱の配列から見て

東西棟よりも南北棟になる確率

が高いと思われ、建物南半は調

査区外にのびるもの と思われ

る。主軸方位はN-25° 一Wで、

床面積は8。 3m2以 上 を測 る。柱

穴の掘 り方は一部楕円形のもの

があるが、大半は円形で、径は

23～ 30cm程である。埋積土は灰

色シル ト質土、灰色粘質土など

一定しない。S P584、 586、 587

~469

0          10Cln

第126図  S B12～ 14周辺

柱穴出土の遺物実測図
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第127図  S B15 平面・断面図

なゝいが587は 土師器の小皿か杯、他は器種不明の土師

ラミガキが施されている。473も 内面黒色の黒色土器椀の底部破片である。S A03の S P489

から出土したものである。

川

「

―

―

―

ｌ

ｑ

から遺物が出土 している。図化 してし

質土器の細片である。

0)S B16(第 128図 )

N-37,38区の西南隅で検出した掘立柱建物である。調査区隅のため建物は調査区外に拡が

る可能性が高く、桁行の方向はわからないが、軸はN-26° ―Wも しくはN-64° 一Eの方位で

Ｆ

＝＝
Ч

・
Ч
ヨ
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ある。床面積 は19。 7m2以 上 を測

る。柱穴の掘 り方は円形のものが

多いが、一列は楕円形である。円

形のものは径は18～ 28cm程、楕円

形のものは長径33～ 58、 短径20～

23cm程度である。埋積土は灰色粘

質土および灰色極細砂質土であ

る。 S P589、 605か ら遺物が出土

している。いずれも図化 していな

いが、土師質土釜の鍔の破片、土

師器の器種不明の細片である。
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第128図  S B16 平面・断面図

αO SB17・ 20(第 129～ 131図 )

N-37,38区 で検出した南北棟の掘立柱建物である。 S B17と S B20は柱穴の芯芯で約30cm

ずれる位置で、ほぼ同一規模の二棟の建物に復元される。二棟の柱穴は、埋積土においては

差が無いが、切 り合い関係がある。先に建てられた S B17は 、梁行一ないし二間 (3.9m)、 桁

行三間(7.4m)の規模で、主軸方位はN-27° 一E、 床面積29。 6m2を 測る。 S B20は 南端の柱

穴が S K13に よって壊されている可能性があり、本来の規模は不明であるが、梁行一間 (4。 0

m)、 桁行三間(7.7m)以上の規模で、西北隅に張 り出し部をもつ。主軸方位はS B17と 同一

で、張 り出し部を含めた床面積は33。 Om2を測る。 S B17、 20の柱穴はともに概ね円形で、埋

積土は灰色シル ト質土と明灰色極細砂質シル トであり、 S B17と 20の埋積土に相違は認めら

れない。径は30cm台 のものが多い。

第131図 474～480は S B17、 20関係の柱穴から出土した遺物実測図である。478が S B17、

479が S B17の 至近にある柱穴から出土した遺物で、それ以外はS B20関 係の遺物である。

-147-



tu∠
・
∠=]

。658^◎

蠍 4
69評637

Ｅ
卜
．卜
＝

コ657
S P 638

◎ ６‐は〕‐６
6398=、

51
693

(SK 13)

o              2m

第129図  S B17 平面・断面図

474、 475は 土師器の小皿の破片である。外上方にのびる口縁をもつ。476～478は 土師器杯で

ある。478は ほぼ完形で出土 した。ともに底部は回転ヘラ切 りで、476、 477に は板状圧痕が

残る。478は やや摩滅 している。479は S B17、 20の東側至近の S P646か ら出土 した東播系

の須恵器のこね鉢の口縁 と考えられるものである。480は 土師質土釜の脚部の破片である。

図化遺物の他に四つの柱穴から遺物が出土している。 S B17、 S B20に 伴うもの、いずれに

属するのか不明のものがあるが、いずれも土師器の杯か小皿 と考えられる小片が出土してい
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第130図  S B20 平面・断面図

る。

なお、SB

切 り合い関係

新しい。

17、 20と S K13は

からS K13の 方が

＼

==T=2474
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第131図  S B17020お よびその周辺 出土遺物実測図
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aD SB18(第 132、 133図・図版27～ 29)

N-37,38区で検出した東西棟の掘立柱建物である。梁行二間(4.15m)、 桁行四間 (8。 4m)の

規模で、北西南面に廂をもつ。主軸方位はN-62。 5°
一E、 廂部分を含めた床面積は51.2m2を

測る。 S P674-683-687が 棟持柱になるものと思われる。また、S B18の 西端付近にはS

K15～ 19の 五つの土坑を検出している。これらはS B18に伴うものと考えられる。柱間は梁

行が1。 95～ 2。 15m、 桁行は西から2.2、 0。 8、 2.5、 2。 9mを測る。柱穴の埋積土は明灰色極細

砂質シルトか灰色シルト質土である。柱穴の掘り方は、一部不定形のものがあるが、概ね円

形である。径は15～ 40cmで、25～ 35cm程のものが多い。

第132図 はS B18関 連の柱穴、土坑から出土した遺物の実測図である。481～485は 土師器

小皿である。481、 485は完形で482、 483は ほぼ完形で出上した。日径は6.0～6.4cm、 底部は

すべて回転ヘラ切りである。薄手や厚手のつくりのものがある。486～491は土師器杯である。

このうち488は S P682の 柱痕中から底部を上にした状態で出土した(図版29② )。 柱抜き取 り

時に杯を伏せ置いたものと理解される。486～491の杯は、いずれも底部は回転ヘラ切りで、

日縁が内湾気味にのびるものと外湾気味にのびるものがある。492は瓦質土器の杯である。

.G+gt @482

~483  ~484  ~485

86 0

長
:::::[::]][:::::::'7`:7

8

9

o          10crn

493

S B18 出土遺物実測図第132図
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外上方にのびる口縁を有する。底部と体部の境界は不明瞭、底部は回転ヘラ切 りの後ナデら

れている。板状圧痕が残る。493は瓦質土器の甕底部の破片である。平底を呈し、体部外面

には2～ 3 11ull目 の格子目叩き、内面は同心円状のあて貝痕がナデられ、同心円文はほとんど

消されている。岡山県の亀山焼の製品である。494～496は銅銭である。494は 「嘉祐通宝」

で1056年初鋳の宋銭である。495は「大観通宝」で1107年初鋳の宋銭である。496は「開元通宝」

A/ヽ ___   ′
:

q-'" v)L' L= 1

'v.I' t- t
m lo 1o^

だ
′
Rり

7710

一

　
　
　
一　
一

Ｖ

Ｅ

卜
．
卜

・
――

』

こ

一

７０９鋤
SP

。

７

◎

〇

―
―

Ｆ
＝
Ｎ

耐
Ｆ

Ｏ
ヽ

川

Ч

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

１

１

可

―

―

―

―

‐

川

「

―

―

―

‐

川

「

Ｆ
＝
Ｎ
卜
唱
口
ヽ

ロ

ー
ー

汀響
瑠 〇

=

ト
ト
ー
ー
Ｒ
Ｆ
Ｉ
間
Ｆ
Ｉ
」
ｒ
ｌ
ｋ
ピ
ー
Ｌ
ｒ
ｌ
Ｌ
ｒ

ず

落◎面 %316 9151
L=7.7m

｀
10

o              2m

第134図  S B19 平面・断面図

(s K20)

-152-



測る。建物西側には雨落ち溝 と考えられるS D35が 、建物内部の

東南隅付近にはS B19に 伴うと考えられるS K20が ある。柱穴の

埋積土は灰色シル ト質土を中心に明灰色極細砂質シル トなどから

なる。柱穴の掘 り方は一部楕円形のものがあるが、概ね円形で、

径は25～ 35cm程である。 S K20の 他に八つの柱穴から遺物が出土

した。第135図 はS B19出 土の遺物実測図である。497は 土師器小

皿、完形で出土した。厚手なつ くりで内湾気味の口縁を有する。

498～500は 土師器杯である。498、 499は S K20か ら出土したもの

で、ともに完形のものである。 この他にS B19か らは須恵器の椀

か杯、須恵器の甕、器種不明の土師質土器の破片が出土 している。

である。「開元通宝」は唐代のものや五代十国代のものなどがあるが、いずれに該当するか

は分からない。この他にS B18か らは土師器の杯、小皿・土師質土釜の脚部・器種不明の土

師質土器の細片が出土 している。また、 S P672に は柱材が遺存 しており、分析の結果マキ

属の一種に同定されている。

00 SB19(第 134、 135図・図版30、 31)

N-37,38区 で検出した東西棟の掘立柱建物である。梁行一ないし二間 (3.9m)、 桁行三間

(7。 5m)の規模である。北面に張 り出し部があり、北側桁行 と張 り出し部の柱が、南側桁行

の柱に対応する関係にある。主軸方位はN-65° ―E、 張 り出し部を含めた床面積は32.Om2を

αη その他の柱穴から出土した遺物 (第 136図 )

第136図 は復元した掘立柱建物に関連する柱穴以外の柱穴から出土した遺物の実測図であ

る。501、 502は 土師器小皿、503、 504は 土師器杯である。504の杯は歪んでいる。505は 凹基

式の石鏃である。風化している。

0          10cln

第135図  S B19
出土遺物実測図

出魏
_        505

S P 704
0               5 cln

=-,/s P 704 s01 ---z 502
S P745

s P745
0                     10cln

第136図 その他の柱穴出上の遺物実測図
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cD SA01～ 05

① SA01(第 137図・図版32)

N-39～ 42区で検出した十柱穴からなる柵列である。全長約19mでぁる。南側にS B05、

06が存在するが、柱穴が三者のどれに属するのか不明確である。柵列は概ね直線で、方位は

N-29.5° 一Wを測る。柱穴間の距離は1.6～ 2.55mで、柱穴埋積土は明灰色極細砂質シル

トである。柱穴掘り方は円形ないし楕円形で、長径は18～ 28、 短径は10cm前後である。柱穴

から遺物は出土しなかったが、 S B05、 06を はじめ周辺の中世の遺物を出土する柱穴と埋積

土が同一であるため当該期の遺構と推定される。

② SA02(第 137図 )

O-37,38区 の東南端で検出した五柱穴からなる柵列である。 4柱穴が直線に並び直角に折

れて 1柱穴がある。調査区の隅にあたるため掘立柱建物に復元される可能性がある。柱穴の

間隔は4柱穴間は1.9～ 2。 lm、 屈曲部は1。 4mを測り、4柱穴の方位はN-30.5° 一Wを測る。

柱穴の掘り方は概ね円形で、径は15～30cmを 測る。埋積土は明灰色シルト質土である。遺物

は出土しなかつたが、周辺の柱穴の埋積土との関連から中世に属するものと推定される。

③ SA03(第 137図 )

0-37,38区 で検出した五柱穴からなる柵列である。全長約3.7m、 方位はN-26° 一Wを測

る。柱穴の間隔は北から1。 2、 0。 54、 0。 7、 1.2mと 不揃いである。柱穴の掘り方は円形ない

し楕円形で長径は18ん 30cm、 短径は13～21cmを 測る。埋積土は明灰色シルト質土である。 S

P489か ら遺物が出土している (第 126図 473)。 内面黒色の黒色土器椀の底部の破片である。

④ SA04(第 124図 )

0-37,38区 で検出された。S B13の 東面、北面と西面の一部を囲続する柵列で十一の柱穴

からなる。S B13の 東面とは約0.7m、 北面とは約0.5m、 西面とは約0。 9m離れた位置にあ

り、全長約15mを測る。S A04は 、S B13の 廂部分の可能性もあるが、西側が途中で途切

れていること、S B13の 柱穴の配置との関係が不整合であると考えられることから柵列と推

定した。柱穴の間隔は北面側が3.2、 1.9mで、東西側は0.4～ 1。 7mと 不揃いである。柱穴

埋積土は明灰色シルト質土である。柱穴掘り方は円形のものが多く、径は15～40cmを 測る。

3つ の柱穴から遺物が出土している。第126図470は S P561か ら出土した瓦質土器の杯の破

-154-



■
旧
旧
Ⅲ
刊
田
田
Ｊ

Ｅ

Ｎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ

ｋ

リ

ー

Ｉ

Ｒ

Ｐ

Ｉ

Ｉ

Ｄ

‐

―

―

Ｉ

Ｌ

ｒ

Ｅ
∞
．卜
＝

Ｊ

卜
［
寸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞
【せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
【せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
∞
寸
Ｌ
∽

ｌ

ｏ

◎

◎

ｎ

ｏ

く

∽

」

ｒ

ｌ

ｌ

ｋ

ｒ

ｌ

Ｐ

ｋ

ｒ

ｌ

ｌ

ｌ

ｈ

ｒ

ＣＥ
∞
．卜
＝

コ【∞
寸

②

ふ
∞
寸
　
　
　
　
∞
∞
寸
　
　
〇
∞
寸

∞
倒
め

‐
′‐川川月月〔（蜘｝寸」
」

〇
―
―
◎
―

◎

∞
ｏ
く

∽

Ｅ
い
．卜
＝

コ

ー
ー【

〇
寸Ｓ

〇
〇
寸

一
◎

J   λ

tu6・ ι==¬

◎ 零

⑥ 彗

焉

／
／

』

◎壺

第137図  S A01～ 03005 平面・断面図

寸
〇
せ
Ｌ

∽

◎

倒

ｏ

く

∽

Ｉ

Ｄ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

‐

―

、

ｒ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｅ
Ｈ
．∞
＝

コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
‐

卜
０
【

◎

0§

-155-

Ｉ

　
Ｅ
【
．∞
＝

コ

∞
０
【

１

０

0目

OE

や ヽ

0日

∞
卜
【
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寸
卜
【
　
　
　
　
　
　
　
　
崎
卜
【
∝

∽

０

１
１
１
１
１
１
１
１
１

０

　

　

　

　

　

　

　

ｏ

【

ｏ

く

∽



片である。底部は回転ヘラ切り、板状圧痕が残る。この他に図化していないが土師器小皿の

小破片が出土している。

⑤ SA05(第 137図 )

O-37,38区 の西南で検出した四柱穴からなる柵列である。全長約4。 8m、 方位N-24° ―W

を測る。北へ lm離れたS B14の S P421と も柱穴の配置が並ぶため、ここまで延びている

可能性がある。柱穴の間隔は北から2.1、 1.3、 1.4mで、柱穴の掘り方は円形ないし楕円形

である。楕円形のものは長径45cm、 短径18、 24cm程で、円形のものは30cm程 と不揃いの大き

さである。埋積土は明灰色シル ト質土である。S P417か ら遺物が出土している。図化して

いないが、土師器の杯の口縁部の小破片である。

2。 土坑・性格不明遺構

(1)S K05(第 138、 139図・図版32)

N-39～ 42区 のN-41グ リッドで検出した土坑である。平面形はやや不整な長方形を呈する

ものと思われる。西側は弘光10ト レンチで壊されているが、調査区西端の壁面にS K05の 断

長`
[[[]::][]]:::::::''7子

12

]F[:::::::][::::::;ラZ14

/ひけ́
「
lili:::IIII11-

°
5Ю

第138図  S K05 出土遺物実測図

0                     10cln
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面がかからないことから、

長軸は現存の5.4m以上で

6。 2m以 内、短 軸 は2.2m

程の規模である。軸方位は

N-63。 5°
一Eを測る。深さ

は最深で20cm、 極めて緩や

かな皿状の断面形 を呈す

る。埋積土は灰色粘質土一

層である。

S K05か らは28くん入 リコ

ンテナ1/3箱 と他 と比較 し

て多 くの遺物が出土してい

る。すべてが土器片で土師

器の杯が圧倒的に多 く、そ

のうちには完形のものが多

く含まれている。遺物は乱

雑な状況で出土し、廃棄さ

れたものと推定される。

第138図 はS K05出 土 の

遺物実測図である。506～

516は 土師器杯である。口

径10cm内 外、器高2.2～ 2。 7

cmを測る。底部はすべて回

転ヘラ切 りで、板状圧痕の

認められるものがある。517

は須恵器の長頸壺の頸部の

破片と考えられるが、小片

のため特定は出来ない。ま

た、図の天地 も検討の余地

を残す。摩滅している。518

ШO・ 8=¬
Ｅ
ｏ
．∞
＝

コ

一

0              1m

灰色粘質土 (Fe.Mn含 )

明灰色粘質土 (Fe.Mn多含、地山 )

第139図  S K05 平面・断面図

-157-



は土師質でふいごの羽口かと思われる粘土塊である。摩滅している。519は 土師質土釜の脚

部である。体部との接合部にはハケを施している。520は 土師質土釜の破片である。形態か

らみて脚部が付くものと思われる。この他にS K05か らは図化していないが、土師器杯 0小

皿の破片、土師質土釜の破片、器種不明の須恵器片が出土している。

(2)S K06(第 140、 141図・図版33)

N-39～ 42区 のN-40グ リッドで

検出した土坑である。平面形は隅

丸の長方形を呈し、西端は片方は

ヒレ状に突出し、片方には柱穴が

重複している。柱穴 とS K06と の

前後関係は明 らかに出来なかっ

た。長軸は2.lm、 短軸は0。 95m、

深 さ0。 16mを 測 る。断面 は比較

的急傾斜の掘 り込みをもち、平坦

な底部を有する皿状を呈する。長

軸の方位 はN-58° 一Eを 測 り、

周囲の掘立柱建物などの方位 と概

ね合致している。埋積土は灰色極

細砂質シル ト質上で、その中に 2111111程 の厚さの暗灰色粘質土のバンドが挟在している。墓の

可能性を考えて精査 したが詳細はわからなかった。

第141図 はS K06出 上の遺物実測図である。521は瓦質土器の小皿 と考えられる。522は 備

前焼のすり鉢の小破片である。口縁上面を斜めに切ったように作っている。備前焼Ⅲ期に属

Ｃ
Ｅ
Ｏ
．
∞
＝

コ

2

0              1m

灰色極細砂質 シル ト質土

IT謗醗翫発茂ヾサ鍛βl

明灰色粘質土 (Fe.Mn含、地山)

第140図  S K06 平面・断面図

- 521

0           10cln
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523

第141図  S K06 出土遺物実測図
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するものと思われる(注 )。 523は土師質土釜の回縁

部小片である。鍔下面には鍔接合の際の指おさえ

の跡が顕著に残っている。524は 土師質土釜の脚

部である。S K06か らは図化した遺物の他に、器

種不明の瓦質土器片 0土師質土器片、土師質土釜

の脚部破片が出土している。

(注) 間壁忠彦『備前焼 考古学ライブラリー60』 1991

ニュークリアサイエンス社

(3)S K07(第 142図 )

N-39～ 42区 のN-40グ リッドで検出した土坑で

ある。平面形は楕円に近い隅丸の長方形で、長軸

2.3m、 短軸0。 85mを 測 る。 S K07は S X04の 埋

積土を除去した後に検出したもので、検出面から

の深さは0。 12m程度で、断面形は浅い皿状 を呈

する。長軸の方位はN-28° 一Eで、周囲の掘立柱

建物の方位 と概ね合致している。図化できた遺物

はないが、土師器小皿の小片、土師器杯か小皿の

小片、器種不明の須恵器および瓦質土器の小片が出土している。
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第142図

S K07 平面・断面図
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(4)S K08

(第 143図・図版34)

N-39～ 42区 のN-40

グリッドで検出した土

坑である。平面形は隅

丸 の長 方形 で、長軸

2。 52m、 短 軸0.9mを

涸Jる 。 ,架 さ は0.22m

で急傾斜に掘 り込み平

坦な底部をもつ。埋積

明灰色シル ト質土 (Fe.Mn含、

明灰色粘質上のプロック含)

明灰色粘質土 (Fe.Mn含、地山)

第143図  S

L=8.Om

0              1m

K08 平面・断面図
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土は灰色シルト質土で、その中に下層の明灰色粘質土が塊状に混ざつている。このことから

人為的に埋め戻した可能性が考えられる。墓の可能性を考えて精査したが、詳細は不明であ

る。遺物は出土しなかった。長軸の方位がN-60° 一Eを測り、周囲の方位の分かる中世遺構

と概ね合致していることから当該期の遺構と考えられる。

G)S K09(第 144、 145図・図版34)

0-37,38区 で検出した土坑である。平面形は不定形で、東西幅3.5m、 南北幅3.4m程の規

模である。比較的急傾斜で掘り込んでおり、断面形は逆台形状を呈する。深さは25cmで、埋

L=7.8m

ｒ
＝
Ч
・∞
ヨ

眼優ξ響甲彎考14姿 濃色シルトの薄いバンドω
明灰色粘質土 (Fe.Mn合、地山)

9    .   lm

第144図  S K09 平面・断面図
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積土は灰と考えられる灰色シル トのバンドが散見される明灰色極細砂質シル トである。 SK

09は 廃棄土坑 と考えているが、遺物は僅かに出土しただけである。

第145図 はS K09出 上の遺物実測図である。525、 526は 土師器小皿の破片である。525は 口

縁が玉縁状に膨 らんでいる。527は 土師器杯である。ほぼ完形である。底部は回転ヘラ切 り

の後ナデ、板状圧痕が認められる。528は 土師質土釜の破片である。外面には煤が付着 して

いる。鍔下面、体部内面の脚部を接合している付近は、顕著に指おさえの跡が認められる。

この他にS K09か らは土師器杯、器種不明の須恵器・土師質土器の小片が出土している。

525

526
0                     1ocln

第145図  S K09 出土遺物実測図

(6)S K10(第 146、 147図・ 図版35)

0-37,38区 で検出した土坑である。長軸が「 L」 字 を呈する楕円形 とで もいうべき不定形

の平面形 を呈する。東西幅 1。 3m、 南

北幅1.9m程 の規模である。深さは10

cm程で、きわめてなだらかな皿状の断

面形を呈する。埋積土はS K09と 同一

で、灰ではないかと思われる灰色シル

トのバンドがインボリューション状に

混 じる、明灰色極細砂質シル トであ

る。廃棄土坑の可能性 を考えている

が、出土遺物は僅かである。

第147図 はS K10出 上の遺物実測図

である。529は 土師器杯である。薄手

のつくりで、底部は回転ヘラ切 りの後

ナデている。530は 須恵器 こね鉢の破

片である。軟質な焼 き上がりである。

東播系の製品と考えられる。 S K10で

Lu8・ ι=¬

|     |

|

0              1m

1眼
餐ξST穏琴咆推姿濃色シルトの薄いバンド創

2 明灰色粘質土 (Fe.Mn含、地山)

第146図  S K10 平面・断面図
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はこの他に土師器の杯・小皿、器種不明の土師質土器の小片が出土している。

0          1ocln

第147図  S K10 出土遺物実測図

(7)S K13(第 148～ 150・ 図版35、 36)

O-37,38区 で検出した土坑である。平面形は巨視的には隅丸の長方形を呈する。軸はおよ

そN-28。 5°
一Wである。北側では0。 lm程の深さで、途中か らさらに0。 5m程掘 り込んでお

り、浅い部分を含めた長軸幅は約6.8m、 短軸幅は約4.5mを 測る。深い部分の長軸幅は約5.0

mである。埋積土は数層に細分される。下層には小礫を含む灰色砂や灰 と考えられる黒灰

色シル ト質土が、上層には灰色極細砂質土が堆積する。灰色極細砂質土層には多量の自然石

が包含されていた。これらは第148図 に示す通 りで、意図的に配置 したのではなく廃棄 した

と考えられる出土状況である。石材は大多数がサヌカイ トを含む安山岩の角礫で、一割程度

が砂岩の円・亜円礫、ごく少数が凝灰岩・花同岩である。これらの半分近 くは煤などが付着

しており火を受けたものと判断される。遺物は28くん入 リコンテナ1/2箱 出土 している。出土

状況は破片が乱雑に出土する状況である。これらのことからS K13は 廃棄土坑 と考えられる。

第149、 150図 はS K13出 土の遺物実測図である。

531～534は 土師器の杯である。底部は回転ヘラ切 りで板状圧痕の認められるものがある。

531は ほぼ完形で出土した。また、534は復元径 13。 Ocmを測 り、本遺跡のなかでは大型である。

535、 536は 自磁である。535は椀の口縁部の破片と思われる。端部を外反させて丸 くさせて

いる。内面には不明瞭であるが、一条の沈線が巡つている。灰白色の胎土中には黒色の細粒

が含まれている。以上の特徴から白磁椀 V類0に該当すると思われる。536は椀の底部の破

片である。削り出し高台を有するが削り出しは僅かである。釉は内面のみ認められ、見込み

部周囲に一条の沈線が巡っている。灰白色の胎土には黒色の細粒が含まれる。白磁椀Ⅳ類に

該当すると思われる。537～542は 須恵器こね鉢の破片である。537は 極めて軟質な焼 き上が

り、538、 539も 軟質な焼 き上が りである。542は 底部の破片で、回転ヘラ切 りされている。

これらは東播系の製品であろう。

543は 土師質の甕の底部の破片である。不明瞭であるが、内外面にハケが認められる。
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6 灰色粘質土 (Fe.Mn含 )

7 灰色砂 (粗砂 。小礫主)

8 明灰色粘質土 (Fe.Mn含、地山)

Lu8・ ι=¬

(Fe.Mnわ ずか含、灰色シル トの薄いバンド含 )

Ｆ
＝
Ｎ
∞
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L=7.8m

第148図  S K13掘削状況 平面・断面図
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第149図  S K13 出土遺物実測図①

544～546は土師質土釜の口縁部の破片である。544は 内面にはハケが施されている。外面

の鍔下半には煤が付着している。545、 546は 内外面にハケが施されている。546の鍔下半に

‐瑾

中

洲

Ｗ

ＩＩ‐‐Ｉ

Ｕ

Ｏ
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(8)S K14

(第 151、 152図・図版37)

N-37,38区 で検出した土

坑である。平面形は不定で

東西幅約2.2m、 南北幅約

2。 2m程度の規模である。

深 さは0.16m程 で、断 面

形は浅い皿状を呈する。埋

積土は下層の灰かと思われ

る明灰色粘質土層と上層の

明灰色極細砂質シル ト層の

2層である。

第152図 はS K14出 土 の

遺物実測図である。

Ш8・ ι=¬

明灰色極細砂質シル ト
明灰色粘質土 (Fe.Mn含 、地山)

第151図  S K14 平面 0断面図
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第150図  S K13 出土遺物実測図②

は煤が付着している。547、 548は土師質土釜の脚部である。煤が付着している。549は 紡錘

車である。下層からの混入と考えられる。550は器種不明の土師質土器の小破片である。粘

土帯を連ねて筒状にしたもので、一端は外方に屈曲している。551は木器である。杓文字と

考えられる。スギ科の木材の柾目板を加工したものである。

S K13か らは図化した遺物の他に、緑釉陶器の小破片の他、土師器の杯・小皿、須恵器の

杯・鉢、土師質土釜の脚部片、弥生土器甕、器種不明の須恵器片・土師質土器片・弥生土器

片が出土している。

(注 )横 田賢次郎・森田勉「太宰府出上の輸入中国陶磁器について型式分類 と編年を中心 として」『九州歴史資料

館研究論集』 4 1978

Ｅ
”
ヽ
町
刊

◎



552は 土師器小皿である。底部は回転ヘラ切 り、板状圧痕が認

められる。553、 554は 土師器杯である。553は ほぼ完形で出土し

た。554の底部には板状圧痕が認められる。S K14か らは図化し

た遺物の他に土師器の杯・小皿の破片、瓦質土器の杯か椀の破

片、土師質土釜の破片、器種不明の須恵器片が出土している。

師質土器・須恵器の破片が出土している。

00 SX05(第 154、 155図 )

ー

54

(9)S X04(第 115、 153図・図版23)
第152図  S K14

N-39～ 42区 の S B08付近あるいはS B08に 付随する深さ0。 lm   出土遺物実測図

程の凹地である。西側が調査区外に延びるため全容は不明であるが、検出部分では「コ」の

字状の凹地 となる。弘光10ト レンチの西壁にはこの凹地が認められないため、 S B08の 西面

付近で終つている可能性が高い。埋積土は明灰色極細砂質土で、 S B08の 柱穴や S K07を 覆

っている。第153図 はS X04出 土の遺物実測図である。555、 556は土師器小皿である。555は

破片で復元径6.lcm、 器高 1。 Ocmを 測 り、本遺跡出土のものの中では小型品であるg556も 小

型である。内傾気味に立ち上がる口縁を有する。557 _
555

は土師質土釜の破片である。鍔下半に指おさえの跡が

顕著に残る。図化していないが S X04か らは、土師器  EIE三 七60      10m
の小皿の破片、瓦質土器の杯の破片、土師質土器のす

り鉢の破片、土師質土釜の脚部の破片、器種不明の土
第153図  S X04

出土遺物実測図

N-39～ 42区 のN-40グ リッドで検出した性格不明遺構である。大半が弘光10ト レンチで壊

されているため平面形は不明である。残存部は隅丸の方形を呈 し、幅 1。 8m、 深さ0.15mを

測る。断面は皿状を呈する。なお、 S X05は 調査区西際の壁面にもかかっており、調査区の

西側に続いており、土坑であるのか溝状遺構 として把握されるのか不明である。

S X05の 埋積土は暗茶色シル ト質土層で橙色をした 2～ 5 cm程の焦土塊を多量に含んでい

るのが特徴である。 S X05の 底面には火を受けたような痕跡が認められないことから、他所

で生じた焦土をS X05に 廃棄 したものと思われる。

第155図 はS X05出 土の遺物実測図である。 S X05は 調査 した部分が小面積であったため

か、出土遺物は僅少である。558、 559は 土師器の小皿である。 ともに完形で出土している。

口径5.2、 5.6cm、 器高は1。 2、 1。 5cmを 測 り、本遺跡出土の小皿の中では小型品である。
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第154図  S X05～08 平面・断面図
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N-39～42区 のN-41グ リッドで検出した性格不明遺構であ 第155図  S X05

る。 S X05と 同じく大半が弘光10ト レンチで壊されているた  出土遺物実測図

め平面形は不明である。残存部は隅丸の方形を呈し、幅1.44m、 深さ0。 24mを測る。断面は

皿状を呈する。 S X08を 壊 して掘削されており、 S D34と 切 り合い関係にあるが、 S D34と

の前後関係は不明確であった。 S X06も S X05と 同様で、調査区の西側に拡がっており、埋

積土も同様である。

S X06か らの出土遺物は僅少である。図化不能の細片が多 く、土師器の杯・小皿、瓦質土

器の椀か杯の破片、土師質土釜の脚部の破片、器種不明の土師質土器の破片が出土している。

Oυ  SX07(第 154、 156図 )

N-39～42区 のN-40グ リッドで検出した性格不明遺構である。 S X05に 壊されている。平

この他にS X05か らは土師器杯の破片が出土している。

CD SX06(第 154図・図版 2)

面形は不定で1。 5× 1.Om程の規模である。深 さは 2～ 3 cm程度 と

極めて浅い。埋積土は灰色シル ト質土で北側至近の S X04の 埋積土

と近似する。

第156図 560は S X07か ら出土 した瓦質土器の杯の破片である。こ

の他に瓦質土器の椀か杯、土師器の杯か小皿の破片が出土している。

呻  
…558                559

0                    1ocm

560

0                     10cln

第156図  S X07
出土遺物実測図

0                     1ocln

第157図  S X08
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(13)S X08

(第 154、 157図・図版33)

N-39～ 42区 のN-41グ リッドで検

出した性格不明遺構である。 S X06

に壊されている。検出部分は遺構の

東側部分で、西側は調査区外に延び

ている。検出部分は隅丸方形の平面

形で、短軸幅3。 2m、 長軸幅は4。 3m

以上を測る。深さは0。 3～ 0。 4mで、

逆台形の断面を有する。第157図 は

S X08出 土の遺物実測図である。

こ`こ三二二[ニニ][三三三三≡三Z`[1   ::::::::i;テ
1''日

=二

r三二
ili:=

出土遺物実測図



561(562は土師器の小皿の破片である。563、 564は土師器の杯の破片である。563は 薄手の

つくりで、底部は回転ヘラ切 りである。564は やや摩滅している。底部は回転ヘラ切 りの後

ナデている。565は器種不明の土師器の小破片である。椀底部と考えたが検討の余地がある。

566は須恵器こね鉢の口縁部の破片である。やや軟質な焼成である。東播系の製品と考えら

れる。567、 568は土師質土鍋の口縁部の破片である。この他にS X08か らは、土師器の杯 0

小皿、瓦質土器の椀か杯、土師質土釜の脚部、器種不明の瓦質土器・土師質土器 0須恵器の

破片が出土している。

3。 溝状遺構

中世に属すると考えられる溝状遺構を数条検出した。これらは断片的に検出されたものが

多く、調査区南部に集中する。これは北部の調査区が削平をうけているためと考えられる。

(1)S D28(第 158、 159図・図版38)

0,P-41,42区 で検出した溝状遺構である。ほぼ直線の流路で、走向はN-31° 一Wを測る。

南北両端で途切れており、全長21mで ある。幅は0。 9～ 1.Om、 深さは10～ 17cmで、皿状の断

面形を有する。埋積土は明灰色シルト質土である。

L=8.lm

1 明灰色シル ト質土 (Fe.Mn含 )

2 明灰色粘質土 (Fe.Mn含、地山)

W~｀
く こ I13/~E

2

0              1m

第158図  S D28 断面図

S D28か らは28くん入 リコンテナ1/4箱程の遺物が出土している。土師器杯が圧倒的に多 く、

完形で出土したものも多い。これらのほとんどは底部を下にした状態で出土したが、これは

人為によるものか自然現象であるのかは不明である。第159図 はS D28出 土の遺物実測図で

ある。569～574は 土師器の小皿である。570～572と 574は 完形で出土 した。やや歪んでいる

ものがある(570,572)。 底部はすべて回転ヘラ切 りで、板状圧痕の認められるものがある(571,

573)。 575～588は 土師器の杯である。578,580,581,583,585～ 588は 完形 もしくは完形に近い

形で出土した。摩滅しているものがあるが、底部はすべてが回転ヘラ切 りで、その後にナデ

ているもの(575,578,581,5829586,588)、 板状圧痕の認められるもの(581,583～ 585)がある。
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第159図  S D28 出土遺物実測図

なお、588は皿に類似するような形態を呈 し、S D28出 土の杯の中では異質な印象をうける。

底部は丁寧にナデられている。589は 瓦質土器の椀か杯の口縁部の破片である。590は 瓦質土

器の甕口縁部の破片である。体部外面、口縁部外面に格子目叩きが認められる。口縁部は上

方に立上 り、口縁端面はわずかに肥厚して、端面はくぼんでいる。以上の特徴から、岡山県

の亀山焼の製品と考えられる。591は 土師質土釜の脚部の破片である。
.体

部 との接合部には

粗いハケが認められる。この他にS D28か らは、図化遺物と接合できないが同一個体 と考え

られる破片の他、器種不明の須恵器の破片が出土している。

(2)S D29(第 160図 0図版39)

0-39,40区で検出した溝状遺構である。調査区東端から概ねN-65° 一Wの方向で直線状に

流れ、途中でN-32° ―Wの 方向に屈曲している。検出長は約28mである。幅は1。 6～2.lm

で、断面形は中央部が盛 り上がる「W」 字状を呈する。深さは11～ 22cm程、埋積土は小礫を

わずかに含む灰色粘質土である。 S D29か ら出土した遺物は僅少で、弥生土器 と考えられる

V
569

570

571

572

573

シ
574

85

-\/\\/\-/ sel

0 loqn

-
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摩滅した細片が若干量あるのみである。S D29は 古墳時代後期の遺物を包含する暗茶褐色シ

ルト質土の上面から掘り込まれていること、埋積土が周囲の中世の遺物を出土する遺構と近

似することの 2点の根拠から、当該期の遺構と推定される。

W一一

L=8.Om
一 E

明灰色シル ト質土 (Fe.Mn含 )

灰色シル ト質土 (Fe.Mn含 )

明茶褐色小礫混じり砂質土 (下 層のSD埋土 )

:鶴断晶省け経ザ置。詰蟹釉)

0              1m

第160図  S D29 断面図

(3)S D30(第 161図・図版40)

N-39～ 42区、O-39,40区 で検出した溝状遺構である。やや湾曲するが概ねN-30° 一Wの

方向で直線状に流れる。検出長は約32m、 幅は0.5～0.6m、 深さは5～ 17cmで 、皿状の断面

形を呈する。徐々に浅 くなっていき、O,P-41,42区 では消滅 している。埋積土は明灰色シ

ル ト質土の上層と灰色シル ト質上の下層の 2層からなる。 S D30か らは弥生土器 と考えられ

る摩滅した土器細片が若干量出土したのみであるが、古墳時代後期の遺物を包含する暗茶褐

色シル ト質土の上面から掘 り込 まれていること、埋積土が周囲の中世の遺物を出土する遺構

と近似することの 2点から、当該期の遺構 と推定される。

1  2   L=8.Om
W         E

3

0         1m

第161図  S D30 断面図

(4)S D31(第 162,163図 )

N-39～ 42区 で検出した溝状遺構である。調査区西端から概ねN-54° 一Eの 方向に幅0.35

m、 深さ 4 cm程 の小流が、幅 1。 lm、 深さ21cm程の水溜め状部分を経て屈曲し、概ね直線状

にN-26.5° 一Wの方向に幅0.6m、 深さ10cm程 の流れ となって、北流するものである。この

部分での断面は、最深部が溝幅の中点よりもやや東側に偏ったところにある形である。検出

長は約25mを測る。埋積土は灰色シル ト質土の一層である。遺物は土器破片が散在する状

況で若干量出土している。

第163図 は、 S D31出 土の遺物実測図である。592は 瓦質土器の鉢の小破片である。593は

土師質土釜の口縁部の小破片、594は 土師質土釜の脚部の破片である。 この他にS D31か ら

は土師器の杯・小皿、瓦質土器甕の破片のほか、器種不明の瓦質土器・須恵器・土師質土器

・弥生土器の破片が出土している。
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い

N-39～ 42区 で検出した溝状遺構である。概ねN―

61.5° ―Eの方向に流れ、検出長は約 2m両端 ともに
―

海

消滅している。幅0.25m、 深さ 4 cm程 の規模で、埋積     1ヽ 5C

土は明灰色シル ト質土である。 S B08の 雨落ち溝 と考 0               '  1

えられるЮ 遺物は出土しなかった。            第163図  S皐
lLCln 

。

足測図      594

(6)S D33(第 115図 )

N-39～ 42区 で検出した溝状遺構である。 N-28。 5°
一Wの方向で、全長約2。 6m、 両端は途

切れており、長楕円形状を呈する。幅0。 5～ 0.8m、 深さ12cm程 の規模である。 S B08の 項で

触れたとおり、 S B08の 柱穴である可能性が考えられる。遺物は出土しなかった。

(7)S D34(第 115図 )

N-39～ 42区 で検出した溝状遺構である。 S X04と S X06を 結んでいるが、前後関係は不明

である。幅0。 lm、 深さ 1～ 2 cmを 測る。遺物は出土しなかった。

(8)S D35

N-37,38区で検出した溝状遺構である。 S B19の 西側に梁行の方向とほぼ合致して位置す

ることから、雨落ち溝 と考えられる。検出長約3。 Om、 幅0.6～ 0。 95m、 深さ 1～ 9 cmを 測る。

埋積土は灰色極細砂質シル ト質土で、遺物は図化していないが、土師器の杯 0小皿、土師質

土釜の脚部の破片が出土している。
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4.中世の遺構・遺物のまとめ

中世の遺構として20棟の掘立柱建物をはじめ、土坑・溝状遺構などを検出した。これらに

は、S Bllと S D30や S B17と 20お よびS K13な どのように切 り合い関係があるものがあ

る。しかし、S K13は 廃棄土坑でS B20な どの廃絶時に掘られたものと考えられるから、絶

対多数の遺構に顕著な時期差は認められず、むしろ川津二代取遺跡の当該期の集落は成立後

に短期間で廃絶したようである。

出土遺物は土器と少数の陶磁器、木器、銅銭などがあったが、土器の大多数は12世紀後半

から13世紀前半に属するものと思われる。

集落の範囲については、集落が当地域の微地形と無関係に成立し、また、当該期の集落に

多く認められる集落を画する溝状遺構も明瞭ではないため不明である。しかしながら、集落

の北限はS B19(N-37,3800-37,38区 )以北において当該期の遺構が全く検出されないこ

とから、この付近に考えられる。また、南限はS B01や S B06よ り南に当該期の遺構が検出

されないことから、この付近に考えられる。東西の範囲については検討する資料がない。

なお、集落の廃絶について注意されることとして、出土遺物や遺構の状況の中に火をうけ

たと考えられるものが多く含まれている。たとえばS K13内 に乱雑に投棄されていた石材の

多くは火をうけて、煤が付着したりしているものが多く、また柱穴の埋積土に焦土を含むも

のが多い。集落の廃絶の原因については不明であるが、火災に遭っていることは確実と思わ

れ、その後に整地のためにS K050 090 100 13・ 14な どの廃棄土坑が掘削されたものと考え

られる。
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第 5節 近 0現代の遺構と遺物

近代ないし現代に属すると考えられる遺構・遺物を、主として南部 (O,P-43、 O,P-41,

42、 N-39～42、 O-39,40区 )の調査区から検出した。これらは遺物を伴わないものが多いが、

本遺跡において中世の遺物を出土する遺構の埋積土がほぼ同一であり、それとは異なる埋積

土であること、一部の遺構については掘 り込み面を知ることができたが、それは中世の遺構

面より上層から掘 り込まれていること、一部の遺構において出土した遺物の年代観、などよ

り総合的に判断した。

1.柵列

(1)S A06(第166図 )

0,P-41,42区 で検出した九柱穴 よりなる柵列である。全長約24mを 測 る。方位 はN―

33.5° 一Wを 測 り、東側の至近の S D39と 西側に9.4m離れて存在するS A07と 平行する位

置関係にある。柱穴の間隔は一様に3.Omを 測る。柱穴の掘 り方は概ね円形で、径は25～ 35

cm程度のものが多い。柱穴の埋積土は暗灰色シル ト質土で、最上層の現代の水田耕土に近似

する。遺物は混入と考えられる土師器の杯か小皿の細片が出土しているが、埋積土から近・

現代の遺構 と考えられる。

(2)S A07(第 166図 )

0,P-41,42区 で検出した八柱穴よりなる柵列。全長約21mを測る。方位はN-33.5° 一W

を測 り、 S A06と S D39と 平行である。柱穴の間隔は一様に3.Omで、柱穴の掘 り方は概ね

円形、径は25cm前後のものが多い。埋積土は暗灰色シル ト質土である。遺物は出土しなかっ

たが、 S A06と 同様に近・現代の遺構 と考えられる。

(3)S A08(第 167図 )

N-39～ 42区 のN-40グ リッドで検出した五柱穴よりなる柵列。四柱穴が直線に並び、直角

に折れて一柱穴がある。掘立柱建物跡の可能性を考えて精査したが、この他に柱穴は検出さ

れなかった。 N-28。 5°
一Wの 方向で四柱穴が3.5mの 長さで並び、直角に1.4m離 れて一柱

穴がある。柱穴の掘 り方は概ね円形で、径は13～20cm程である。埋積土は暗灰色シル ト質土

で、遺物は出土しなかった。埋積土が現代の水田耕土 と近似していることから近・現代の遺
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構 と考えられる。

2。 土坑

近・現代に属すると考えられる21基の土坑を検出した。

これらは表にまとめる。このうちS K23～ 32、 35～ 38は S

D39の 片岸に沿ってほぼ4.0～4.5mの 間隔で並んでいる

ものである。遺構の規模からみて土坑 と考えたが、コンク

リー トで基礎を固めた支柱の掘 り方とも考えられ、柵列 と

考えたほうがよいかもしれない。第170図 595は S K25か ら

出土 した土釜、596は S K35か ら出土 した土師器小皿の破

片である。 ともに混入したものであろう。

第7表 近・現代の土坑 観察表①

一　

Ｐ３９６

◎

嘔
Ｉ
Ｊ
α
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｄ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
洲
ヽ
―
―
―
―
洲
「
―

第167図  S A08
平面・断面図

遺構名 平面形 断面形 規  模 (m) 埋 積 土 遺物 備 考

S K21 円形 逆台形

径0.8

深0.18

灰色シル ト質土と灰黄

色シル ト質上のプロッ

ク(Feo Mn)

鉦
小

S K22 楕円形 U字形

1.25× 0.6

深0.37

灰色 シル ト質土 と灰黄

色シル ト質土のプロッ

ク(Feo Mn)

笠
小

S K23 楕円形 逆台形

0.4以 上 ×0.35

深0.30

茶色シル ト質土と灰色

極細砂質上のプロック

(Feo Mn含 )

鉦
小

S K24 楕円形 逆台形

1。 4× 0。 5

汐晨0。 56

暗青灰色 シル ト質土 と

黄褐色粘質上のプロッ

ク(Feo Mn)

鉦
小

S K25 楕円形 U字形

0.8× 0.4

深 0。 44

灰色シル ト質土と灰黄

色シル ト質上のプロッ

ク(Fe.Mn)

有

土師器。杯か小皿.器種不明

の土師質土器.須恵器の破片

S K26 楕円形 逆台形

0.9× 0.45

深 0。 48

灰色シル ト質土と灰黄

色シル ト質上のプロッ

ク(F eo ⅣIn)

鉦
小

S K27 楕円形 U字形

0.65× 0。 4

深0.5

灰色 シル ト質土 と灰黄

色シル ト質土のプロッ

ク(Feo Mn)

有

器種不明の上師質土器、須

恵器の破片
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遺構名 平面形 断面形 規 模 (m) 埋 積 土 置物 備 考

S K28 楕円形 U字形

0。 95× 0.4

深0.31

灰色シル ト質土と灰黄

色シル ト質土のプロッ

ク (Fe.Mn)

有

器種不明の土師質土器の細

片

S K29 楕円形 U字形

0。 75× 0。 35

深 0。 22

灰色シル ト質土と灰黄

色シル ト質土のプロッ

ク (Fe.Mn)

有

器種不明の土師質土器の細

片

染め付け片

S K30 楕円形 L字形

1.3× 0。 4

深0.30

暗灰色シル ト質土と黄

灰色シル ト質土のプロ

ツク

有

器種不明の土師質土器の細

片

S K31 楕円形 U字形

0.6× 0.35

深0.27

暗灰色シル ト質土と黄

灰色シル ト質土のプロ

ツク

霊
小

S K32 楕円形 U字形

0。 7× 0。 4

深0.20

灰色シル ト質土と灰黄

色シル ト質土のプロッ

ク (Fe.Mn)

霊
小

S K33 楕円形 U字形

0。 87× 0.63

深 0。 19

灰色シル ト質土 (黄灰

色シル ト質土のプロッ

ク含, Fe.Mn)

有

土師器の杯か小皿の細片

(摩滅している)

S K34 楕円形 逆台形

1.15× 0.84

沸焉0。 25

明灰色粘質土 (暗茶褐

色粘質土のプロック

含)

無

S K35 楕円形 U字形

0.6× 0.4

深0.28

暗灰色シル ト質土

灰色粘質土のプロ

ク、Mn.Fe多含)

(明

ツ 笠
小

S K36 楕円形 逆台形

0.6× 0.4

深0.33

暗灰色シル ト質土と灰

黄色粘質土のプロック

(Fe.ⅣIn)

缶
小

S K37 楕円形 逆台形

0.55× 0。 45

深 0。 23

暗灰色シル ト質土と灰

黄色粘質上のプロック

(Fe.ⅣIn)

鉦
小

S K38 楕円形 逆台形

0.6× 0。 35

深0.26

暗灰色シル ト質土と灰

黄色粘質上のプロック

(Fe.ヽIn)

征
小

S K39 楕円形 U字形

1.0以上 ×0。 9

深0.54

暗茶褐色 0明 灰色 0灰

色粘質土のプロック

(Fe.Mn含 )

鉦
小

S K40 円形 皿1犬

径 1.0

深 0。 12

明灰色極細砂質土 (Fe.

Mn含 )

鉦
小

S K41 円形 皿状
1.2× 0。 85

深0。 17

2層 に分かれる

断面図を参照
笠
小

第8表 近・現代の土坑 観察表②
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S K26S K25

L=8.lmL=8.lm

S K30S K28

L=8.lm

月

洲
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ョ

L=7.9m

L=8.Om

ヒl」

L=8.Om

灰色シル ト質土と黄色シル ト質土のプロック (Fe.Mn含 )

暗灰色シル ト質土と黄灰色シル ト質上のプロック (Fe.Mn含 )

第168図 近・現代の土坑 平面・断面図①
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暗茶褐色粘質上のプロックを含む

明灰色粘質土 (Mn粒 .Fe多 含)

暗灰色シル ト質土 (Mn粒 .Fe多 含
の明灰色粘質上の小プロック混

入)

暗灰色シル ト質土と灰黄色粘質土
のプロック (Fe.Mn含 )

暗灰色シル ト質土 (水田耕土)

暗茶褐色粘質土
暗茶褐色粘質土。暗灰色粘質土。
灰色粘質土塊の乱雑なプロック

(Fe.Mn含 )

明灰色極細砂質土 (Fe.Mnゎ ずか

含 )

8 暗茶褐色粘質土灰色シル ト質土

灰色砂混 じり粘質土のプロック

(Fe.Mn含 )

9 灰色砂質土 (明灰色粘質土のプロ

ック含、細砂主体.Fe含 .Mnゎ ず
か含 )

S K40

3

4

5

6

L=7.6m

第169図 近・現代の土坑

|

S K39

平面・断面図②
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3.溝状遺構

近 。現代に属すると考えられる溝状遺構を 9条検出した。このうちの 7条は調査着手時に

機能していた水路の残骸 とその下層に残存していた前代の遺構である。また、残 りの 2条は

いわゆる鋤溝 と考えられるものである。溝状遺構の概要を一覧表にまとめる。

なお、第170図 597は S D45か ら出土 した「寛永通宝」である。598は S D39か ら出土 した

土師器の杯、混入であろう。599は S D45か ら出土 した滑石製の石鍋の破片である。体部外

面の鍔以下には煤が付着している。

第 9表 近 0現代の溝状遺構 観察表

S=1/1

遺構名 規模 (約 m) 検出長 方 向 埋 積 土 遺物 備 考

S D36 幅 0。 3 深 0。 06 10m N-30° 一W 明灰色シル ト質土 有 陶磁器片など

S D37 0。 3   0.07 4m 灰色極細砂質土 鉦
小

S D38 0。 7   0.06 5m 灰色シル ト質土 征
小

S D39 0。 7   0。 20 74rn

N-65° 一E

N-35° 一W

N-54° 一E

暗茶褐色粘質土・

明灰色極細砂質土

のプロック

有

陶磁器片,さ ん瓦片,土

師質土器片など

S D40 0.55  0。 19 17m N-54° 一E 茶灰色極細砂質土 有 上に同じ

S D41 1.3   0.28 33m N-33° 一W
明灰色極細砂質土

暗茶褐色粘質土の

プロックなど

有 上に同 じ

S D42 1.05  0.25 30m N-33° 一W 灰色極細砂質土 有 上に同じ

S D43 0。 6   0.07 26m N-34° 一W 灰色シル ト質土 鉦
小

S D44 0.65  0。 11 16m N-34° 一W 灰色シル ト質土 有 土師質土器片など

S D45 0。 5   0。 15 12m N-23°  一W 灰色シル ト質土 有 陶磁器片,さ ん瓦片など
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w― E

l 明灰色 シル ト質土 (Fe.Mnわ ずか含 )

S D38

l  L=8.lm
S一―、=_三ミ士

=3/一
一N

l 灰色 シル ト質土

S D37

L=8.lm
- 1 -E― W

l 明灰色極細砂質土 (Fe.Mn含 )

S D43

__   1  :三 」
・Om

W一――、 圭″″――― E

l 灰色シルト質土 (Fe多含)ルーズ

S D44

__   l   L三 二8.lm

W一 ―   ――E

1灰色シルト質土〔‡[:檜|「リサカζ
含

|

S D45

L=8.Om
W ~｀■＼

′
II〕ア

~……E

l 灰色シル ト質土 (極細砂質、Fe多含)

S D39040

--        l        L三 8.lm

S    

∫ 跳査線魯埜昇尭 ♂     
鋤

3 茶灰色 (～明灰色)極細砂質土 (Mn.Fe多含)

4 黄褐色極細砂質土 (Mn.Fe多含、偽地山)

S D41042       102 S D39  3 S D40

L=7.9m

|

1 1 灰色 シル ト質土 (小礫 をわずかに含み未分解の上性 )

2

3

4

5
lm 6

明灰色極細砂質土、暗茶褐色粘質土からなる未分解
のプロック (Fe.Mn含 )

灰色粘質土 (Fe.Mn含 )

灰色 (～明灰色)極細砂質土
灰色細砂 (混粘質土)

暗茶褐色粘質土 (Mn.Fe含 、

1-3 S D41  405

(Mn.Fe含 )

黒包 )

S D42

第171図 近・現代の溝状遺構 断面図
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第 6節 包含層及び出土位置不明の遺物

第172～ 174図 は、包含層及び出上位置が不明となってしまった遺物の実測図である。

600は 弥生時代前期の壺の頸部の破片である。櫛描きの沈線を施 し、その下に刺突文を巡

らせている。601は 壺の口縁部 と考えられる小破片である。□縁部の内面に刻み目を施 した

突帯を三条貼 り付けている。弥生時代前期に属するものであろう。602～604は 弥生時代後期

から古墳時代前期に属すると考えられる壺の口縁部の破片である。602は 短い頸部をもつ。

内面の頸部付近には絞 り目が認められる。602は 広口壺。外反する頸部からそのまま移行 し

て口縁部にいたる。摩滅 している。603は 二重回縁壺の口頸部の破片である。内傾する頸部

を強 く屈曲させ、粘土紐を付加させたやや内傾する幅広の口縁部を有する。日縁部に櫛状工

具による波状文が施されている。なお、603は S D07下 層出土の321と 同一個体である可能性

が高い。605～608は 弥生時代前期の甕の口縁部の破片である。605は 如意状の口縁で端部に

刻み目をもつ。体部上半に 3条のヘラ描き沈線を巡 らせている。606は逆 L字状の口縁をも

ち、端部に刻み目をもつ。体部上半に 7条のヘラ描き沈線を巡 らせている。607は 断面三角

形の口縁部をもち、端部に刻み目をもつ。体部上半に 6ないし7条のヘラ描き沈線を巡 らし、

その下に竹管文を施 している。608は体部上半に 5条一単位の櫛描文を 3列施 している。口

縁部は象J落 している。609、 610は 弥生時代後期の甕の口縁部 と底部である。611は 弥生時代

前期の甕の底部破片、612は 同じく前期の甑の底部である。613は 高杯の脚部の破片である。

円錐状にスムーズに拡がる形態で、透かし孔が認められる。614は 蓋形土器の破片。頂部を

窪ませている。615は 製塩土器の底部、616は紡錘車の破片である。617は土師器の杯である。

618は 須恵器の杯身である。第12図の④層から出土した。619は瓦質土器の椀の底部破片であ

る。620は 青磁椀である。鏑蓮弁をもつ。龍泉窯の製品であろう。621は東播系と考えられる

こね鉢の破片である。622は 器種不明の土師質土器である。円筒状を呈する。623は 『嘉祐元

宝』。1056年初鋳の宋銭である。

624～628は 削器である。624は 外湾する刃部をもつ。一側面に自然面、片面には打瘤が残

る。626は 片面に広 く自然面を残す。押圧象J離 をわずかに行ない刃部を整えている。628は 内

湾する刃部をもつ。一端は折損 している。肉厚である。形態から見て石鎌などに分類される

可能性 もある。629～632は 凹基式の石鏃である。629、 630は風化している。
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第172図 包含層および出土位置不明の遺物実測図①
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第173図 包含層及び出上位置不明の遺物実測図②
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第174図 包含層及び出上位置不明の遺物実測図③
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第 4章 自然科学的分析

第 1節 川津二代取遺跡出土木製品の樹種

パ リノ 。サーヴェイ株式会社

はじめに

香川県では、これまでに下川津遺跡、林・坊城遺跡、東山崎・水田遺跡、郡家一里屋遺跡、

空港跡地遺跡等で出土した木製品について樹種同定が行なわれてきた。また、永井遺跡や林

・坊城遺跡では、自然木の樹種同定や花粉分析等による古植生の検討が行なわれている。そ

の結果、県内における過去の用材選択の実態や古植生が明らかになりつつある。

樹種同定の成果を見ると、柱材や井戸材等の建築材には、時代を問わずマツ属複維管東亜

属 (二葉松類 )、 モミ属、コウヤマキ等の針葉樹が多く用いられ、広葉樹材ではサクラ属、コ

ナラ属コナラ節等が僅かに同定されているのみである。また、板状の加工を行なう木製品に

も針葉樹が多 く、スギ、モミ属、ヒノキ属等が同定されている。林 。坊城遺跡では、板材に

多数の広葉樹材が同定されているが、全てコナラ属コナラ亜属の樹皮であった。コナラ亜属

の樹皮をどのような用途の板材 として利用したのかは定かではないが、他地域でこれまでに

当社が行なった調査の中にも同様の例がいくつか見られることから、過去に何らかの板材と

して広 く利用されていたことが推定される。

全体を通してみると、用途によって使用される樹種に違いがあり、その傾向は時代や遺跡

の立地に関わらず共通している。このことから、用途に応じた「適材適所の木材選択」が行

なわれていたことが推定される。しかし、その全容を把握するには、今後さらなる資料蓄積

が必要と考えられる。

今回の調査では、坂出市川津二代取遺跡から出土した木製品について樹種同定を行ない、

過去の用材選択に関する検討 と資料蓄積を行なう。

(1)試料

試料は、中世 (14世紀初め)の廃棄土坑 (S K13)の 埋積土中から出土した杓文字状の木

製品、中世 (14世紀初め)と 推定される掘立柱建物の柱穴 (S P672)に 遺存 していた柱材

の 2点である。
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(2)方法

剃刀の刃を用いて、試料の木口 (横断面)・ 柾目 (放射断面)・ 板目 (接線断面)の 3断

面の徒手切片を作製し、ガム 0ク ロラール (抱水クロラール、アラビアゴム粉末、グリセリ

ン、蒸留水の混合液)で封入し、プンパラートを作製した。作製したプレパラートは、生物

顕微鏡で観察・同定した。

(3)結果

2点の試料は、杓文字状の木製品がスギ近似種、柱材がマキ属の一種にそれぞれ同定され

た。各樹種の主な解剖学的特徴や現生種の一般的な性質を以下に記す。なお、学名 0和名は、

主として「原色日本植物図鑑 木本編<H>」 (北村 0村田、1979)に したがい、一般的な性

質については「木の事典 第 2巻、第 7巻」(平井、1979-1982)も 参考にした。

・ スギ近似種 (cfe C ttπ θπα力″πたα(Lo F.)D.DON) スギ科

試料名 :杓文字状木製品

早材部から晩材部への移行はやや急で、晩材部の幅は比較的広 く、年輪界は明瞭。放射仮

道管はなく、放射柔細胞の壁は滑らか、分野壁孔はスギ型。放射組織は単列、1～ 15細胞高。

以上の特徴からスギと考えられるが、樹脂細胞が観察できなかったため近似種 とした。

スギは、本州・四国・九州に自生する常緑高木で、また各地で植栽・植林される。国内で

は植林面積第一位の重要樹種であり、長寿の木としても知られる。材は軽軟で割裂性は大き

く、加工は容易、保存性は中程度である。建築・土木・樽桶類・舟材など各種の用途がある。

樹皮は屋根葺用 とされ、葉は線香 。抹香の原料にもなる。

・ マキ属の一種 (Pθグθθαゅ%s,。 ) マキ科

試料名 :S P672柱材

早材部から晩材部への遺構は緩やかで、年輪界は明瞭。樹脂細胞は早・晩材部の別なく散

在し、樹脂道はない。放射仮道管はなく、放射柔細胞の壁は滑らか、分野壁孔はヒノキ型で

1～ 2個。放射組織は単列、 1～ 10細胞高。

マキ属には、イヌマキ (P odocarpus macrophyllus(Thunb.)D.DON)と ナギ (P o nagi

(Thunb。 )Z ollinger et Moritzi)の 2種がある。イヌマキは本州 (房総半島以西)・ 四国

。九州 0琉球に分布 し、ナギの自生地は本州から琉球に点在するが、神社などに植栽される

常緑高木である。材はやや重硬で、加工性は中程度、割裂性は大きく、保存性 0耐水性が高

い。建築・土木・器具 ◆薪炭材などの用途がある。

に)考察

杓文字状の木製品は、スギであった。木製品は薄い板状に加工されているが、柾目板なの
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か板目板なのか、実測図からは判断できない。しかし、スギはその木材組織から柾目板、板

目板どちらにも加工が比較的容易と推定される。島地 0伊東 (1988)や伊東 (1990)に よると、杓

文字にはスギやヒノキ属をはじめ、針葉樹材が多 く使用されている。今回の製品が杓文字だ

とすると、使用されているスギはこれまでの樹種同定の結果にみられる傾向と調和的である。

柱材は、マキ属であつた。香川県における柱材の樹種同定では、時期を問わずマツ属複維

管東亜属が多い。また、その他の樹種 もコウヤマキ等針葉樹材が多 く、針葉樹材が広 く柱材

等の建築材に利用されていたことを示唆する。今回の結果は針葉樹 という点からみれば、こ

れまでに得られている結果 と調和的である。しかし、県内の結果では広葉樹材 もいくつか認

められる。このような樹種の違いは,構築された時期や建物の使用目的の違い,使用者の階

級等にも影響されると考えられるが,現時点では不明である。また,平城宮や法隆寺の例 (伊

東・島地、1979:西 岡・小原、1978)や、 7世紀末～ 8世紀初頭に編纂された日本書紀の須

佐之男命の説話にみえる建築部材などの用材選択に関する記述から、針葉樹材の中でも建物

の性格や用途等により使用される樹種が異なっていた可能性がある。

これらのことを明らかにしていくためには、より多 くの資料蓄積を行なうとともに、検出

された遺構の性格を詳細に検討 し、樹種同定結果 と比較 していくことが必要である。

<引用文献 >
平井信二 (1979-1982)木 の事典 第 1巻～第17巻。かなえ書房。

伊東隆夫 (1990)日本の遺跡から出土した木材の樹種とその用途Ⅱ。木材研究・資料、No26、 p.91-189.

伊東隆夫・島地 謙 (1979)古 代における建造物柱材の使用樹種。木材研究・資料、No14、 p.49-76。

北村四郎 0村田 源 (1979)原 色日本植物図鑑 木本編 <Ⅱ >.545p、 保育社

西岡常一・小原二郎 (1978)法 隆寺を支えた木。226p、 NHKブ ックス。

島地 謙・伊東隆夫 (1988)日 本の遺跡出土木製品総覧。296p、 雄山閣.

まとめ

川津二代取遺跡から出土した木製品 2点 について樹種同定を行なった。その結果、これま

で香川県内で見られた樹種同定の結果 とほぼ同様の結果が得 られた。しかし、香川県におけ

る用材選択の時代差や地域差を把握するには、今後さらに多 くの遺跡で資料を蓄積していく

必要がある。

また、柱材については、これまでにもいくつかの遺跡で調査が行なわれてきた。これらの

結果を比較すると、マツ属複維管東亜属が多いが、全体的に樹種が多い。これは、柱材が出

土した遺構の性格や用途、使用者の階級等の違いを表している可能性があるが、現時点では

不明である。遺構の性格の詳細な検討 と樹種同定結果を併せた解析が必要である。
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写真 3 川津二代取遺跡出土木製品の材顕微鏡写真

スギ近似種 (S K13 杓文字状木製品)

マキ属の一種 (S P 672 柱材)

一一
2 00μm:a
20 0μmib.C
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第 2節 川津二代取遺跡におけるプラント。オパール分析

古環境研究所

1.は じめに

川津二代取遺跡の発掘調査では、弥生時代後期終末～古墳時代前期初頭の遺物を包含する

溝状遺構が検出された。また、同遺構の北側では微凹地において水田跡が検出されていた。

この調査は、水田遺構が検出された微凹地 とほぼ同様な、溝状遺構に隣接する凹地において

プラント・オパール分析を行ない、稲作跡の調査を試みたものである。

2.試料

試料は、検出された遺構面が次第に標高を下げる凹地部分の堆積層で、下位 より7層、 5

層、 4層の 3点である。試料は、遺跡の調査担当者によって採取され、当研究所に送付され

たものである。

3.分析法

プラント0オパールの抽出と定量は、「プラント・オパール定量分析法 (藤原,1976)」 を

もとに、次の手順で行なった。

1)試料土の絶乾 (105° C・ 24時間)

2)試料土約 lgを粋量、ガラスビーズ添加 (直径約4帥m,約 0.02g)

※電子分析天粋により1万分の lgの精度で粋量

3)電気炉灰化法による脱有機物処理

4)超音波による分散 (300W042 KHz。 10分間)

5)沈底法による微粒子 (2いm以下)除去、乾燥

6)封入剤 (オ イキット)中 に分散、プンパラー ト作成

7)検鏡 0計数

検鏡は、おもに機動細胞珪酸体に由来するプラント・オパール (以下、プラント・ オパー

ルと略す)を 同定の対象 とし、400倍の偏光顕微鏡下で行なった。なお、稲作跡の調査が主

目的であるため、同定および定量は、イネ、ヨシ属、タケ亜科、ウシクサ族 (ス スキやチガ

ヤなどが含まれる)、 キビ族 (ヒ エなどが含まれる)の主要な 5分類群に限定した。計数は、
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ガラスビーズ個数が400以上になるまで行なった。これはほぼプンパラート1枚分の精査に

相当する。

検鏡結果は、計数値を試料 lg中のプラント・オパール個数 (試料 lgあたりのガラスビ

ーズ個数に、計数されたプラント・オパールとガラスビーズの個数の比率を乗じて求める)

に換算して示した。

4.分析結果

試料 lg中のプラント・オパール個数を表 1に示す。巻末に主な分類群の顕微鏡写真を示

した。

表 1 試料 lg中のプラント・オパール個数 (単位 :個/g)

試料名 イ ネ   ヨシ属  タケ亜科  ウシクサ族   キビ族

4層

5層

7層

3,000

2,000

2,100

1,500

2,700

700

17,700

22,900

10,800

1,500

0

0

7層、 5層、 4層、について分析を行なった。その結果、イネはすべての試料から検出さ

れた。密度は2,000～3,000個/gと やや低い値である。ヨシ属、タケ亜科 もすべての試料か

ら検出された。このうち、タケ亜科はいずれも高い密度である。ウシクサ族は 4層でのみ検

出されたが低密度である。キビ族は検出されなかった。

5。 考察

(1)稲作の可能性について

水田跡 (稲作跡)の検証や探査を行なう場合、一般にイネのプラント・オパールが試料 1

gあ た りおよそ5,000個以上 と高い密度で検出された場合に、そこで稲作が行なわれていた

可能性が高いと判断している。また、その層にプラント・ オパール密度のピークが認められ

れば、上層から後代のものが混入した危険性は考えにくくなり、その層で稲作が行なわれて

いた可能性はより確実なものとなる。以上の判断基準にもとづいて、稲作の可能性について

検討を行なった。

本遺跡では、分析を行なったすべての層からイネのプラント・オパールが検出された。し
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たがって、これらの層で稲作が行なわれていた可能性が考えられる。ただし、密度がやや低

い値であること、遺構が検出されていないことなどから、近傍で稲作が行なわれており、そ

こからイネのプラント・ オパールが混入した可能性も考えられる。

(2)古環境の推定

ネザサなどのタケ亜科植物は比較的乾いた土壌条件のところに生育 し、ヨシは比較的湿っ

た土壌条件のところに生育 している。このことから、両者の出現イ頃向を上ヒ較することによっ

て土層の堆積環境 (乾湿)を推定することができるё

本地点では全体にタケ亜科が卓越 している傾向が認められた。このことから、これらの土

層が堆積した時期は、ネザサ節やクマザサ属が繁茂するような、比較的乾いた土壌条件であ

ったものと推定される。

【参考文献】

藤原宏志 (1976)プ ラント・オパール分析法の基礎的研究(1)一 数種イネ科栽培植物の珪酸体 標本 と定量分析法―
.

考古学と自然科学,9:15-29。

藤原宏志・杉山真二 (1984)プ ラント・オパール分析法の基礎的研究(5)― プラント・オパール分析による水田址の探

査―.考古学と自然科学,17:73-85.

植物珪酸体 (プ ラント0オパール)の顕微鏡写真

(倍率はすべて400倍 )

ヽ  分 類 群 地点    試 料 名

1  イネ

2  イネ

3  イネ

4  ヨシ属

5  タケ亜科属

7層

5層

4層

5層

7層

6  タケ亜科

-197-

4層



ノ

許

写真4 植物珪酸体 (プラント・オパール)の顕微鏡写真

11

ズ′

ハ

1.

2.

3.

ヨシ属
タケ亜科族
タケ亜科

‐ヽヽ
へ
一け
／
ザ

“
之0

一
３

・
・一一一一一「一一一一一一一一一一一一一一一一一一・一一一一一一一

馘
||||||‐  |て

‐

倍率はすべて500倍ネ

ネ

ネ

-198-



第 3節 川津二代取遺跡出土土器にかかわる赤色顔料物質の微量化学分析

武庫川女子大学薬学部

安田博幸 金杉直子

川津二代取遺跡は、坂出市の西南部、飯野山の東を北流する大東川右岸の河岸段丘上 (海

抜約 8m)に位置し、弥生時代前期～鎌倉時代にかけての遺跡が検出されている。

このたび、平成 2年度の調査において、同遺跡より出土した弥生時代の土器に付着 0残存 じ

ている赤色顔料物質について化学分析による鑑定を依頼されたので、筆者らの常法 (1)と する

ろ紙クロマ トグラフ法 と検出試薬による微量化学分析を行ない、所見を得たので報告する。

試薬の外観および分析用試料の採取

試料「0,P-41,42区 S D05」 下層より出上の弥生土器 (229、 壺または甕)の 内面底部に付

着・残存していた赤色顔料部分の数力所から、調査担当者により鋼針などを用いて注意深 く

削り取 り採取された赤褐色粉末約 5 mg。 その 2～ 3 mgを 分析用試料 とする。

試料検液の作製

上記の分析用試料をガラス形管に移 し、濃硝酸 1滴 と濃塩酸 3滴を加え、加温して酸可溶

性成分を溶解させたのち、適当量の蒸留水を加えて遠心分離機にかけ、酸不溶性成分から分

離した上澄液を加熱濃縮 して、ろ紙クロマ トグラフ用の試料検液とする。

ろ紙クロマ トグラフ法と検出試薬による呈色反応からの赤色顔料成分の確認

東洋ろ紙No.51B(2cm× 40cm)を 使用し、ブタノール硝塩酸を展開溶媒 として、試料検

液と、対照の鉄イオン(Fe3+)と 水銀イオン(Hg2+)の 標準液を同条件下で展開した。

展開の終わったろ紙を風乾 してから縦に三分し、その一方は、検出試薬 として 1%ジ フェニ

ルカルバジドのエタノール溶液を噴霧 してからアンモニア蒸気に曝し、もう一方には、検出

試薬 として0.05%ジ チゾンのクロロホルム溶液を噴霧 して、それらの際に、ろ紙上に発現す

るそれぞれの呈色スポットの位置 (Rf値で表現する)と 色調を検 した。

上記試料検液、ならびに、対照イオンの標準液について得 られたろ紙上のスポットのRf

値と色調は、下記の表 1、 表 2の とおりである。
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ジフェニルカルバジド.ア ンモニアによる検出 :(Hg2+は 紫色、Fe2+は紫褐色のスポ

ットとして検出される。)

表 1 ジフェニルカルバジドによる呈色スポットのRf値 と色調

0。 16(紫褐色 )

0。 84(紫 色 )

0.85(紫色 )

(2)ジ チゾンによる検出 :(Hg2+は 橙色スポットとして検出され、 Fe3+は反応陰性のた

め呈色せず。)

表2 ジチゾンによる呈色スポットのRf値 と色調

試料 Rf値 (色調 )

試料検液

Fe3+標準液

H♂
+標準液

0。 85(橙色)

呈色スポット発現せず

0。 89(橙色)

判定

以上の結果のように、川津二代取遺跡より出土した弥生土器 (229、 壺または甕)の 内面底

部に付着していた赤褐色顔料の分析試料の検液中からは、Hg2+が検出された。したがつて、

同部分に付着.残存 していたのは、ベンガラ(酸化鉄、 Fe2 03)系 の赤色顔料ではなく、水銀

朱 (辰砂、HgS)で あることが確認されたわけである。この弥生土器がどのような用途のも

のであつたかなど、今後のこの弥生土器に関する精査を期待したい。 (1993年 10月 分析 )

[註 ]

1)安田博幸 :「古代赤色顔料と漆喰の材料科学」『斎藤忠編集日本考古学論集 1 考古学の基本的諸問題』古

川弘文館 pp.389-407(1986)

安田博幸 :「古代赤色顔料と漆喰の材質ならびに技法の伝流に関する二、三の考察」

『橿原考古学研究所論集』第 7古川弘文館 pp。 449-471(1984)

Rf値 (色調 )

試料検液

Fe3+標準液

Hg2+標準液

-200-



第 5章 まとめにかえて

川津二代取遺跡からは、弥生時代前期の自然河川・弥生時代後期から古墳時代前期の溝状

遺構群 0中世の集落が検出された。これらについて、各々の報告の末尾に簡単なまとめを記

述しているため、ここでは総括的なことを簡単に述べてまとめにかえたい。

① 微地形 と遺跡の関係

第 2章の遺跡の立地 と環境の章で、遺跡周辺の微地形について述べた。ここで再び検出し

た遺構 と微地形の関係をまとめておく。弥生時代前期の河川は巨視的に川津二代取遺跡の東

南から北流し、遺跡北側に接する川津下樋遺跡に続いているが、これは第11図 に掲げた微地

形分類予察図の遺跡西側に存在する河道に相当するものと思われる。遺跡の東側の河道につ

いては、第 3章第 1節の層序の概要で述べている通 り、年代不明の河道に相当するものと思

われる。これらの河道は第11図 に掲げる河道のように網状で複雑に重複しながら北流 してい

ると推定される。

中世の集落は、このような微高地や旧河道 とは無関係に立地している。これも第 2章で述

べたように大束川の下刻による段丘化によるものと考えられる。

② 弥生時代後期～古墳時代前期の溝

本報告書では、弥生時代後期から古墳時代前期の溝群 と呼称してきたが、正確には須恵器

を含んでいるから古墳時代中期後半もしくは後期の溝も含まれている。これらは掘削しては

埋没するというように掘削と埋没を繰 り返しているようで、結果 として多数の溝状遺構にな

ったのであろう。これらの溝の連続すると思われるものが北側の川津中塚遺跡0で も検出

されており、下川津遺跡にまで連続する可能性が高い。想像をたくましくすると、 S D15な

どのように本流 となる溝状遺構の流れの方向に分岐する小溝があることから周囲に水を分水

する目的もあったと思われ、下流域に存在する集落への生活用水 という側面 と農業用水 とい

う二つの側面を持っているものと想像される。

③ 中世の集落およびそれ以降

12世紀後半から13世紀前半の時期に当地に集落が営まれた。建物の主軸は概ね周辺の条里

型地割の方向に平行か直交するものである。20棟 の掘立柱建物を復元したが、本文中でも述

べるように検討の余地を残すものが多い。集落は火災に遭つている模様である。その後の土
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地利用は、水田もしくは畑地で、溝状遺構や柵列を検出している。

(注) 『四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第十四冊 川津中塚遺跡』 1994香川県教育委員

会・財団法人香川県埋蔵文化財調査センター・日本道路公団

観察表 凡例

0遺物名称は以下のような略号を用いている。

弥  弥生土器、  弥前  弥生前期土器

弥後～古前  弥生時代後期から古墳時代前期の土器

・胎土は砂粒のおおまかな径 と以下のような含有量を記載している。

「多含」 多く含む、 「含」 含む、  「わずか含」 わずかに含む、の 3段階で

含有量を示す。基準はおおむね下図の通 りである。また、glは 火山ガラスの略である。

多く含む ―――― 含む ――一― わずかに含む

0色調は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修・財団法人日本色彩研究所 色票監修

『新版標準土色帖1992版』を使用している。

・残存率は、遺物の図化に用いた復元径に対する実物の割合を示した。
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図版 19

0,P41,42区  上層 空中写真 (上が北)


